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終 章

1 .混乱の積樋的意味

以上の考察から言えることは、江戸および明治期の日本の洋語学の素晴らしさである。

そのレベルは高く、文法の理解は極めて正確で、ある。我々現代人は、無意識的に現代文法

の知識を当然の前提として昔の文法を考えるため、当時の素晴らしい文法研究を、往々に

して時代的限界や関係当事者の未熟故の誤解だと「誤解Jしがちである。しかし、これま

での考察を通じて、江戸および明治期の人々の誤解と考えられていたものが実は誤解では

なかった、ということが明らかになったと思う D

《原形》について言えば、動認の《原形》とし1う術語は専ら独逸語の分野で使用され、

英語のもので、はなかった。新文法に基づく<grondvorm >が和穂語原典に現れた時、日本

の蘭語学は18文法の長fiddcL45bijが全盛で、あり、 i日文法下の蘭語学では名詞・形容詞・冠

詞の基本形という概念、は知られていたが、動詞の《原形》は必ずしも明確ではなかったの

である。よって、蘭語学者が《原形》の理解を誤ったと言うのは不当である。

《過去》と《半過去》に関しては、現代文法の視点で見ると、和蘭語と!日文法系の明治

の英・独語学における《越を))は現代文法の「現在完了Jで、当時の《通達フid生))(<羊軍基))

は現代文法の「過去j にあたる。それは、!日文法下にあった当時のこの 2時制が現代文法

のそれと概念的に逆転しているからで、同様に江戸~明治期においても、和関語の旧文法

の《議主>>は英語の新文法の《宰話芸>)に、同じ英語内でも!日文法の《議主》は新文法の

(<車通陶芸》になったO また、独逸話では新文法への転換が英語より十数年遅れたため、英・

独間でも用語の逆転が生じた。それゆえ一時期、英語の新文法の((議芸》は、独逸語では

i日文法の《羊1室長>)に、英語の新文法の(<竿遍~e*)) は、独逸語では!日文法の<<過を))にな
らざるを得なかったのである。

これらの現象を単なる混乱、無理解と捉えるのは簡単である。しかし、この混乱の背後

にはくhistorisch>と<organisch >を支柱に据えて 19世紀の欧羅巴を席巻し、息子の

Heyseをして“gewaltig"(劇的)と言わしめた、あの言語学の新潮流があった。明治期

の文法用語の混乱は、第二章で述べたとおり、ここから始まった欧羅巴語の新文法と伝統

的な羅典文法との葛藤の反映だと言うことができる。この混乱は、誤解の結果ではなく、

江戸および明治期の語学研究者が、それぞれの時代のそれぞれの文法を正しく理解したか

らこそ生じたものである。用語の分裂逆転は語学教育的には確かにマイナスであるが、視
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点を変えれば、このようにプラスに評価することが可能であろう。

今後の課題としては、まず、今回手が付けられなかったリーダーと辞書類の用語調査を

行うことである。

また、今回の考察の過程で、和蘭語に関して 何故高野長英の蘭文法のみが当時の一般

的な文法と異なって時代から飛び抜けた先進性を示しているのかという疑問と、藤林普山
オ ラ ン ダ ご ほ う げ 1 8 1 5 

が著した『和蘭語法解j(文化 12)の原典は英文典ではなし、かとしづ仮説が生じた。

高野長英の文法は、 a) i語根Jに相当する考え方が見られる、 b)Inf.が Modusに含ま

れていない、 c)< de man is gesωrven> (= Perf.)が現在時制である、 d)形容詞が一品

詞として独立している、 e)分詞の代わりに数詞が一品詞になっている、という点において

新要素を持っている。これらはいずれも現代文法では当然であるが、本書が成立したと考

えられている文官fぷik当時(W蘭語学jII、1051・1052頁)においては、自本の蘭語学

においても、欧州においてさえも当然ではない。独逸を中心とした歴史比較言語学の興隆

によって旧文法から新文法への変化と混乱のただ、なかにあった欧州においてさえ、この 5

点は 1830年当時の最先端の動きなのである。これが何故、この時期の日本の蘭語学者の

著作に見られるのか、疑問が残るD

オランダごほうげ

一方、藤林普山『和蘭語法解』に関しては、本論の巻末に「付録j として若干の考察を

附したが、要点は、本書の文法には和蘭語にはないはずのものが存在するということであ

る。同じヨーロッパ語であっても、英語の文法と和蘭語の文法は同じではない。

持論語続三Jは《許可法》と《扶助言》を持つが、この二者はいずれも英文法の要素で

あって、和蘭語には存在しないのである。何故、ここに英文法の要素が紛れ込んでいるの

か。この疑問には、ぜひとも答えが与えられなければならないであろう。何故なら、もし

これが英文典の翻訳なら、「日本における最初の英文典の翻訳j としづ栄誉を、本書が『英
かがみ

文鑑』から奪うことになるからである。

更に、《許可法》の関連から言えば、『助字要訣j(文花111) も英文典を底本にしている

可能性を持つD 何故なら、『和蘭語法解』の一年前に三代田江馬春齢(元弘)によって筆写

されたこの書は、《威法》の名のもと iにこ<Ve4j込ふtbend白ewijs舵e>=<
オランダご lほzうげ

っているからである o W和蘭語法解』の著者である藤林普山は江間家と関係、があり、江間家
オランダごほ

の周辺で蘭訳された英文典のようなものが読まれた可能性がある。『和蘭語法解』に関して

は原本が不明なのであるが、V.J. Peytonが 1776年にLondonで出版した、英仏対訳の英

文典ではなし、かと考えている。Peytonの文法書を調査してこれらの問題点に一定の結論を

与える必要が、今後の課題として、まだ残されているのである。

2. 洋語学習と日本語

しかし、そのハイレベルな文法研究の一方で、ひとつの問題点もまた明治期に生ずるこ

ととなった。この論考の途中で、文法用語の時代的・言語的相違と並んで注意を引かれた
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のは、洋語文典著訳者の日本語に対する見解である。

江戸期と明治期の訳語の相違点は、創出ないしは意訳術語の数にある。これは、序章2.

(3頁)で言及したように、通史的視点を採った場合によりはっきり把握される現象であ

る。明治期の文法用語は訳語としてのバラエティーと面白さに極めて乏しい。それに対し

蘭語学には、《死語法))<<分註法》など、その意味を突き止めること自体が楽しくなるよう

なユニークな創出術語が少なくない。《過去ノ現在))<<半過去))<<大未来))<<大過去))<<未来過

去))<<過去未来》等の時制に関するものも皆、江戸時代の蘭語学より生まれた意訳の術語で

ある。

Conj.lSubj.の分野で、は、蘭語学における 13種類の術語のうち創出・意訳されたものは

8種、英語学も同じく 13種のうち 8種であり、半分以上を占めている。独語学に関して

は、 Ko勾.に関する 11種[大正・昭和期を除く〕のうち 4種が、 Kond.で、は9種のうち《条

件法》と《希望法》を除いた 7種までが、いずれも何らかの意味において意訳と言える要

素を含んでいる。

また、この論考では取り上げなかったが、蘭語学における前置詞(接頭辞も含む)の名

称には《蓋言))<<冠辞))[蓋や冠のように単語の上に被さる語}のようなユニークな創出術語が集

中しており、これについては別に小論にまとめた注10

これら創出・意訳術語の時代は明治期前半まで続く。ところが、時代が進み、明治 30

年代以降になると、専ら直訳術語の方が普通になる。現代文法の 6時制の用語はすべて原

語からの直訳である。現代のドイツ語文法の《接続法》もそうであるが、それに対して、

前官訪年に登場し、英文法において今なお用いられている《仮定法》は、意訳術語の最後

の砦である。しかし、その他の創出・意訳術語は明治 20年代でほとんど姿を消す。江戸

の蘭語学は明治維新で、終わったのではない。この創出・意訳術語の消滅を以て、江戸期か

ら続いた洋語学は真に終駕したのである。

蘭語学における多彩な創出・意訳を可能にするほどに洋諸文法の内容を阻鴫し得たのは、

日本人が長く培ってきた漢学と国文法の知識の賜物で、あったように思う。<全然未知のも

の、あるいは新しいものに触れた場合、それを以前からよく知っている似通ったものを土

台として、その概念でもって処理しようとすることは当然であり、文化受容の形式におい

ても、それは同様である>という古田東朔の言のとおりである注2D

しかし、それには受容する側に受容できるだけの内容が充実していなければならないD

いわばアイデンティティーの充実が必要なのである。ところが、洋語を担う世代は、和漢

学の教養を自在に活用して術語を創出した人々から、それを欠いた、第二章第二節2.(194 

頁)で触れたような人々一一極端な場合には幼い頃から洋行して日本語に不自由するよう

になった人々に代替わりする。洋文の翻訳には不自然極まる「直訳Jが横行する注30 日本

語の側は、文法用語の創出・意訳の材料を提供する積短的な基盤を失ったので、ある。洋語

と日本語の立場の逆転である。そして、和漢文法の知識の援用から始まった洋諸文法の用

語は、明治期になると、逆に、国文法に術語を提供するようになるのである。原語直訳の

終章



389 

典型である「変化する定動詞j や、条件を付けていない部分を以てイ案件法と呼ぶような矛

盾も、創出・意訳の精神に満ちていた時代ならば、 f原典では斯斯であるが…j と断り書き

を付しつつ、日本人と日本誌の感覚に自然になるような工夫が、あるいは施されたかも知

れない。

東京大学初代綜理・加藤弘之の上申書や、あるいは、あの有名な中村正直の f漢字不可

廃論j に限らず出、序章 (3頁)、第二章注 68(281頁)、第三章第三節3. (348頁)に

引用した寄山元吉、第二章注 69(281頁)の物見高見等、当時の文法書にはこのような日

本語をないがしろにする洋語学習のあり方を危倶する言が頻出する。明治 30年代に入る

と、英文典の書評にさえ、

従来邦語を以て英作文の法を解釈せるもの無きにあらずと雄も多くは是階劣蕪雑の

もの〉み是他なし英文に精なるもの邦文を解せず邦文を解するもの英文に精ならず故

に往々前撃相容れざるの解釈を為す是を以て徒に読者の脳を悩ましむるのみにして其

得る所幾何もなし是れ夙に講学の士の遺憾とする所なり 本庖こ〉に見るあり日英の

語学に精通せる諸先生に謀て本書の編纂に従事したる所以なり庶幾くは英作文の蔀奥

を題発するに於て遺憾なけん

[中原貞七訳『新編中等英文典~ (場拓自31)の巻末に出版奮闘2書いた『英作文活法』 に対する書評}

としづ言葉が見られるようになる。福井久蔵は、明治 30年代初頭における和洋間の黍離

の現状を、く鴎文法を授くるもの外国語の文法に通ぜず、外国語の文法を授くるもの麗文

法を矢口らず。各自己が墨により共通して説かるべき法長uをも別事の如く授け来たりしは確

かに教授上の弊なり>と見ている (W日本文法史J311頁)。

事実、当時の人がこの「直訳Jにどれほど因らされたかを示す興味深い書き込みが、あ

る英文典には残されている。現官Si年に出された田中達三郎訳述の『須因頓氏大文典解釈j

は、例えば1nf.とGerundのことを、

動詞上ノ不定及ヒ分詞法

註解 動詞ノ文法上ノ形作リヲ考フル可ク先立ツ処デ動詞ノ如キ言葉或ノ¥動詩上ノ夫

レハ英動詞ノ形作リ二於テ多ク用ヒラルル処ノ二ツノ種類ヲ注意スル可ク便利デ、アノレ

デアロワ

不定ガ時々法トシテ話サノレル併シナガラ不定ガ充分ナル意味ニ於テ動詞夫レハ夫レガ

アラヌ処ノ動詞デ、アル事ノコレガ含ム可クアル如何トナレパ夫レガ動詞ノ種別ナル

駐即チ儲メラレタノレコトヲ勤メテ事欽クガ故ナリ

のように和訳する、典型的 f直訳j である。この直訳文典の第 1頁の余白に、誰かが鉛筆
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で、次のような書き込みをしている。

田中達三郎善ク承レヨ 貴様ハ此ノ道ヲ学ブモノハ必ズ此書ヲ左右二置クベシトハ何

等ノ事ゾ 舟ヵヵjレ直訳的劣文ヲ次テ自分二未ダ解セザル二世二公二出ストハ貴様ノ

心底祉カシカラズや 前歓アル大漫序ヲ吐キタルハ悪アリシト世人二大二謝セヨ

更に、奥附の裏では、英語でくIOムτ〉tlike this book because this isvery bad ωread 

andthisisveryverycheep book->と言っており、このく直訳的劣文〉に対する書き手の

憤滋は納まる気配が無い。しかし、この本を紐解いて<動詞夫レハ夫レガアラヌ処ノ動詞

デ、アル事ノ…>としづ訳文を読むと、この人物の怒りも分かろうというものである。これ

が日本語であろうか。いかに言文一致の口語文が未だ行われていない時期の文典とはいえ、

日常の日本語と甚だしく軍離したこのような「直訳Jから外国語文法の提要を会得させよ

うというのは無理というべきであろう。江戸期の蘭語学者の雅文による解説の方がよほど

わかり易いD この<直訳的劣文>に、上述の書評の<英文に精なるもの邦文を解せず邦文

を解するもの英文に精ならず>という状況が加わって、明治期の洋語学習者を苦しめるこ

とになったのである。

洋諸文典に現れたこのような意識と当時の「直訳Jのあり方については、すでに小論で、

若干考察してみたが町、今後も更に稿を新たにして考えてみたい問題であるぷ'豊田かな国語

力を伴わずして外国語力の向上はあり得るか一一一<英文に精なるもの邦文を解せず邦文を

解するもの英文に精な必ず>というこの射だ弘年の言の意味する所ばJある意味で現代に，

も通ずる状況であり、対する蘭語学のあり方は、日本の外国語教育のみならず、例えば、

今日の外国人に対する日本語教育などの分野に関しても、，参考にすべきものを少なからず

含んでいると思われるからである。 GoetheはくWerfremde Sprachen nicht kennt， weis 

nichts von seiner eigenen. > (外国語を解せざる者母国語を知る能わず)と語ったが、今、

我々が必要としているのはこの逆のテーゼであろう。即ち、母国語を知らざる者外国語を

解す能わずということであり、今、我々が学ぶべきは、、豊かな和漢の教養に洋語学を融合

させ、《分註法》とし、う術語を創出した中野柳圏の精神な:のではないだろうか。

このくご分註>に関Lでは、「和漢の教養と洋語学との融合jの見事な実例が、・実は明治期

になってから現れる。それは、二葉亭四迷の「割注j である。江戸期の和漢文表記を知る

者の限止はL二葉亭の「割注j は、あのく文註>としづ表記スタイルに見える。そLて、

彼の用いた句読点もまた、江戸期の来日蘭語文典の中で盛んに用いられていたものである。

句読点は、和蘭語との接触によって、初めて日本語に導入せられたものである。明治と

いう時代が、上述のような語学書における和洋間の栽離を生ぜしめた一方で、文章語にお

ける原文一致体を生み出したことは周知の事実である。しかし、この文体の創始者の栄を

担う二葉亭四迷の、あの有名な《白抜き点》は、実は、二葉亭の創作ではない。 1800年代

中盤に早くもその使用例があり、明治初年のき虫逸話と仏蘭西語の文法書にもまた、《白抜き
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点》は見出されるのである注60

江戸期の和漢文を見慣れた者の綬には、二葉亭の f害Ij注Jは<文註〉としサ表記スタイ

ルの応用であり、一方、《白抜き点》は、蘭語学からの、まさしく引継ぎのように映る白こ

のように、江戸期と明治期を断絶させないとしづ態度を取った場合、それは、明治期の語

学のみならず、文学関連の研究に対してさえも、新たな視座を与えるであろう。この立場

からみると、明治期の新たな文学運動は、江戸期の洋語学習の延長線上に置かれるのであ

る。明治期の新文体運動の担い手は江戸の末期に生まれ、最後の漢文教育と最新の洋語学

習を、同時にその身に受けた人々だ、ったからである。

江戸~明治期の洋語学習者は、和漢文と異なる文字・文法・各種の句読点を用いた文章

表記に至るまで強い関心を抱き、これらを我が物にせんとひたむきに努力を重ねた人々で

ある。現代の語学は、このような人々の手によって、遺惰使の時代から外国文明に対して

抱き続けてきた溢れるような向学心に支えられ、 <ab c>が版木に彫られただけで処罰さ

れたような時代を越えて、種々の語学的・教育的問題をはらみつつなお、ひたむきに、営々

と続けられてきた、このような輝かしい洋語研究の歴史の上に築かれているのだというこ

とを、我々は決して忘れてはならない。当該文法事項の内容を僅か数文字の漢字に凝縮し

た文法用語は、この先人の努力の軌跡を、未知なる文明に挑んだその精神を、時代の彼方

から現代としづ岸辺にまで伝え来る“海瀬音"である。それが、文法不要論と用語自体の

難解性を理由に敬遠されるのは、余りにも残念である。

現在の問題点を知るためには、何故その問題が生じたのか、その経緯を知らねばならな

い。過去の歩みを探らねばならない。未来は過去にある。過去は未来を語る。この論考が、

陸路に陥った現代の外国語教育について、また、国際化・グローパル化と言われる時代を

迎えた日本と日本語のアイデンティティーについて改めて考える一助となり得れば、望外

の喜びである。

注

1)拙論「蘭・英・濁語学における文法用語の成立と変遷 (VI):分離・非分離動詞につ

いてJW外国語教育論集~ 25 筑波大学外国語センタ一、 2003参照。接頭辞も《冠辞》と

された江戸期には、英語にも<inseparable preposition>がある。

2) r品詞分類概念の移入とその受容過程j蘭学資料研究会『研究報告J第 130号、 1963、

174頁。

3) 寄山元吉と同じ陸軍教授の圏吉直蔵もまた、明治 3k年の『簡明濁逸文典~ r緒言Jで

述べている。

…応用問題ノ和文ハ、従来多クハ直誇体ニ流ル〉ヲ以テ活用ノ才ヲ養成スルコト能

ハズ 生徒ハ同一ノ文題ニテモ之ヲ産謬体ニ課スレパ謬スルコトヲ得ルモ否ラザレ

パ荘然成ス所ヲ知ラザノレヲ通弊トス 生徒ガ作文ニ進歩セザルハ此不完全ナル教授

終 章
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法ノ結果ニ非ザルナキカ 編者ノ¥此見地ヨリ本書ニハ勉メテ直誇体ノ問題ヲ避ケ俗

語又ハ新聞体ノ和文ニテ課題シ以テ活用ノ才ヲ養成センコトヲ期セリ…

4) 封彰ib年、加藤弘之はその上申書に このままではく自ラ日本学士ト称スル者唯リ

英文ニノミ通シテ国文ニ託乎タル>心配があると書いている。

このような洋諸一辺倒な風潮の中で、当時の洋語に通じた者から、その外国語上達の理

由として漢文学習を挙げる芦があるのもまた事実である。 r漢字不可廃論J(崩?台82b年 5

月 8S)はその代表で、敬宇・中村正直は<今日洋学生徒ノ森然トシテ頭角ヲ挺ンデ前程

万里ト望ヲ属セラノレ〉者ヲ観ルニ皆漢学ノ下地アル者ナリ 漢学ニ長ジ詩文ヲモ能クスル

者ハ英学ニ於イテモマタ非常ニ長進シ英文ヲ能シ同傍ヲ圧倒セリ……予是ニ於テ漢学ヲ廃

セシメタルヲ悔ユ 臼ク J浪ムラクハ漢学ニ従事セシメ少ナリトモソノ魂塊ヲ強カラシメザ

リシコトヲ…>と主張している。

5)拙論「蘭・英・濁語学における文法用語の成立と変遷 (V):助動詞の和誇法と教授

法JW外国語教育論集~ 22 筑波大学外国語センタ一、 2000参照。

6)美菜26年『海岸砲術備要』に、《白抜き点》を用いた大機玄沢の<凡例>があり、杉

本っとむ『江戸時代蘭語学の成立とその展開~ N (79'"'-'83頁)に紹介されている。訳年は

刊年より半世紀近くも早く、訳者は本木正栄、長設28年に病没、大槻玄沢は釜議7ヶ年に生

まれ、 Jei!x.
2ib年の死没であるから、この《白抜き点》は 1800年代初期の用例ということ

になるが、この《白抜き点》が訳出時のものか、刊年時に付されたものか判然としない。

同氏の『外国語と日本語~ (28 頁)では、あの有名な欝文典『和蘭文語凡例~ (美読2)に

おける、「まるj、「てんj、および《白抜き点》の混交表記文を見ることができる。

射台14年の用例を提供するのは、まず、『濁逸単語篇和解~ (中村)慎一郎訳)の<自序>

である。漢文のレ点等の句読と同時に《白抜き点》が打たれている。また、同年出版の『洋

学指針イ弗学部~ (戸沢光徳著)の<序>にも、《白抜き点》が使われている。

さらに、国会図書館所蔵の封jUO年版『和解纂註英文規範Jには、坪内遺遥が本名「雄

蔵j の名でくはしがき>を書いており、これに誰かが鉛筆で書き込んだ句読点が、筆跡も

あせぬままに残っている。その中に、たったひとつではあるが《白抜き点))がある。明治

20年という、言文一致運動が起こった時期のこの書き込みは、あたかも誰かが句読点の実

験をしたかのようである。

句読点に関しての詳細は、拙論 f二葉亭四迷の『めぐりあひJとロシア語原文における

句読点の比較一一明治時代の洋語学習と《白抜き点))J (r文学研究論集J12 筑波大学比

較理論文学会 1994)、および「明治時代の洋詩文典におけ日本語一蘭訳英文典『補

需主街と洋語文典の系譜Jr文学研究論集J13 1996)を参照されたい。

終章
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資料 99.

明治 え年『猫逸単語篇和解』

(中村順一郎訳)の<自序>

この自序は左から右に読む。

下段はその拡大写真。漢文の

句読に混じる《白抜き点》が

はっきりと分かる。

国会図書館所蔵。
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資料 100 伶J、 小泉
雌lk年『洋学指針悌学部j](戸沢光徳著)の<序> 失 示、、具

これは右から左に読む。 ニ Aこ 渇
下段右は本書の本文。《白抜き点》のみの序文と異なり、 大 平イキ』ニ
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' t J是念品 .-で、

終章

司困.... 

.-y 



395 

資料 101.

明治2b年版『和解纂註英文規範』の坪内

治還のくはしがき>

右から左に読む。

ここに見られる細長い読点と《白抜き点》

は、鉛筆による書き込みである。

国会図書館所蔵。
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資料 102. 長fヒlih年『和蘭語法解』。句読はすべて 「まるJである。

義宗28年刊の『海岸砲術備要』と長長2年訳出の『和蘭文語凡例j](長長2)は《白抜き点》

使用であるから、「まる」の句読のほうが《白抜き点》に先立つて始められたものか。

終 章
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附録:W和蘭語法解Jはオランダ語の文法書か

本論は、『来日蘭語法解Jは、実は英文典で、あって蘭文典ではないのではないか一一一即ち、

その原本はオランダ語に翻訳された「英語Jの文法警なのではないか、としづ立場に立っ

ているD この考えを初めて抱いたのは 1996年であったが注入その理由をここに述べてお

きたい。故に、これは今後の課題の萌芽とでも言うべきものであって、今ここで結論が出

せるようなものではないことをお断りしておく。

1 .問題の所在

この『和蘭語法解』としづ文法蓄は、藤林普山によって訳出された蘭文典であると、一

般に理解されている。このことに疑いを抱いた人は、いまだいないようである。 わずかに

岩崎克己と斎藤信が、原著者 Peyton<百乙東〉を英文法家かと疑っているが、しかし、

内容そのものを蘭文典だとすることには異議を唱えてはいない。ところが、これまで、の考

察結果から判断するに、『和競語法解』の文法には和類語にはないはずのものが存在する。

この文法警は《許可法》と《鉄助言》を持つが、この二者はいずれも英文法の要素なので

ある。

『和蘭語法解Jは、中野柳画や吉雄権之助などが書いたようなオリジナルな著述文典で

はない。明治期前半にはヨーロッパで出版された文法書の輪入翻訳が盛んに行なわれたが、

『和讃語法解Jは、そのような文法書翻訳のルーツと見なされ得る翻訳文典である。しか

し、純粋な翻訳ではなく、訳者である普山の見解が、各所に挿入されている。

本邦における本格的な邦訳蘭文典は、対止法年頃、馬場佐十郎貞由によって訳出された

『和蘭文学問答(西文規範ばである D

比編ノ¥和蘭ノ kornelisvan der palm ト云エル人ノ著述ニシテ 題号ヲ

nederduitsche Spraak konst voor de jl時 d ト云フ此ヲ長支レハ幼学須知文家必用

ト云ハンカ如キ義也訳成テ後暫ク此ヲ西文規範ト仮題ス原本板行ノ年ハ彼暦数一千

七百七十四年塩安永三年甲午ニ当ル (凡例 一)注2

しかるに、馬場のこの書はくしゅ=なる事情によるのか、ついに刊行が実現しなかった>

のである出。これに代わるものとして同年頃訳出されたのが、藤林普山の『和蘭語法解』

(藩玉堂蔵板〉であり、文花午三乙亥十一月、京都・天王寺屋市郎兵衛、江戸・須原屋伊八、

大坂・河内屋喜兵衛の各書嬉から世に送り出された。従って、出版されて広く巷間に流布

附録 『和蘭語法解Jはオランダ語の文法書か
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オランダごほうげ

した翻訳文典としては、この『和蘭語法解』こそ、その最初のものと考えられる。

ところが、同時期・問言語の翻訳文典であるというのに、両者の文法内容には大きな相

違が見られるのである。例えば、 Modusに関してであるが、表 1 (31頁)を見ればわか

るように、 馬場の『和議文学問答』における Modusは、和蘭文法の定石通り1.直説・

2.使令・ 3.文註/希説・ 4.普通/終説の四法である。一方、普山のそれは九法であり、その

中の《許可法》は、当時の文法では和蘭語ではなく、英語に属するものである。また、『来日

蘭語法解Jには《鉄助言》としづ助動詞の分類があり、これも、実は和務語にはない文法

事項である。

何故、普山の Modusはこのように数が多いのか。 何故、英文法の要素が紛れ込んで

いるのか。この疑問に対する回答が、『来日蘭語法解』は英文典なのではなし 1かとしづ仮説で

ある注40 以下、この《許可法》と《扶助言》に、品詞の配列)1慎序および原著者く百乙東>

に関するものを加えた問題点4点について考察し、この仮説成立の是非を問うてみようと

思う。『和蘭語法解』の原本は国会図書館所蔵の和綴本3冊を使用する。

2. 4つの問題点

2.1. ((許可法》と《第二附説法》について

2.1.1. ((説話法》と f作文法j

和蘭語・英語・独逸語における Modusの数は、 和蘭語では4法、英語では5法、独

逸語では 3法であり、その構成は以下のようであるのが普通であった。

蘭: 1nf. 1nd. 1mp. …・ Conj.

英: 1nd. 1mp. Potential Subj. 1nf. 

濁: Ind. 1mp. Konj. 

問題は、英語の<Potentialmood>である。すでに見たように、これは英語特有の《話

法》であって、和蘭語・独逸話には存在しない。ところが、和蘭語の文法書であるはずの

『和薦語法解Jにはこの《許可法》があるのである。しかも、『和蘭語法解Jの Modusは

全部で9法もある。 その突出ぶりは表 1 (31頁)と表 26(334頁)でも例外的に際立っ

ている。

普山の挙げる 9法とは、次のようなものである。

0活言法「ワェイセン。デル。ウエルクウヲールデンj

1.直説法「アーントーネンデ。ワェイセJ

2.許可法「フルモーゲンデ。ウェイセJ

3.附説法「アーンフーゲンデ。ワェイセJrヲンデルフーゲレイケ。ワェイセJrワェ

附録 『和蘭語法解』はオランダ語の文法書か



ンセンデ。ウェイセJiエールステ乞トフルピンデ‘ンデ。ウェイセj

4.第二附説法「テウェーデ。フルピンデンデ。ワェイセJ

5.使令法「ゲピーデンデ。ワェイセJ

6.不定法「ヲンベパールデ。ウェイセJ

7.疑問法「ブラーゲンデ。ウェイセJ

8.不無法「べへスチゲンデ。ウェイセj

9.不有法「ヲントケンネンデ。ウェイセj

a.疑問不無法 b.疑問不有法

399 

和蘭語の Modusは、普通 1.3.5.6.の四法である。 4.の《第二附説法》とは、例文を

見る限りでは「条件Jr反実仮想、jを表わす Conditionalisのように思われる注50 独逸話で

は、 Konditionalisは一時《接続法》一一普山の《附説法》ーーから分離した時期があり
元it11) (明治 15) 

(Becker， I864: ; Schafer， 18 ~f2)、それが明治期の日本の独語学において《約束法》と訳さ

れ、明治期を通じて昭和に歪るまで存続したが、英語にこれが現れるのは珍しく、江戸幕

府!日蔵洋書中の欝文典にも 1例しかないGfameiberg，16追加頁)。

最後の 3者はそれぞれ、 7.a.普通の疑問文、 b.否定疑問文、 8.肯定文、 9.否定文、を作る

法のことで、当時の文法書ではしばしば、 Modusとは男!Jの「四法Jとして Conjugation-

ー普山の用語では《転変図》 を構成している。この Modus以外の《法》の構成を表 27

(342頁)にまとめてみたが、これによると、{肯定][否定][肯定疑問】{否定疑問}の

咽法j析すことは当時の文法書では一般的であり、出離脱』にのみ特有なもので

はないことが分かる。 Modusが <manner of assertion> (新説)または<mannerof 

action> (1日説)を表わす《説話法》であるならば、【肯定1(否定)[肯定疑問】{否定疑

問】の四法は、これは文の作り方一一いわゆる「作文法j であろう。

表 部 (305頁)を見ると、この「作文法Jにも 1800年代の文法変動の影響を見てとる
(弘化 2)

ことができる。まず、1845年の Hamelbergの英文典において受動態<lijdend>が加わる。

受動態は、!日文法では動詞の種類のーっとして分類されてきたものである。 P.Weilandの
文化 3

蘭文典Beginselender Nedθ'rdw'tsche命'raakkunst<Amsterdam， fS06)における動詞

の種類は、

1. bedrijbend [能動] 2.lijdend [受動]

3. onzijdig [中性〕 4. wederkeerig [再帰]

5.onperωo凶討k[非人称]

の五種であり、 2番目が【受動動詞}である。馬場の『和蘭文学問答~ (文柁めでは

1. <<動他))2. <<被動))3. <<自動))4. ((動複))[5.訳語なし]、野呂天然『九品詞略J(文化 8)

では、 1""3は馬場に同じ、 4がなく、 5番目が《非人類動詞))(<物類動詞》と書き入れさ

れている眠『英文官.](支保411)で、は1.<<能動辞)) 2.<<所動辞)) 3.<<中動辞))4. <<反己

附録 『和蘭語法解』はオランダ、誇の文法書か
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動辞))5. ((自動辞》、『和蘭語法解』伐花112)で、は1.((能活言))2. ((所活言))3. ((中活言》

5. ((物活言》で、 4.がなむ、注70

van der Pyl の蘭文典 Aprac依aJgrammarofD附~JaL伊時θ(Rotterdam， f618)で、は、
助動詞がこれに加わって、

1. Auxili位 y:Helpwerkwoord 

3.Passiv: Lijdend 

5.Reciprocal: Wederkeerig 

2.Activ: Bedrijbend 

4.Neuter: Onzijdig 

6.Impersonal: Onpersoonlijk 

の六種になるが、{受動動詞}の所罵自体は変わっていない。この{受動動詞}が、Hamelberg
安政 2

の 10年後、 Lloyd(f8'55)の英文典において動詞の種類に属したまま (183頁) r作文法J

のくvorm>としても扱われ (291頁)注8、明治の直訳文典の時代になると、更に《進行

形》と <do>を用いた強調形とが加えられるようになる。羅典語のように動詞自身で受動

態を形成できなし、からには、これを動詞の種類でなくするのは合理的な考え方であろう D

この「作文法Jば、英語では《説話法》と同じく moodと言われることもあるが、一般

には、 Lloydがくvorm>と呼んでいたようにくform>(あるいはくmanner>とも)と呼
オランダごほ

ばれる。一方、和薦語では Modusと同じくwijze>となる。『和蘭語法解jにおける

くmanner>くform>の意のくwijze>は、年代的に!日法に属するので、{肯定】{否定}【肯

定疑問1[否定疑問]に相当する《不無))((不有))((疑問不無))((疑問不有》である。『和蘭語

法解Jの《活言法》は、本来の<wijze>である四法に、このくmanner>くform>のくwijze

>である「作文法J4種を併せたものと考えられる。

van der Pylの文法書は、

Verb訂 econjugated in four different manners， viz : affirmatively， negatively， 

interrogatively and with an interrogation negative. (115頁)

と言って、 Inf.，Part.，Ind.，Imp.，Sub.の次に続けて、 <manner>としてのこの「四法Jの

活用形を挙げている。明治期に直訳された Brownの英文典でも、 Mood((法》と Form

《体》の Conjugation((配合》は一括して取り扱われている。当時の文法警は動詞の活用

一覧表を持つのが普通であるが、藤林普山が原本としたく百乙東>の文法書は、このよう

なくform>の活用をも伴っていたのではないだろうか。

2.1.2. Potential mood(英)・ Vermogendewijze(蘭)

しかし、これでもまだ8法である。では、最後にひとつ残った 2.の《許可法》とは何か。

原語はくVermogendewijze > (= Potential mood)であるが、これは、実は蘭文法にはな

いのである。

表2 (37頁) において江戸幕府旧蔵洋書中の蘭・英・仏文典における Modusの構成
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を見ると、 5箇所にくPotentialmood>が現れるが、いずれも英文典に限られている。更

に表 26(334頁)において英文典のみの moodの構成を見てみると、<Potential mood 

>の初出は 1549年の Lily-Coletの羅英文典であり、 1621年の Gillの英文典以降、ラ

テン文法の Optativus(祈願法)に代わって<Potential mood>が英文法において行なわ

れるようになったことが分かる。

< Potential mood>とは、形態的には can，maぁmust等の助動詞を用いるのがその特徴
0) かがみザ

である。天保 11年の『英文鑑Jでは《許可様》と訳された注90 藤林普山も、

本語「ブノレモーゲンデ。ウェイセj ト云。即チ許可法ノ義ナリ。比レモヤハリ直説法

ナリト錐モ。唯心ニ許ス意アノレ助言ヲ用ヒタルヲ殊ナリトスルノミ。故ニ比法ニ在リ

テハ konnen，moogen， moeten， zouden， behooren， wilden， wouden等ノ助言アノレヲ

標的トスルナリ。(廿九葉・表~裏)

のように、《助言》の存在を、《許可法》を直説法から見分ける<標的>にしている。この

説明方法は、明治期の翻訳文典でも同様で、長野一枝先生講義『ブロヲン氏英吉利文典講

義前編~(新宿iG)は、 Potentialの訳語は《成就法》、その例文について<canと mustの

ニ語が成就法を示すなり>と言い(234頁)、斎藤秀三郎訳『スワヰントン氏英語学新式直

謬~ (封百ibは、普山と向じく《許可法》の訳語を持ち、く現在許可ハ穏ト共ニ maぁcan，

又ハ mustナノレ助動詞ヲ結附ルコトニ依テ形チ造ラル).>と言っている(241頁)。結局こ

の moodは、明治 30年代に流行した Nesfieldの英文典で否定されるまで、《可成法))((可

能法》などとも呼ばれて続くことになる。
(文久 1) 

『英文鑑Jの底本の著者である有名な英文法家L.Murrayは、 1861年版の Engllめ

Grammarにおいて、

That the Potential Mood should be separated from the subjunctive， is 

evident， from the complexness and confusion which are produced by their being 

blended together， and from the distinct nature of the two moods.… (78頁)

と述べており、《許可法》は、 Subjunctive((鮒説法》から分離した、英文法特有の Mood

《活言法》なのである D

r有蘭話路号』にこの英語にのみ特有の Moodが存在し、 しかも「フルモーゲ、ンデD

ワェイセJとしづ和蘭語のく本語>を持っているということは、やはり、その原本が和蘭

語に訳された英文典だからではなかろうか。
寛政 2

例えば、 P.Marin< ピーテノレ・マーリン>の『言語審~ (I7'9O)はイム・蘭対訳の仏文典で、

1ページを左右に等分して左側が仏語、右側が和蘭語になっている。従って、例のあの仏

蘭西語の二つの過去時制<Le1 .Preterit> (J' etois)と<Len .Preterit>(Je fus)は、それ

ぞ、れ<Deeerste voorlede Tyd> <De tweede voorlede乃d>ーーしかしその活用形は共

に“Ikwas"ーーと対訳され、和蘭語の部分だけを見ると、本来和蘭語にはないはずの時
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制が存在するかのように見えるであろう。しかも、“Ikwas"というひとつの語形が二様

の使われ方をされるかのように見えるはずである。

上述の vander Pyl の『エゲレス語稽古書~ (A prac白;calglて'E1mmarof the Dutch 

language.5&訪も、

De aanvoegende wijs 

De tegenwoordige tijd 

Datik hebむe

Da t gij hebbest 

Dath話hebbe.…

De onvolmaakte verledene tijd 

Datik hadde. 

The subjunctive mood 

The present tense 

That 1 have 

That thou have 

Thathe have …-

The Imperfect tense 

ThatI had …・ (108頁)

式の、蘭英対訳本である。墨書された和名を見ると英語の文法書として用いられたのであ

ろうが、元来これは、英語で書かれた和蘭語の文法書であるから、当然のことながら、本

書には<Poten柱almood>はない。

逆に、ペリー来航一年前に F.M.Cowanによって薦訳された L.Murrayの英文典『エン
;1;永 5

ゲ、ノレセ スプラークキュンスト~ (Endelsche命lJ"aakkunst1852)にはくPotentialmood 

> = <Vermogende wijs>がある。

Potential mood 

Present tense， 

1 may or can Jove) 

Impefect tense. 
I.n旦ight)could would or should 
Jove) 

Perfect tense. 

1 may or can have loved 

Pluperfect tense. 
Imigh~ ∞uJd would or should 
haveJoved 

Vermogende w討s

Tegenwoordige tijd 

Ik mag of kan beminnen. 

Onvolmaakt verl.吋d.
Ik mog~ kon) wilde ofzou beminnen. 

Volmaakt verl. tりd.

Ik magofkan bemind hebben. 

Meer dan volm. verl.tijd. 
Ik mog~ kon) W1Jde ofzou bemind 

hebben. 
(59頁)

このように、 <P仰出al>を持つけよ議語検むの原本は、恐らく、この L.Murrayと

同じ形の対訳本、即ち、和蘭語に翻訳された英語の文法書だったので、はないかと考えられ

るのである。

更に《許可法》に関して言えば、これが英文法のものであるならばJ助字要訣~(文L111)
も英文典を底本にしている可能性を持つ。何故なら、『和蘭語法解』の一年前に三代目江馬

春齢(元弘)によって筆写されたこの書は、(減法》の名のもとに<ver4jtendewijse〉

=くPotentialmood>を持っているからである注 100

附録 『和讃語法解』はオランダ誇の文法書か



403 

2.2. ((鉄助言》について

そして、この《許可法》に用いられる can，maぁmust等の、現代で言う助動詞が、当

時の英文法で<Defective verb> ((敏助言》として分類されるものである。

藤林普山は《助言》を《敏助言》と《完助言》の二つに分け、前者の動詞として、

l.doen[英初 do;独加n] 2.zullen[shall ; sollen] 3.willen[will ; wollen] 

4.moogen[may ; mogen] 5.konnen[can ; konnen] 6.moeten[must;凶 ssen]

7. behooren[ (ωbe proper ; should:応汁ニ…スへやシ)注11

8.laaten[to let ; lassen] 9.hebben[to have ; haben] 

10.worden[(ωbecome) ; werden] 民・独語は筆者]

を挙げている。その定義はく是其一句ニ全ク満ザ、ノレ意アル言>であるが、これは、いわゆ

る不完全自動詞の説明で、あって、《鉄助言》のそれではない。《敏助言》とは、過去分詞・

不定認・完了時制など、ある種の法・持制等を持たないため Conjugationの一部が欠けて
かけ

いる動詞のことである。明治の英文典においても、《不具動詞》を始め、《敏動詞))((欠損動

詞))((不足助動詞》等の訳語で以てその名が見える註120

ところが、これらの《敏助言》のうちのほとんどが、当時の蘭文法では《助言》でない

のである。江戸幕府!日蔵洋書中の蘭文典で見る限り、和議語の助動詞は、完了形を作る

<hebben>(to have)とくzijn>(ωbe)、未来を作る<zullen > (shall， will)の三者か、あ

るいは、これに受身の助動詞である <worden>(独 werden)を加えた四者かであり、 can，

maぁmust等に相当する動詞は立派な本動詞である。従って、普山の挙げる《敏助言》は

皆、和蘭語では完全な Conjugation((転変》を有する《完助言》なのである注13D

しかも 1.の<doen >の場合、これは和蘭誇では《助言》ですらない。くdoen>、即ち

くdo>をくAuxiliary=helpingverb> ((助言》とするのは、英語である。当時の文法書で

は、「疑問j と「否定j よりも、専ら“1did write."のような「強意j の助動認として説明

されている注 140 要するに、普山はここで、《完助言》を《紋助言》とする、《助言》でな

いものを《助言》とするという二重の混乱を起こしていることになる。

英語の《敏助言》がオランダ語では本動詞である証拠として、 W.Sewelは、上述の蘭

英辞書所収の蘭文典[英語で書かれている]で、和議語のくAuxiliaryverb>に関して、わざ

わざ次のように注釈している。

Note. This Verb [zullenのこと]hath also an Infinitive Mood which it wants in 

the English .… Yet it isωbe noted， that they are not so Defective in Dutch as 

in English: for since they have not only the Participles of the Present Tense， as 

konnende， moetende， moogende， but also those of the Preter-Perfekt Tense， as 

Gekonnen， gemoeten， gemoogen.... 
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(A Brief And Compθnrlious Du tch Grammar. 1708. 61頁)

確かに和蘭語の zullenに単語的に対応する英語は shallである。しかし、和蘭語の zullen

はshallのようなくDefectiveverb> ((扶助言》ではない。もし下線部の註がなければ、外

国語としては英語の知識しか持たない者や、あるいは英語を母国語とする者が和蘭語の

くAuxiliaryverb>を考える場合、英語の shall同様 zullenも《敏助言》であると、無意

識のうちに思い込んでしまうであろう。

<do>についての矛盾は、この逆のパターンではないかと考えられる。つまり、原典の

英文法書にこれが《助言》として記載されていて、それが、対応する和蘭誇に翻訳されて

<doen>となったところの、いわゆる「蘭訳英文典j を、普山は『和蘭語法解』の底本と

して使用したのではあるまいか。それ故、和蘭語では《助言》、しかもくDefectiveverb> 

ではないはずのくdoen>が、『和欝語法解』では《扶助言》として表れているのではない

だろうか。

そもそも何故、普山はこのくきl乙ト乗>著すところのく薪右手潅f自主婦多〉を翻訳しようと

思いついたのであろう。それは、これまでとは違う新しい項目がこの本にあったからでは

ないかD 持論話路むに寄せられた序文のひとつに、<普山藤先生。最噌此学。訳書数十

部。薄思精煉遂究其窺奥。乃本彼邦百乙東氏及。数家之斯普羅力日公斯多。報日引類挙例加

自得之説D 著一番題日和蘭語法解…>と述べた箇所があるが、普山が WflJ蘭語法解J中で

名を挙げ説を紹介しているP.Marinや W.Sewelとしづ、これまでに知られているく数家

之斯普羅加公斯多>にはない項目がく言万乗>にあり、それが《許可法》であり、「作文法j

四法であり、《扶助言》だったのではないだろうかむ

2.3. 品詞の配列について

杉本っとむは、普山がく1.性言><2.名言>のように冠詞を名詞より先に説明記述している

ことについてく初期のオランダ語の原書では一般的な形式ではないようで>あると述べて

し、る控 150

文化 3

そこで江戸幕府!日蔵洋書を調べてみると、P.Weiland(tSO6)の仏蘭対訳蘭文典で、は、 8

品詞は1.名詞(実名詞と形容詞)・ 2.動詞・ 3.冠詞・ 4.数詞・ 5.前置詞・ 6.高IJ詞・ 7.接続詞・
文政 2 ""ートシカッベイ

8.間投詞の}I漢に示され、 vander Pyl(fS19)， M締 結chappijの Grammaumddhb[ともに
安政 1

形容詞が独立し、冠詞を加えた 10品詞]、及び1854年の Weiland[Pyl， Maatschappijから間投詞を

除いた 9品詞}等の蘭文典の品詞も、ほとんどいずれも l名詞・ 2.冠詞・ 3.形容詞…のよう

な、名詞から始まる配置)1債を持つD

事初 1

これに対し、Locke(i8bi)の英文典では、1.冠詞・ 2.実名詞・ 3.形容詞・ 4.代名詞・ 5.

動詞・ 6.分詞・ 7.高将司・ 8.前置詞・ 9.接続詞・ 10.間投詞の)1演に配置され、冠詞が筆頭に来
又政 9

ている。 Bilderdijk(f826)[冠詞と分詞を加えた9品詞。数詞がなく、形容詞が未分離]、 Hamelberg
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(fdK8)[分詞の代わりに数認を加えた 10品詞]、 vander Pijll H. L. Schuld(ta54) [Lockeから前置
安政 1

詞を省き、代わりに数詞を入れた 10品詞]等の英文典でも、1.冠詞・ 2.名詞・ 3.形容詞・・・のよう
寛政 7

に配置されており、これは L.~urray(f795) [分詞を除く 9品詞]も同様である。

dd蘭話勧2Jの品詞は、 1性言{冠制・ 2名言(自立名言[実名詞]と附属名言防相])・

3.代言[代名詞]・ 4.活言{動詞]・ 5.分言助詞]・ 6.添言[面白司]・ 7.接言{接続詞]・ 8.上言{前置詞1・9.

感言[間投詞]の9品であるが、《性言》から始まる点、確かに英文法的であって蘭文法的で、

ない。しかも、《附属名言》が品詞として独立せず、《分言》を一品詞とするのは、明らか

に旧文法の特徴を備えた英文法である。

ところが、普山がくき三二ト柔>の他に参照したP.~arin と W Sewelの文典を見ると、品
寛政 2

詞はこのようには並んでいないのである。 P.~arin(fi9Ö) の仏文典『ピーテル・マーリン

言語書』は、わずか三種の品詞しか持っていなし、D 即ち Naamen[名詞]、 Werkwoorden[動

剤、 Bywoorden[= De woorden die nooyt veranderen不変化詞、つまり前二者以外の品詞全

部](50頁)の三分法であるD この三品詞分類については O.FunkeのDieFruhzeit mθr 

Engh"schθ'11 Gramma白f"(1914， 74頁)に言及がある。

Sewelの辞書収載文典では、 <Particle>の活用と用法が品詞論の筆頭で説明されてい

るのは、英文典ではなく、蘭文典の方である。 Grootwoordenboek (1708 ; 1749)と

Volkomen Woordenboek (1766)の蘭・英文典の内容は、次に述べるくHeerPEYTON> 

による改訂部分を除いてはほとんど全く変わるところがない。品詞は、英・蘭両語ともに

l.Noun ; Naamwoord名詞 CSubstantive; Zelfstandige Naamwoord実名詞、並びに

Adjective ; Byvoegelyke Naamwoord形容詞・ 2.Pronoun; Voornaam代名詞・ 3.Verb;

Werkwoord動詞・ 4.Participle; Deelwoord分詞・ 5.Adverb; Bywoord副詞・

6. Conjunktion ; Koppelwoord接続詞・7.Preposition; Voorzetsel前置詞・8.Interjektion; 

Tusschen werp sel間投詞の 8種で、「冠詞jは、この後に<Hierby komen nog de Particles 

of Ledekens， als A of an .…(1708，8頁)>くWhereuntomay be added the Particles， De， 

het， in English the .…(41頁)>のように付け足されているに過ぎない。しかも英文典には、

薦文典のように冠詞の活用を扱った項目がないのである。

従って、この考察結果もまた、 普山が1.<<性言》・ 2.<<名言(自立名言と付属名言)))・

3. <<代言》…のように品詞を並べたのはく歯三二ト柔>の英文法書に従ったからではないかと

いう仮説を補強する一要素となり得るかと思われる。

2.4.原著者について

そして、このくき三二ト乗>で、あるが、『和蘭語法解』の最大の謎は、他の<数家之斯普羅加

公斯多>は半Ijっているのに、肝心の原著者<言l乙ト乗>の正体がわからないことである。こ

の原本が英文典ではないかという疑いを抱いた 1996年以降、筆者は、この<251乙ト乗>は

Sewelの辞書中蘭文典に登場する <HeerPEYTON>ではなし、かと推測していた。以後こ
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れに言及した研究になかなか出会えずにいたが、平成 10年、松田清著『洋学書誌の研究』

(臨)11書庖)に、<V.J.Peyton， Nieuwe Engelsche spraakkunst. 2de dr.Amsterdam， 

Pieter Meijer， 1779. (アムステルダム大学図書館所蔵)から若干の引用がある>との記述

を見出した時(296頁)、Peytonの英文典の関与のあることが確認されたわけであるから、

少なくともくき乙ト乗>とは誰かという長年の疑問は解消されたことになる注目。

しかし、その引用がごく僅かであり、その箇所が上述の問題の笛所ではないようなので、

この点をぜひ確認してみたく思う。《許可法》・「作文法j 四法・《扶助言》のことを鑑みる
オランダごほうげ ベートン

に、この『和蘭語法解』は<百乙東>の英文法を骨格とし、それに既知の和蘭文法家<数

家>の内容を接合・挿入したものではないか、そう考えるからである。

3. 若干の検証一一一Peytonの英文典について

このく251乙ト柔>で、あるが、 18世紀中盤に、フランス語で英文法書を書いたスコットラン

ド人の文法家 V.J.Pe円onという人物がし 1る。渡部昇ーに拠ると、彼には

Les vrais principes de la angloise etc.(London， 1756 ;第 2版 (1758)

Les elements de la langue angloise.(London，第 2版 (1765)

としづ著作があり、特に前者はく元来ロンドンに住むようになった外国人向けのもので…

約 350ページ>の書物である。く 1ページ3欄であり、英語にはアクセントや音標記号が

あり更に仏訳が付され>、その英訳 Elementsof the English Language (London， 1758 

etc.)はくその後約半世紀問、数多くの版を重ねて標準書としての評価を得ていた>

(英語学体系第 13巻『英語学史』大修館書居、 1975、479頁)という。

ところで、ここに東京学芸大学所蔵の V.J.Pe戸onの文法書がある。上述の 2書中後者

と同名の書名を持つ、英欝ならぬ英仏対訳文典である。 1776年にLondonで出版された英

文換で、芸名を LesElemens de la Langue AngloIse. The Elements of the English 

Languag1θ. (2.edition) とし、い、一頁を縦に三分割して、左側が英文、中央がその英文の

発音記号、右側が仏文の説明になっている。 1776年は安永 5年で、長崎では、若き中野柳

圏が通詞の職を辞して学究生活に入る直前の頃である。この Peytonの蘭訳版が、普山が

『和蘭語法解』を書く際の底本になったとしたら、その内容は上記の問題点とどれほどの

整合性があるであろうか。以下、その概絡を述べるが、今回は概略のみに留め、詳しい考

察は後日稿を改めて記したい。

3. 1. <Potential摘。od>について

PeytonのMoodは5個で、その中にくThePotential mood>の名が見える。英文典で

あるから、当時はあるのが普通である。 DiologeIX.がくDesVerbes>の項目で、以下の

ような説明が Moodに関してなされている。

• The word mood signifies a certain manner of expressing the ak白:ondenoted by 

附録 『来日蘭語法解』はオランダ語の文法書か
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the verb. (p.103) 

・ A. In how many moods or manners can one vary the verb? (p.l03) 

B. In five， viz. the Indicative， the Imperative， the Potential， the Conjunktive or 

Optative， and the Infinitive. (p.104) 

. The Poten白'81expresses the aktion of the verb by power; as 1 can or may go 

(p.105) 

・ The OptatiVlθexpresses the aktion ofthe verb by wish or desire; as， 1 wish 1 had; 

1 wouldwillingly have. (p.10砂

. And it is called Conjunktive， by reason of the conjunktion that is put before it. 

.…and now 1 will explain to you the Infinitive. It has two tenses， the present 

and preter-perfect. The present is known by the sign (to) ， and the 

preterperfekt by the sign (to have) before the preter-participles， and three 

gerunds. (p.126) 

3.2. <Optative>ついて

Peytonでは第四の Moodが<the Conjunktive or Optative>のように二重の名称にな

っているが、“love"の活用一覧表では明確に二種に分かれ、く 1.Conjunktive: 1. 

Conjonktif>が "if1stから始まる仮定法、<II. Conjunktive : II. Conjonktif>が "that

I que"としづ従属接続詞を用いた名詞節になっている。 121-----123頁では、くPotential>

の“1might I could I wouldl ought + lnf."がくOptative>にもなると言っており、 Peyton

は明らかに、 Conj.内部を仮定推量と単なる従属接続詞匂とに区別している。

この<1. Conjunktive>と<II. Conjunktive>を蘭訳すると、確かに「エールステ

フルビンデンデ。ウェイセJと「テワェーデ。フルビンデンデ。ウェイセJになる。とこ

ろが、『和蘭語法解』の区別がこのまま Pe戸onの<第一>とく第二>に対応するかという

と、必ずしもそうではない。普山の《附説法》と《第二附説法》は Peytonのく第一>

<第二>と内容的に逆の傾向があり、第一の《附説法》は“dat"節が主で、《第二附説法》

の方には認、容・仮定表現が多いのである。

しかも、両《附説法》の区別がはっきりしない所も若干ある。“hebben"の《転変》で

は両鮒説法の例がどちらもくdat>節になっており、また、初めて《附説法》を説明する箇

所では関係代名詞の文章までが含まれている。場合によっては《第一附説法》の方が Peyton

とは逆にくOptative>のように思われることもある。よって、《附説法》が二分される形

式は一致するが、内容的に一致するとは言い難い。 Peytonと『和蘭語法解』との間に例文

の共通性がほとんどないことも、この対応関係、を分かりにくくしている。

3.3. <作文四法>について

結論を言えば、 Peytonにはこの活用表はない。ただ DiologeXIVに、<affirmative > 

附録 『和蘭語法解』はオランダ、語の文法書か



408 

くnegative><interrogative> <interrogative phrases with a negative>の作り方が出

ている。しかもこれだけでは終わらず、関係代名詞と従属接続詞を用いた文章を作文する

際の語順の説明が続いている。

『和蘭語法解』には堂々たるく作文四法>の《転変》表があるから、この点は普山の独

創か、参照した別の文典に活用表があったということなろう。<作文四法>は Sewelの簡

便な文典には見られないが、第三章第一節の資料に示したようにP.Marinの仏蘭文典には

この穫の活用が示されている。Peytonの動詞活用表に普山がこれを併せたことも考えられ

る。

3.4. <defective verb>について

《扶助言》たるくdefectiveverb>について明確に注意書きをしているのは、上述のよう

にSewelである。当然のことながら仏文典である Marinにはない。 Peytonにくdefective

verb>という言葉は出てこない。その代わりくhelpingverb>と呼ばれるものがあり、そ

の筆頭が、問題の“do"である。“do"の用法は、疑問文、否定文及び強調の肯定文を作

ることで、 Peytonは、この強調形をくCompoundtense >と呼んで、彼の動詞活用表に載

せている D くSimplePresent Tense >は“Ilove"、<Compound Present Tense >は“1did 

love"、くSimplePreterimperfekt>は“Iloved"、<Compound Preterimperfekt>は 1

did love"の如くである。ただし、この“do"は英語特有の助動詞であるから、英仏対訳

文典である本書において、対訳される仏蘭西語にはこの区別はなく、 <Simple>も

くCompound>も共に、 Presenttenseは“j'aime"、Preterimperfekttenseは“j'mmais"

という半過去形になっている。

Peytonはここから続いて時制の説明に移り、肝心の《扶助言》であるはずの“will"と

“shall"は、未来時制の所でわずかに言及するに過ぎない。しかも“will"と“shall"の

意味的相違を説明しながら、これらが《転変》の一部を欠く《訣勃言》であるとは遂に言

わないのである。

3.5. 品誌の配列について

Peytonの品認は 9種類である。Articles((冠詞》から始まり、実名詞・形容詞(この二

つが分離している)・代名詞・動詞・副詞・前置詞・接続詞・間投詞の}I漢に 9品認が並ん

でいる (p.40)。

A. Of how many parts does Grammar consist ? 

B. It consists of nine parts， which are called， the ninθparts of speech， viz. 

l.Noun， 2. Article， 3. Pronoun， 4. Verb， 5. Participle， 6. Adverb， 7.Preposition， 

8. Conjunktion， 9.Interjektion. 
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ただし、<Whatdo you mean by Grammar?> <It is the art of speaking and writing 

according to the particular use of every lan伊 age.>と言って、実際に問答形式によるレ

クチャーが始まると、 Peytonの九品認は《名詞》から始まり、《冠詞》は名詞の注意事項

5項目(Article，Gender， Number， Case， Declension)の中に組み入れられている。

一方、 Sewelの英文典は《冠詞》の説明を欠いている。 8品詞の紹介の後に<Hierby 

komen nog de Particles ofLedekens> (1707， p.8)と言つてはいるのだが、独立した《冠詞》

の項目を立てているわけではない。

蘭文典の方は、《冠詞》は勿論あるのだが、それは付け足しに過ぎず、 8品詞は《名詞》

の説明から始まる。 ACompendious Dutch Grammar. (p. 40)で、 SewelはNoun，Pronoun， 

Verb， Participle， Adverb， Preposition， Conjunktion， Interjektionとし、う <ei註l1tpartsof 

speech>を挙げ、そのあとに<Whereunto may be added the Particles. >と言っている。

よって、《性言》が九品詞の最初にきている『和蘭語法解Jは、現段階では Peりonの品

詞配列を参考にしたと考えられる。

4. Sewelの辞書中欝文典に現れるくHeerPEYTON>の引用笛所について

明在日emSewel(1654"，-， 1720)はイギリスから移住してきた祖父を持つオランダの言語学

者であるが注 18、彼の文典には、実はくHeerPEYTON>の名前が出てくる。国会図書館に

は彼の名で

。GrootWoordenboek der Nederduytsche en Engelsche taalen) / A large 

dictionary; Engh'sh and Dutch...verrykt met eene spraakkonst voor beyde de 

taalen，door W Sewel. t' Amsterdam， 1708 (Voorlede [前書き}の隣にく千七百七年〉の墨

書有り); De Vierde Druk， 1749. [以下 Groot杯らordenboekと呼ぶ]

。VolkomenWoordenboek de Nederduitsche en Engelsche Taalen. / A compleat 

Dictionary Dutch and English) To which is added a GRAMMAR，ゐrboth 

Languages.…Te Amsterdam， 1766. [以下防法omen防'oordenboθkと呼ぶ]注 19

という 2種類の蘭英・英蘭辞書が存在し、これらには短い蘭・英文典が付されている。そ

のうち後者所収の英文典玲rtθogwegensaθEngel庇?heSpraakkonstの序文2箇所、本文

5笛所にくHeerPEγrON>の名前が見える。

Sewelの著したこの 2種の文典の記述内容は、実はほとんど全く同じもので、ある。とこ

ろが、後者の英文典にだけしかくHeerPEγrON>の名は出てこない。後者の辞書

Volkomen Woordenboek は、その出版年が示すとおり、 Sewelの死(1720)後 46年目に

刊行されたものであるが、その際、 EgbertBuysにより Sewelのオリジナルな英文典に

附録 『和薦語法解』はオランダ語の文法書か
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対して大幅な増補改訂が行なわれ、この時BuysがくHeerPEγrON>の文法書を参照し

たからである注20。これは、今回考察の対象となったV.J. Peytonの記した文法書ではない

だろうか。 2種類ある Peytonの文典のうちどちらを参照したのか(あるいは両方か)を

決めることは、現段階では不可能であるが、しかし、 Buysが増補改訂したと言う箇所と、

今回用いたPe円onの文典を比較すると、極めて良く類似していることがわかるのである。

この増補改訂による変化は、文典冒頭の英語の発音部分に関して特に著しく、前者の文

典にない項目が加筆され、すでに在る項目も、その分量が数倍になっている箇所がある。

まず、 0・'OotWoordenboek (1708)の文字と発音であるが、 VolkomenWoordenboek (1766) 

では斜体の太字の部分が、監修者の Buysによって大きく改訂・付加されている。く〉のあ

るものは Grootvvωrdenboekにあるものの改訂増補、ないものは防JkomenWoorden-

boekで新たに加えられたものである。

A.A.AI.AU.AW.AY.B.C.CH.CL. <0. > <乞)EA.EE.E1.EW.F.G.GH.OL 011. GN.OU. 1. 

J.K.L.M.N.O.OA.OE.01.00.0U.OW.OY.p.pH. Q.R.S.SH.T. TE TU. TH.ぐU>

U1.虻W.WH.X.Y.Z. (3・8頁)

<0.) <乞ムにはくHeerPEγrON>の名が現れ、その説明部分の分量はの~)が 1 行か

ら6行に、 <E)が 19行から 67行に増えている。 <u.)も5行から 42行へと大幅増であ

るが、くHeerPEγrON>の名は見られない。しかし Volkomen防'oordenboekの序文か

らくHeerPEYTON>に拠るものであることがわかる注21D

(0.) <乞》におけるくHeerPEYTON>の引用笛所は、以下のとおりである。

改定①:1708年版では、 <D>の発音に関する記述はわずかに一行であるが、 1766

4三版では6行に増え、そこに<無音の D>に関して次の記述がある。

De Heer PEYTON telt， in zyne Spraakkonst， onder deeze Woorden meede op : 

Almond， Handmaid .… (3頁)

ベイトン氏は彼の文法書においてAlmond、Handmaidもこれらの言葉の中に加えている。

1708年:D. Wordt uytgesprooken als by de Hollanders. (p.3) 

1766年:(p.3) [下線は筆者]

:昨市re伐ep0凶h幣2欝c争
!恥PT∞~en Di. ~訟gぬ討泊凶3討)\ië吋ε伐乱UJ 
E均t筒S1.11的ゆh問.fr斤ヤri，紛号必5争ι，J川{ 
~^釣円罰m、4、"川Aß員.仇円‘ :JIt..-雌d

h，.討加 mllle .-¥'V90racn ne..oω!O.è:lyit 喜朗時tg~∞ra 町立 1¥15 
1 M，pc;kJir如何~t.'Wot4・'Q!'.d~ d ，.?iei抑制tto'ぬ払byVoor-

A 1 E. l)c 
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1776年の Peyton: (p.26) [下線は筆者]

~Jrl'n 11-(h 7J曹げふるf"nJ
6nd ti， yellez VOJr" 

D .. 

、，
どl- 'Jn~?r}/ ，

IJ~r-jÿ， /;7(;"" 111aid， 
C07J1刀ア♂ annJJ .. 

、... 
u 

411 

、，
111111市

Cii'llt 

改定② :<D>の発音に関して、 <d><t><te>で終わる動詞の情報が、 Peytonから採ら

れている。

De Heer PEYTON zegt， dat men het Woord wanted moet uitspreekenlwanted.… 

ベイトン氏はwantedとしづ単語は[Iwanted]と発音しなければならないと言っている。

1708年 :19行(実例省略)

1766年 :67行 (pp.4-5) 

1776年の Peytοn(p.4) [下線は筆者]

(4頁)

ツレ;IiαpromcecommeeMinh &avGc grande 
Tflmud-6cult Alivi de/，f，f，kノらえ)a fi n des il1Ots de 
がいい… iFliaks:commetdrrgf， barriqae; m-deり f託.

~èllrμ/似 ωbinét;' gràcl. /e~/J， fans grace; げc.:. Et む ns
)cs paJllClptS des Vcrbcs finifi~ns erlん t&'te: Comm'，ε 
~Oll1má'l~どの conln12凶 6ょ w á1lfed• n1礼川nqu氏毛 ; baωf2d友ヲ haI. 

-!C f {O IヤII 似 nlne cel~川lld' ， (ρgノ戸*(:IllノIlll

炉例a川 N川 子、忠幼ct，ιぷ61'1，必' ぷ必t・a~lë;i， (0/7J.+初三f"1z -'.(1 e d l 
付。仰心 ， ltl~ hiii.. 1'':::，'1. ，. Q --'/"  • - •• ... 
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以下実例は省くが、最も大きな改変は “Van de MAATKLANK" [アクセント等の規則につ

いて]の項目の付加である o Groot JiYω'I"dθ'nboekではこの文字の説明の後すぐに“Vande

SPRAAKDEELEN"[品詞について]が始まるが 防JkomenWoordenboθkでは、その前に

“Van de MAATKLANK" 10則が 4ページ半にわたって挿入されている。

改定③: Duts de Uitspraak van ieder Letter afgehandeld hebbende， moeten 

wy overgaan tot de Maatklank der Woorden， wa訂 inik het met de Heer 

PEYTON volkomen eens zynde， om niet eigenzinnig te schynen， hem ten 

eenemaal zal 

volgen(*)， alleen met dit Verschil， dat ik tot meerder Onderscheiding voor het 

zwaare klankteken een 'Y en voor het scherpe •• zal stellen， gelyk ik in het 

Nederduitsch gedaan heb. (9頁)

こうして、各アルファベットの発音を手早くかたづけたので 次に我々は、単語のアクセント

について見なければならない。これについては、私はベイトン氏に賛成である。ひとりよがりだ

と恩われないよう、徹底して彼のやり方に従うつもりである。ただし、異なる点もある。より大

きな棺違は、私が、オランダ語におけると同様、英語においても抑音にはく'Y>、揚音には4 ・〉と

し、う音標記号を付したことであろう。

この後、更に 2箇所、“Vande VOORNAAMEN" [代名詞]ど‘Vande WERKWOORDEN" 

協調]に<HeerPEYTON>を参照した改訂がなされているので、<Heer PEYTON>の英

文法書を用いて Buysが行なった改訂増補は 5箇所となる。

改定④:In de Verhandeling derzelven， zal ik wederom den Heer PEYTON 

volgen， dien ik in deezen niet kan verbeteren. (20頁)

ここの説明は、再びぺイトン氏に従うことにしよう。私には彼以上にうまくできないので。

[代名詞について]

改定⑤:Tot welken einde ik daarvan eenige Voorbeelden zal ter neerstellen ; 

en een Begin maken met het Helpwoord，ωhave) hebben. Die 'er omstandiger 

bericht van begeert， kan by den Heer PEYTON en anderen zyn Weetluft voldoen. 

(24頁)

そのために、その中から具体例を幾っか次に示す。まずは、助動詞 haveからである。もっと

詳しく知りたいときは、ベイトン氏およびその他の文法書で、その知識欲を満たすことができよ

つ。 [動詞のConjugationについて]

Buysの示す Peytonへのこのような信頼が、上述の渡部昇一の言う、<英語にはアクセ
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ントや音標記号があり吏にイム訳が付された>Peytonの仏語英文典 Elementsof the 

English Language (London，1758 etc.)がくその後約半世紀筒、数多くの版を重ねて標準

蓄としての評価を得ていた>ものという評価を実証している。くき1乙ト乗>のく斯普羅加公

斯多>を基にしたとし、う藤林普山の言葉は、このような評価の高い英文典が和蘭語に訳さ

れてからさほど時間の立たぬうちに日本にもたらされ、それが日本の蘭語学者の手に渡っ

ていた事実を物語るものである。

5. 結語

以上のことをまとめると、 4つの疑問点のうち《許可法))((第二鮒説法》及び“do"

の部分はPeytonの英文典に負い、く作文四法>はMarinの仏文典に(多少はPyωnにも)、

《扶助言》は Sewelの英文典、品詞配列は Peytonの英文典に負っているとしづ結果にな

った。これら 4つの文法要素のすべてが、和蘭語のものではないということである。そう

すると、藤林普山は、従来の蘭文法にはない新要素を、 Marinの仏文典と Pe列onの英

文典から取り出し、更に、《中分言》のような彼独自の工夫をも加えて、『和蘭語法解』

とし1う書物を編んだことになる白

ただしく作文四法>に関して言えば、 Marinではなく Pe戸onから取られたということ

も考えられる。何故なら Peytonが蘭訳されたとき、<作文四法>がその蘭訳文典に付け

加えられた可能性があるからである D 実際、 Cowanによる L.Murrayの蘭訳文典は、

Murrayにはないく作文四法>を備えている注170 が、欝訳文典を実見していないため(ア

ムステノレダム大学にコピーを依頼したところ不可能との事で、あった)、今はこれ以上のこと

は言えない。今回は今までに抱いた疑問点の整理と若手の考察にのみとどめ、最も重要な

Pe狩onの時詰uにはほとんど触れていないので、今後、更なる研究考察が必要である。

Peytonと『和韻語法解』間の引用文の一致がほとんど見られないことも考え合わせると、

普山は、『和蘭文学問答Jを訳出した同時期の馬場佐十郎のように、く251乙ト柔>のく新普羅

加公斯多>をそのまま翻訳したわけではないのである。く普山先生。最噌此学。訳書数十

部。弾思精煉遂究其癒奥。乃本彼邦き-iト乗氏及D 数家乃斯普羅加公斯多。 FZヲl類挙例加得

之説。著一書題日和蘭語法解…>という堤礁桂樹の序に言われた<歯石乗>が、この V.J.

Peytonであるならば、『和積語法解Jの底本は英語の文法書ということになる。このこと

は、当時の欧州で評価の高い英文典が早々に和蘭語に訳されて日本に舶載され、それが日

本の蘭語学者に学ばれて、図らずも彼らによって、本邦初の英文典の翻訳がなされた可能

性を示しているのである。

注

1)岡田和子「明治時代の洋詩文典における自本語一一蘭訳英文典『和蘭語法解Jと洋
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語文典の系譜JW文学研究論集』第 13号、筑波大学比較・理論文学会 19960 13-44頁。

2) W蘭語学~ 1、618頁。

3) W蘭語学~ 1、658頁。

4) 豊田実『日本英学史の研究~(208・209 頁〉に言われるとおり、英文典の本邦初訳は『英

文嘗j(大保411) とするのが通説で、ある。桜井役『日本英語教育史考~ (散文館、昭和 11)

でも、く単行の英文典としては天保十二年(1841)上下二編を完成(渋J11六蔵誇藤井三郎訂

補)の「英文鑑j が最も夙いものである >(39頁)と言っている。永山勇「西洋文典と国文

法J(日本文法講座 2;明治書院、昭和 32、23頁)等、諸家いずれもこれを否定する者はい

ない。

5)普山の挙げる《附説法>)((第二附説法》の例は次のようなものである。

o ((附説法》の例文:

het paard f datik onlangs gekogt heb.J 

吾カ近頃寅タル馬 [関係代名詞]

H話miendhaar te trouwen f hoowel al zijne vrinden 'er tegen zijn.J…・

縦ヒ朋友ガ口〉ユルトモ[従属接続詞〕

Toenh討dathoorde 

彼ガソレヲ関シトキ [従属接続詞]

o <(第二附説法》の例文:

01告'Chω'Ilik beminnen kan. 

吾ガ愛スノレコトヲ為シ得ノレトモ [従属接続詞十canJ (巻之中、三十葉表・裏)

以下、 <hebben>くworden>< zijn >等の《縛饗))一覧が続くが、《附説法》は専ら dat(=

that) [他に紛en(=when; as)、als(=when ; ii)、 ofschoon(= although)が数例〕に

よる「接続法jであるのに対し、《第二附説法》は ofschoon[これが最も多しつ、 zoo(=iD、

indien(=if)等の仮定の接続詞が mag(=may)、mogt(=might)、kan(=can)、 konま

たは konde(=could)を伴って、条件・反実仮想・認溶表現一ーすなわち Conditionalおと

なっている。

その典型がくzijn>で、《附説法))6時制の活用はすべて datから始まり、《第二附説法》

4時制を導く接続詞は zooとindienである。

Dati孟waare... たりし。へりし。・ [第一附説法未成過去}

zoo ik zijn maglkan・… らるならハ令。たるならハゃ。…{第二附説法現在l

zoo ik z討nmogdlkon.… られたらハY 。たりたらハ¥… [同未成過去]

z∞ik zijn geweest {mogdlkon} zijn .…られたらハ寺。たりたらハ¥… [同全成過去]

indien ik zal {moogenlkonnen} zゆ….られうならハ¥たらうならハ¥… [同未来]

(巻之中、五十~五十一葉)

Sewel(1708)の英文典をみると、この二者はくDeWenschende of Ondervoegelyke 

Wy鴎>[希求法または従属接続法}の中で未分離のままである(第三章第一節 2，[298頁])。し

F付録 『和蘭語法解Jはオランダ語の文法書か
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かし、その活用をよく見ると、その《過去過去))[=過去完了]には必ず“1f"=“Zo" が

用いられていることがわかる。

1fI had been = Zo ik geweest waare ofhadde. (20頁)

If 1 had loved = Zo ik bemind had. (25頁)

つまり、これによって、この時制が専ら反実仮想、を表わすのだということが、項目を立

てて下位区分することなく、解説もなく、ただ活用形をあげることによってのみ示されて

いるのである。

更には、《未成過去))(=単独の過去形)の仮定用法も忘れられてはいない。 <be>も

< love >も、《未成過去》はいずれも dat節になっているが (dat1 were ; dat 1 loved)、後

者の場合はくTho1 might love>としづ別形が示され、《未成過去》が一種の仮定用法を持つ

ことが暗示されている。

この仮定的用法は f接続法jの中で次第に特別に扱われるようになり、 1800年代に入る

と、第三章 (341頁)の独逸語で見たように Conditionalisというひとつの Modusとし

て独立する時期を経験するが、普山の《第二附説法》は、謂わば、その独立の前段階にあ

るものである。

6) W欝語学J1 ，641頁。

1) Hamelbergの動認の種類は能動動詞と中性動詞のふたつだけで、 108頁では、英語

には正しい再帰動詞はないと言っている。

8) Lloydは動詞の種類を、能動・中性・受動のグループと、助動詞・人称・非人称・欠

如のグループに分けている。前者には受動動詞がまだ残り、その一方で欠如動詞、即ち普

山の《歓助言》が現れているのが興味深い。《飲助言》は、後述のように、 can，may， must 

等の現代の助動詞で、一方当時の《助動詞》というのは、英語の場合はhave，be， doであ

る。

9) W英文官』におけるく動辞五様>の第三位《許可様》の定義は次のようである D

許可様ハ maぁ can，would， shouldヲ以テ之ヲ書ス mayハ然ルコトヲ得或ハ許

可ヲ得ルノ意ナリ canハ事ヲ能クシ或ハ敢テスノレノ意ナリ wouldハ事ヲ欲スルノ意

ナリ shouldハ須ク為ヘキノ意ナリ (上編巻之六)

10) W助字要訣j伐花111)については、斎藤信『日本におけるオランダ語研究の歴史J
(117・126頁)にその内容の紹介がある。そのく活語ノ法>はく一顕法・二令法・三威法・

四及玉結法・六不限法>で、これらの用語は表 1 (31頁)において全く類似のものを持た

ずに孤立している(第五番目の《不眠法》のみは先例を持つ)。第三の《威法》がくV訂正jt
endew討se>、即ち、普山の《許可法》である(120頁)0<四及玉>という表記から推すに、

《結法》、即ち《附説法》もふたつに分かれるようで、これも普山の(([第一]附説法》・《第

二附説法》を思わせる(ただし<form>の四法は欠如している)。

更に 9品詞も、冠詞geslachtwoorden[ {(性言》の意。この諾は『和額語法解』にも見える}を

筆頭にした配列順序で、蘭文法的でない。

附録 『和蘭語法解Jはオランダ語の文法書か
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斎藤は、『助字要訣Jを成立年代の近しい馬場貞由の『西文軌範~[IJ和蘭文学問答』の)3IJ名](文化

8)および『訂正蘭語九品集~ (文KIll)と比較し、《威法》に相当するものは馬場のこのこ

書にはないと述べているが(123頁)、『助字要訣』が英文典であるならば、馬場における《威

法》の欠落は、むしろ当然であると言える。しかも、『和蔚語法解』の出版年より一年早い

書写年を持つ『助字要訣』は、『英文鑑~ w和蘭語法解Jを飛び越えて、英文法書の本邦初

訳ということにもなり得る。

『助字要訣Jと藤林普山の接点は、今のところ江馬家と関係、があるということだけであ

る。

11)これは中野柳霞『柳薗和蘭助辞考』に見える訳語である(W蘭語学j I、384頁)0

12)これらの用語の出典は、

《不具動詞》 田原栄著『文典和解英文指針』梅原蔵版、封だiう
《歓動詞》 青木輔清編述 f無類捷径英学童子解』同盟社、封だi色他
《欠損動詞》 喜内芳樹『ねすふい一るど英文典第三巻講義J金利氏発刊、頭市治

《不足助動詞》 渡辺五一郎直訳『ヒ。ネヲ氏原著英文典鴻り案内J東生氏蔵、封だiG
である。この他に《不完全働認))(<不完動認))<(艇乏働詞))<(欠点動辞))((不十分働詞))(<敏式

働詞))((娘略動詞》等、種々の訳語がある。

13)現代のドイツ語においても wollen(w辺)， konnen (can)等の、いわゆる話法の助動

詞は、不定詞及び完了形を作ることが可能であり、本動詞としての性質を強く保持してい

る。

< worden >については、<按スルニ比言ノ¥完助言ノ属ナリ誤テ此ニ出ダス看官敏助言

トスルコト勿レ>という普山自身の注釈がある(四十五葉・裏)。

これらの助動詞のうち<hebben>とくzijn>は、封紅白年・多賀貫一郎訳『セーフェル
}d-_，，8，，8 J ;... ，.，_ .，，-:-.'= u; _ 

氏文典直謬』では((書キマハス処ノ助動辞》、明治 18年・平塚疋一郎口訳『シェーフェル

氏濁逸文法濁学』では《書替ノ助動詞》と呼ばれている。原語はくdieumschreibende 

Hulfsworter> (pl.)で、 J.GrimmもDθutscheGrammatikで用いているくumschriebnes

Prateritum> [書き替えの過去}一ーすなわち完了形を形成するための助動詞<haben >と

<sein>を意味する術語である。これと全く伺意の和蘭語<deomschrijvende werk-
〈弘化2)

woorden>が、 1845年の Hamelberg(102頁)に見える。普山ではこれらが《完助言》に

属するわけである。

14) <助動詞 doの用法は、英語に特有な語法で、あって、他のし、かなる現代詩にも、こ

れに相当するものは認められない。歴史的見地からすれば、……ある時期には類似の発達

を見たものもあるが、それらも結局、英語の doのように確立した用法となら> (松波有

「助動詞 Doの起源J; W英語史研究』松柏社、昭和 49、99頁)なかったのであるから、

くお>を《助言》とする『和蘭語法解』は、やはり英文法書ではなし 1かと考えざるを得な

し、。

中村不二夫によると、<否定平叙文と疑問文における do用法の最初の言及は、 Mieg

附録 『和蘭語法解』はオランダ語の文法書か
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(1685)にみられる。強調の do用法の言及は、 Gil(1619)が最初である>(i助動認 Doの

発達:伝統的史的研究の本流J; W助動詞 Do 起源・発達・機能~ 1994、英潮社、 27頁)。

15) W蘭語学~ II、949頁

16) この原著者については長い懐疑の歴史があった。岩崎克己は、 Theelements of the 

English language'・・explained"'by way of dialoque.としづ英文典の著者 VPeytonでは

ないかと疑い (i徳川時代舶載の和蘭語学書(語法書編)J W学燈~ 46・6，昭和 17、11頁)、

斎藤信は、 1779年に「英文法J(第2版、アムステルダム大学所蔵)を出した V.J. Peyton 

が蘭文典を書いたのではないか、と推測している(斎藤信『日本におけるオランダ語研究

の歴史J大学書林、昭和 40、114頁及び 145頁)0

一方、池田哲郎は、 Peytonではなく Ypeyという別人だとし、上述の『和薦語法解』

の序文く彼邦百乙東氏及。数家之斯普羅加公斯多。…>のく百乙東>の部分を、く百乙

(Ypey)>に直して引用している(池田哲郎 fオランダ、語研究史序説JW福島大学学芸学部論

集』第 12集の 2，1961・3、92頁)。同様に、山本四郎も Ypey(イペイ・百乙東)とする立

場をとっている (r海上随鴎とその一門J(1)一一京都蘭学史研究[W文化史学』第 14号、

昭和 33、58頁])0Ypeyとは、 AdolfYpey(1749'"'-' 1820)というオランダの化学者のこと

であるD 普山は、この Ypeyの著書を、『和蘭薬性弁』として長長58年に翻訳しているの

で、 Peytonが Ypeyになったと考えられたのは、このことからの類推であろうかと思う

(W蘭語学』皿、 72頁及び 1111頁[注 718+15])。

また杉本っとむは、<馬場や大槻のものに書名が見えてもよさそうであるが、まったく

見えない>ことを不審に思い (W積語学~N、 1011 頁(949寸)、当時の著名な蘭文法家

P. Weilandの名前 Petrusを姓のべ一トンと誤解したのではないか、と述べている (W務語

学~ II、949頁。また『蘭学に命をかけ申し侯』陪星社、 1999、227頁)。

結局、岩崎、斎藤両人の推測は的を得ていたが、蘭文典であるという思い込みに惑わさ

れたことになる。

17) 1852年版の61頁から 66頁には、く肯定文>も含めたく作文四法>の活用表が、“do"

を用いて、 6時制すべてにおいて展開されている D しかし、 1795年の MurrayのEnglish

Grammarにはこれは見られない白

18) 日蘭学会編『洋学史辞典』雄松堂、昭和 59、395頁。

19) 初版は 1691 年である cw洋学史辞典~ 395頁)。

20)防Jkomen野0ordenboek(1766)の表紙には、表題に続いて次のように書かれている。

Originally compiled by WILLIAM SEWEL; But now， not only reviewed， 

and more than the half part augmented， yet according ωthe modern spelling， 

entirely improved;by EGBERT BUYS， Counsellor of their Polish and Prussian 

Majesties，&c. (蘭文表記省略}

21)この辞書中英文典Engelschθ命'I"aakkonstの前書き“Aanden LEEZER" [読者に]

で、 EGBERTBUYSはPeytonを用いたことについて以下のように言っているD

附録 『和蘭語法解』はオランダ語の文法書か
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Ik schaame my niet te zeggen， dat ik de Verbetering in de Spraakkonst 

van dien nyvren Schryver voor een groot gedeelte， uit die van den Heere 

PEYTON [wiens Wer主sedertook in het Nederduitsch in 't Licht gekomen is] 

heb ontleend : byzonder ten opzigte der Klankletteren Een U， en der 

Maatklank ; nadien， het geene zeer goed is， geen Verbetering behoeft. Echter， 

ben ik het omtrent de Uitspraak van veele Engelsche Woorden， zo min met 

hem als met Vader SEWEL eens.... (1頁)

この勤勉な著者[=セーウェノレ]の文法書を改訂するにあたり、改訂部の大半をペイトン氏

の文法書[その後氏の著書はオランダ語でも刊行された]から借用したと言うことを、私は恥

ずかしいとは思わない。特に、アルファベットのく E>くU>と、アクセントの部分がそうで

ある。それは非常に優れたものなので、それ以後、改訂の必要がない。しかし、多くの英単語

の発音に関しては、私はセーウェル先生ともベイトン氏とも見解がそれほど一致しない。

附録 『和蘭語法解』はオランダ語の文法書か
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Sewel (1708)の英語蘭文典

ここでSewelは「和蘭語のAuxiliaryverbの説明を<Defektive 

Verbs>の“zullen"で以て始めよう Jと言丸 、dlen"は英語の

ところが、このくDefektiveVerbs>に関する“shall"である。

次頁にて述べられる。重要な注が、

『手口蘭語法解』はオランダ語の文法書か附録
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資料 104. Sewel (1708)の英語蘭文典(続)
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(鉱大)

和蘭語のいわゆる「話法の助動詞Jは<Defektive Verbs>ではない、ということを述べた

部分。

附録 『来日!窮語法解』はオランダ語の文法書か
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⑬I:.dt.OOlJU， ruγufeful for山oた whodclIre to 
'{fC1lc.，fNcms思∞(Cce}iyin a. ihon T .rtlc. 

. .J 
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資料 105.Peytonの仏語対訳英文典

出版は

LONDON: 
Printed for J. Nourse & Paul Vaillant 
In the S仕組d.1776. 

ALONDRES: 
Chez J. Nourse & Paul Vaillant ， dans 
le Strand. 1776. 

東京学芸大学所蔵
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Fチ~g
L E S 

E L. E M. E. N"，S:. 
D E. L A 

LANGUE ANGLOISEが

P e: V .E Lor~S ， 

D¥l:1e MarIie.e nouvεlIe. f:xcik & tres conc&; 

En Forme de D 1 A L 0 G U E S.. 

OU la PRO~O~CJATJOS e任 en氏igneepar un 
~，AíTemblage de Lt:ttres qui forme des Sons 
fimilairt's t:n F氏 A 民 ~OIS， & 0むlajufre Mc:iure_ 
de chaque Syllabe elJ determinee. 

AVEC 
Un VOĈltULAIR F， dC's PHltASES FAMfLIER.Es， & 
desDIALOCU正S，lrωInterdrans pour ceu且 qui，

fouh:Ht~nt parkr Al\ CLC1S ∞raétem.enらお ~pel.L.
de Temれ;

ぞ .‘‘ 
~点川J和~C' U叩u吋叫lJeμ印i

ncロv沢川d川!ηles“sRegl川fαs& Rell1<l刈1<lrq引u可 !均er刊v間 tは主 ec孟:Ul町c口r1、斗~í百ゴ;払fι- . 
fcuhes q ui rc:araeot 1.: Proζ子主主 dυE~n目ge s;目・ ム -

Chtz J. 

Par V. J. P E Y T 0 N;-

TO  

H E R E X-C E L L E N c E 

. The Right Hωourable 

Countefs of GUERCHYF 

MADAM.' -

THEHCmrγ抑ω伽 r… 
me in call_ing me to io丘rl.ld:you and 

your iHt1ftrious Children 1n our 

Tongue， and the many Advantages 1 eりoy

on that: Account， are Motives，. that obltge 

me to gi¥'e to the Public the moft fo・

lemηAtknowredgment of my ObligarIons to 

yO¥1. As I could noc fulfil that Duty in 
a more bヒcOlnin'g Manner rhan by confe-

crating dJis St:cond Edition of my Elemenrs 

rd' yot1， "，'hich conrains many u1iεful Rule$ 

and Remarks， noc in the former， 1 humbly 
hope you will be plea(ed [0 take it un-

der your Prortelion， as the mOI庇 {初日ble

Mark 1 can give of my Eftcem and Gra咽

tIcude. 



i 仁 司 )

tiELideJIt is a Debh ¥d問 to your 乱rvreriτら， 
;h凶。?。崎役似ら叫川I叩 Qt匂ωω~山凶1比叫a叫licies 川 r
戸トJourBtx: _Q旦且μli比tieぷ4E出h斗 re白al日1y~h 

terife the G.rear and Good. Plea!トー tn ε 

f九 1¥'1./1.-1)-品、開.~~pt 伝子 Js zdoJ InEe;由

旬干丸山dp~UBde }.'OtJ r~elf that l lhalI re 

pan33凶 U川 greateiIAぜ:ach道的:au~lj 
We.匂me，

一 M A D _A ~， ;!;: 

-、. 

( viii ) . . 

Je ne doute pas que plufiεurs fautes 訂正

問 f匂enC tch~péc:s {urtouc dans山・ Jwre，0そ
(anc de caraeteres dほere:1SO'1t ete neceIfaires 

PQur a{fu悶 layraie P制作iタク1l qui ，e丘le

gmd Ecuni des - EmrIgers， 1 ・~ je [e山氏Sre .. 

connoiiTaQt eovers cωx qui y'<?u<lront blen me 

~~S faire cono.oit九

Le prompr 4ebit de 1a. p.remie陀記)cionee 

∞livre m'a fait j唱 εrqU'Jl &oi[. approuve de 

ceux qui s'en [ont♀rvis，αla m~a- encpurege 

a y faire pour ceはeibCOMe E4itiωd岱， Cor・

reetion s &. des A仏:gme町匂Iω仰占taωn附6 汀討と“~ c∞.on(日id占e町r叫失

bles c∞'omme 00 po匂rrロale νω肌O仏~r.c叩n，:<:伊ρl品Iれ下京4岳伶R伶為布r悶a1羽ltles 

peuχ6“di“ωtion~ 
-・・ .'"t ~ ・・・ e

• •• 
，
 

g

・・

• • 
t
 

1:噌 e

安永 5

資料 106.Peyton (17'76)の英文典(続)

この文典には目次がない。ここから文法の

部が始まるが、対話形式のため各章は

Dialogueと呼ばれている。 I 問.

文法編の Dialogueは全部で 14章。39'"'"

264頁が文法論で、 265頁から本の終わり

の 433頁までがフレーズ集と会話集であ

る。

一

P R E F .tA C E 

D E ..L A. ，_，.，.1骨_ -'=c; 

S， E C .0 N D E J;. -0 • 1 T 1 0， Ñ~ 

OQ俳句isplhG…Aぶ aぷ
孔ignerla L判 cu.e A.'lCLOI叫 b点。J，.，

coup de S~igneurs & Dames d( Di陥没10";

3Ul鳩山rangersvenus dans ce paiち予泊 .ci-d
qu'I16fOlt de mon devoir de dormer au public 

iesELEMENs de nomlarIg!3e rendus plus faciles 
te nOl 

D仏I P戸a町一一1干， & j戸e肘 f白u山isima匂gi泊nequぽed句

ALOGUEs r-MEETfk，fur tO山町 Jesparries 
de laのrammaireda問 lefquds]白 RECLE.!t

pourroient ferviz: d'ExEMPL.ES， & OU1a &0:. 
NONCIA.T10N e仕 marqueepar un affemblage 
de Lercres， qui forme des SONS 1imilair也・ en
F針J勺~切切r悶.なa叫f

P戸r悶何j応匂~~似n川t d必正匂比m悶将‘t角正6eた悶句tun moy'戸e叩nplus 
facile 込 C~llX _qui éc~dient r Aoglois， que -des 
Regks feches & ennuian[es. 

Je me日at[ememe que mes Compatriotes 
trouverQo[ dans les五Jemensde la Langue A n-

gloifc rels que je ]es donne aujourd'hui pJu-

fieurs choCes qui ne font pas dans les autres 
Grammaires & qui pouπont leur etre utile dans 
l'Etude de notre languc. 

L ~ ~ 

E L E .1 E N S 

D E L A 

LAN G U E牟 AN G L 01 S El 

Dt la Pro1t妨 ciatiol1，

LES Angl山 町loyent巾 tqU3tre， Lettrcs pOW' u:': 
prirner leurs idees， Cavoir， 

A， b， c， d， e， f， g， h， i， k， 1， m， n， 0品 ιr，f， t. u， 
W， X， y， 2. 

宅!';fi prD"Cl1U1l.I， 
• ai， bi. Cl， di， i， efF， dgi， ailCh，五.i，q目玉i，e!J， emm. 

unn.δ， pi， quiau， err，ぬ.ti. IOU， ddble iou， ecs，'oa五i・
:ted. .. 

00 diftingne ces lettres en Vo_yelles & ConゐaaeL-，

Lel Voyetles (ont u"， 1avoir， 
11， e， J， O. U， y. 

Donr (，) & (o) de.iennent Con(onnesl qoand Qne autTe 
Voyelle lcs {uit dans 111 meme (yllabe; &ぜa.n'sce-cu i1 
f.ltl.t lClIr donner cette figure， (j) & (叩).
Les autres leltres font Con(onneJ， c'e民主 uire，Jettre. 

qU'OIl ne peut pω{onncr {ans Voyellu. 

&E4I，iEEe(・ ~ ciré~ !~r une Voyelle muque q-u'u fallt 11 trainer， 
τ弓:autre関同氏erc(“) :r.ar司t.eUD (on cCllrt-

.i De 
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資料 107， Peyton (1776)の英文典(続)。

B.6yery W6r 
that can b金二conu'... 
altt! ln glJodメ均ft，
泊五 S五伊al1tirue;

of the NomInllt!r;.;e 

c炉内/bre.i;tS仏
w"'thoJJI ，五 λromi-
7Tativ/J C主/量，bejor，
i，~ caonot mえke
;:;~i. 兵ψ， . lS ~ 

ここから 208頁までが動詞の部である。

附録 『来日蘭語法解』はオランダ語の文法書か
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ゲふLio，.r of え ru心ι
， ZtS働・ 匂 i11"ialiω1，

lng CO HS 

].，，"olI1ina .. 
aod diffc-
5f fllo(Jd，え日d

te7Vん φr-lIlJ)(， 

..B. 

..， -
va.r 

J ダ. Row 
:or 

Tbtre 

orn ment .ta'lt 
il favoir que le 
rnot Oll1Ur  e 
'vtrb6. 

Je fai que le. 
mot au.-:er eft 'ver-
b::，. ~arcequ宇 j
puz~ 1今.(()勾/JgUtl

en 8&1: fiJ1Jy ai niI : 
J3aimg s fMdimeJ，3 
lU lJ1e; 1JOt1J tJUJJOIJ.1， 

勺 au.r Qu:rcz， IU 
41 r;ulzt. 

J e vous prie~ 
onfieur; aitcs 
1 ce' qu.e、veut

djrεia C7qψm 
un 'VerlJe; car 

. je' ne vous enten 
pas. 

L主 ωnjlJzaifon
d'un匂 truee丘れ
var i at i tJB， ・・:(elo 
{es‘NfJ，!，iJ1fyit dif-
fetens， & ces dif-
f~rences du modt， 
& du /t1JlJ. 

Combi~ó ä'~ι 

peccs de .^~l1li1ta
tifs ya-t・ili 

1J .y trois eι 
まbr浜

資料 108.Peyton (1776)の英文典「動詞の部J(続き)

附録 『和蘭語法解』 はオランダ語の文法書か
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fu Go.ifN‘'e r---tfftj/OJJf rcmlii己rs.
lll'utn:ヲ 7 ノ

UUl・-1J
lll(::/:'/ jo I (!)!:i :/~~(I何 ?llattiv

CPulitr 't/t・1*0(.

1，:iμt! i.γc. Inn~dJ-c ?i・ tt t..'C.

s;.ψん p，.~rall
7Yり1.

Pre .. 
， .、じ11l1CC.

Si'Judal・-
1 i(>冗，-

t.'>1C・fl，
ょirf11<: loγc・d・

，hth PγlNïít/1~ 
をZIjgti.

Sillgulαγ. 

1 loved. 

'í nng~ guioü-)~r 
iii lorut， 
f J;aoll ]0.匂.e/l，
}五 elrr(lぇlLUL・

勺ntl四三U10U，15re
μi f'; ・I)d~

資料 109. Peyton (1776)の動詞活用表
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左が英語、中央が英語の発音記号、右が仏蘭西語である。時制は、直説法:単純現在・

複合現在・単純未完成過去。

附録 『来日蘭語法解』はオランダ語の文法書か
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資料 110. Peyton (1776)の動詞活用表(続)

直説法:単純未完成過去(続)・複合未完成過去・完全過去。

附録 『和蘭語法解』はオランダ語の文法書か
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38 Dialogues FaJn1.'lut.s 

you have ldved， ir;zt ，hai勺εiる勺d，.
VO~$ ave之ミ

ther have.1oved. th忌ih忌ト'vt11るvd.. 
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aHll~. 
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11 e or fue had 1 ovc!d. lii arr chi h(~d 15匂d. il OJ~ elle a~Qit 

alme. 

PIキp・al. Plo u-rel. 
We had loved， cui h義((lovd， 
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~ïúü ‘ tier. 
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資料 111.Peyton (1776)の動詞活用表(続)

直説法:完成過去・未来。 命令法。

nous alLllerous} 

。日sauncrcz; 

rO))t. 

附録 『和蘭語法解』はオランダ語の文法書か
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資料 112. Peyton (1776)の動詞活用表(続)

命令法(続)。

許可法:[現在]・未完成過去。
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許可法:未完成過去(続)・完成過去。
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許可法:完成過去(続)・未来。

第 1接続法:単純現在及び複合現在。

第 2接続法。

4' 
乱¥U'Iじメ voulu，Olt 

aunじれc..lualll1Cr; 

i ls ou c llc~ a.uroi噌

cnt pu， aurOlじnt
¥'oulu， ()rl allroi .. 
cnt du aImcr. 

Fu(u，.. 

Siugu/ilr. 
JC pU1S 014 pourr 
ainlcr， &c. com.“ 
rnc le prcfcnr. 

1. C(JJljon日if宅

?γcft'!!. Sin;f(e E$ 
'CiJJlIpojti • 

Z. C吋ots!1if.‘

附録 『和蘭語法解』はオランダ語の文法書か

430 



431 

.Di:.Il.叩 flt'S E-iuJlilie1・s.

Prc-:z.t!nnt. pすと':foI'H.

-

L

ぬ

-
h岬

ta
-
m

41

5

D

‘
ー
噌

九

m
収

品

e
似

ω山
.

山

川

u

p

p

E

U

 

也

i

'

μ

C

R

G

，u
J

0

1

 

f
u
-
-
m
u
t
e
d
-
m
 

り

即

時

m
凶

a

Q

T

q

 

Slnng田 guioii~ Jと1'.
thlitt {む !}u"'ii arr 

("'C"II 1ぷvr，
t IUlt t t /.;aou mんfjl
えrr CE':':・，../1io・ve，

I J. ~l! f b -[ a f r c /; i 
"J(~i arr ，ilh1J lo・uc，
ふ:c.

ふ1! I.'l .，.[fl 1~ 
t b"i sairne iiz ，bi 
PO・t己nn-chiむ1，hβ7 
4マtl‘dil1g ぷ cふnn二
d;dnnc田 ch i c n 1¥ t V lt 

21. 

p，.三.t~'l:l .

Si!tg ul.ぷ'r.
Tha: 1 In~i>， 

can lo"'<<:1 
:hえtrhらu nla.j' ，仕
o，. can '11 Iovc， 
，hiu he or /11とInay
:II' can Jovc， &c. 

0，. 

Al! the reit i g 

f .;allU as t h己
P"rみual，bゃ ad-

~'D，g a CClllj ul/c7io'1 
to :t. 

ll1fi.山守、

、'rI.'II:J Prifi町、

all1¥cr. 

lnn-fi..n1-:':h・C..

Pre-7.cnnt '1'''己nncc.
tι 五!~. v，'_ 

. ~ .・-
'1 f i /1: : :.. ~ '，'" . _.. 

PJ 五~-lër-p己 r ・ fët.
rιii i;，i:.. .. l':. lo -utl. 

Prät.，.予三"'_li~t7 司
る hミ "le~ loved. 

P r.rl i('i争('.~ tlu 
'jt1Jt. 

P五r-tt.c?pic Aaf 
l hi Prふ χ~ lÌ nt

'ょ・ennce. 
lõ・勺7λ~l! l? . 

る(11ふ骨 pflour，d
F:1f-d-C1pie ゑ仔

tl;'i Pr五しlCI・

rj&nnce. 
~ ""ι=ι ¥，..c. 

hai-cvinllg lo~..d. 

partiφFdtf rLJ 
p，三10:17lそ/e.

Loy-'ing・
C-')m~~(/1; r.d . Purti-
c.ipit &f tbi Pre.ler 

~i弓fe.

日àv~ng Iovε-d. 
ayant aime. 

1. GerfJndif. 
d'aimcr. 

1. Dgel・-ronnd.
aff lõ.~ 'inllg) 

1. Ger'，nd， 

Of lov-ing. 

2" G erolldif. 
en almant. 

3・GCYlfn.

2・.Dgerィ onnd.
iJlli 1<る四匂~I1IJJg・

2. Gerund. 
n Jovァing.

圃

Z
山
d

z

o

e

u
-

配

m
w
sト

Z

A

か

川

時
.
市
山

p
u

n-r

4

L

 

d

u

h

，

4

・
aa

p
山

n
u
e

、一mo
o
a

ι・u
l

v
.
hvu-

E

e

u

h

 

い
r

s

e
・3
L

哲
也

u
n
u
n
-

c

e

o

a

 

p

d

c

一

.Dip}og--UI!S Fandli.er$.. 

l ~r...Dgc 幽 l'ónnd.
tou Jq・vc.

B尋三 t J. '1s ~~~乏『
d苫'/;0孟 naat caEZTZ-

場アみεそiszH! ど子

.." G，':rIO，./， 

宇 T6l.6~'e. 

s. 'Bナtbl:S.mo-
oel yo註._f!uir;coヤ
jrJgateきさ.thcJ?主

の動詞活用表(続)

不定法:現在・完全過去。

( 1776) 資料 115.Peyton 

第 2接続法:現在。

第 1ジェルンド、

現在分詞・過去複合分詞。

第2ジェルンド、第3ジェルンド。

『和蘭語法解』はオランダ語の文法書か附録
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これは、文法編の最終章 Conclusionにある D その第一はaffirmativepbraseである。
オラ ンダごほうげ

ただし Peytonには、『和蘭語法解』のような活用一覧表はない。

附録 『和蘭語法解』はオランダ語の文法書か
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Negative phrase、Interrogativephrase、Interrogativephrase without a negative 

の部分。

附録 『来日蘭語法解』はオランダ語の文法書か



一噌「古河川ι:司

主62 D; alCr!! U(!S P an-lI.li.cr $. 

， T̂己putthe -;，ιグノム n;己r川 三グー tJ/t air .. 
7JQtive. ~ (;.. '1、h(; vじ'0じ ; az， d()u.t .，...，，::. 'G" Ltu'PM.u- R1巳\t~'l\~、
:?，le.ケative."4.". "'rhe j (; II './. l()VC 古 lbur tJF Hi ls-

eJ〉ム -50a引 1己 γr凸ー1L己l' 4 tプア f? riJηん:ヒミ
re.zimell; -[~S~ de，' inn同 tc.;..，r a‘gU(!-llVC SQ ・ L~ 吋』勺t，i
voJL免 ?IotτJo.vc4- ..)κ'rui-zzz OUl'Ih a nふ comme?m;p
》ν?-Inréla.tiv~ g比一tlve， l

Q

• 047 ~I)US P引い、
Dhra[cs ¥vi thωt an bi -gUlrll1 OUtflJ th'i l~~ pb.ra{e".y~1 
Lげ errop-ation， 1 0

• 匂 UC- %1 -1 iじ・ r~:. 1:制SJηh~rwとbJLi11WIthth6 2U.0uz pZtt jμ ......，.. N~川町
?/~r;Jinaユv(! 6 f t h e n a m -m) -11 e -t). v ~. c (: n九P宍
gc~nd *Ve rb _(勾r ど.crh'l né-g_\.\~ 轟 23い(:
rh心rc .:¥r，- .I''t.vo in I.lv<.!・ 4，".ιfんivとr¥")& .:~~，~マー『寸:

ヱべu-tI712F74nrJ75二九:ctiチとも
fJ二zμ・.ve pronoun lOU :z. n引いぬve"- 4Q ご~~.~t心
accむrding t凸 thl丘中iS l--Lnn 氏 -1邑-1C1Z154
7・;'?i川 en which it ~~vcfい与i ~~~ GU1Ih- ~e\õn-\ご

: h[i・3・ 3 0
• 'J'h 己 ?~Ó- どd宕φωr“'/.t ii n.υJ>J， 王口l)-二-て、le.引rト- i¥ a_ 、 t七

吹ρina/んJ~勺，/fグ ψザ子rbム" 4-不乞~ _ 1 0 _ D u u-:-εジuυ(lnωn川 n 匂仇eωe:.
T上e J刀ぐワtr白 qJ乙v山，

2?t王Its臼5 a二xziiary- 5 ':. r;と-tl ve そU'tゎz auxztza 
TMJCORddr b， fL， phnd-v£:巳e〈fcon1
60.IESdripnm3h，に/万y〆 thai're aire ;::'00. T 

th6 mh?  ω h{;NZ二 t.ou znn Tふ 1己・ tIv三，P:~
2てio.ve今 i.lS~Ve6. .1μI-z.i竺-JFOJ?re:JASPP 

- ln ~・ ~/a/'r-.ve phra... põt~ tl./t re-1と-t111三-
'IeS ¥-¥!Ith ~i， n il'~J!er- pt Õ-~U1Cl' Jl ac -ca，、
γ () P'~ミtion and ne._ga- d'inug "，01--;' tb'i Te-
riO~l ， 1<>.. 羽弓 be- dg'i -menn hou'lIc1-J 

2"In ¥vith the aux- r~ hぷz. 3 0
• 'Thi 

ZシaryoF the/Econd nanl-m'i-ne-tlve 

Dan; 
γeLal.l 

(.eァirCi

tioぬ;
lnel 

xilz 
~érぷ. z O. も;Ve pu t ifff thi 、結 rl'氏匂el

t:he n々 ati、M ・.3O.  verbe. 4 0
• crhi m( 

τ"he nあ'7'zi.nali包's of foげ氏 verbe，. aγr t iG 
thるノecond <<verh. r/z ague -zl -li~- 沼6
40

.. The  prらnoun l'テ・ 5 ~ • 'T h1. ~~- ~ cv 
γélati~e. 5 0 • "I、 hé qu廷nridVeI・be.6 0

• - n 
n~minaticve- of t'he 21お r~-dgï-ménnζ1.  

資料 118. Peyton (1776) <作文四法>の説明箇所(続)

Peytonでは、作文法の第五番目として、更に「関係代名詞Jの場合が説明される。

< relative phrase without an interrogation>と<relative phrase with an 

interrogation and negation>の部分。
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APPENDIX (年代順)

NO.1. Sewel ，W. (1708，p.34 ; 1746，p.29 ; 1766，p.39) 

Niettemin zal 't niet ondienstig zyn aan te m邑rken，dat de EngeJschen veeltyds de 

Onvolkomen verledene tydgebruyken， in plaats dat wy ons van de ぬJkomenverledene 

tydbedienen， als 

1 never saw that man before) Ik heb dien man nooit te vooren gezien. 

しかし、我々が【完成過去】 (Perf.)を用いる場合、英国人はしばしば【未完成過去】(加lperf.)を用い

るということを注意するのは、決して無益なことではあるまい。

[※各時制について個別の説明は持っていない。この一文はくW∞trdschikk:ing>(文論)にある]

NO.2. Aichinger(1754， p.292) 

GottschedのくJenes[Perf.]soll man brauchen， wenn man bey einer Sache nicht mit gewesen : 

dieses[Imperf.]， so man dabey gewesen. > [Perfは人がその事柄のもとに居合わせなかった場合に用いら

れる。一方 Imperf.はそこに居合わせた場合に用いられる]という言に対しての批判:--Herr 

Pr.Gottsched hat， um einen Unterschied zwischen dem perfekto und imperfekto zu 

finden， eine noch nie gewesene Regel erdacht. Jenes so11 man brauchen， wenn man bey 

einer Sache nicht mit gewesen ;出eses，so man dabey gewesen. Er spricht， solches sey 

nicht in a11en Landern gebrauchlich : daher man daselbst erst企agenmusse， ob der，的

(7' 7') 

ein Ding erzahlet， dabey gewesen. Welch ein Anfoderung ! Aus dem tempora sol1 man 

sehen kδnnen， wer an einer Sache mit Theil gehabt habe. Warum nicht， in welchem 

Dorffe sie geschehen sey? 

ゴットシエート氏は、 Perf.と Imperf.の違いを見出すためにありもしない規則を考えついた。 Perf.は

人が事件の場に居合わせなかった時に、Imperfは居合わせた時に用いられねばならない、と彼は言う。

これはどの国でもそうだというわけではないので、事件を語る人間がその場に居たかどうかを人はそこで

最初に尋ねなければならないと。何という要求であろう。その時制から、誰が事件に関係があったかを知

ることができるのだそうだ。勿論どの村でその事件が起こったかもである。

NO.3. Adelung (1782， 1 .Band， S 677) 

(l)Das Imperfectum wird uberhaupt gebraucht， wenn eine Handlung erzahlet 

werden so11， welche in Ansehung des Redenden， oder vielmehr des Zusammenhangs 

der Rede， als erst kurz vergangen dargesteIlt werden so11. 

In zusammen hangenden Erzahlungen， wo Dinge auf einander folgend 

dargeschillet werden ; daher es in einer zusammen hangenden Geschichte am 

haufigsten gebraucht， und um deswillen auch das wahre Tempus historicum der 

Hochdeutschen ist. 

{関係過去}は、一般に、話者の判断か、あるいはむしろ話の脈絡という観点から、ほんのちょっと前
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に過ぎ、去ったばかりのこととして叙述されるべき行為を語る際に用いられる。

因果関係のある物語においては、事象は次々と連続的に描写されるものであるから、 Imperf.は事象が

因果関係を持つ「歴史Jにおいて最もよく用いられる。これが故に Imperf.は高地ドイツ語における真の

「歴史時制Jでもある。

DasPerfらctumhingegen stehet， wenn eine vergangene Veranderung fur sich allein， 

und ohne Beziehung auf eine andere Begebenheit vorgestellt w廿d.

それに対し[孤立過去]は、ある過去の出来事が、孤立的に、他の事象と何の関係もなしに叙述される

場合に用いられる。

(2) GottschedのくJenes[Perf.]sol1 man brauchen， wenn man bey einer Sache nicht mit gewesen : 

dieses[Imperf.]， so man dabey gewesen. > [Perf.は人がその事柄のもとに居合わせなかった場合に用いら

れる。一方 Imperf.はそこに居合わせた場合に用いられる]とし、う言に対しての批判として:一-Es ist 

unnδtig， den Ungrund dieses Unterschiedes zu beweisen ;…Wenn ich erzahle， am 

Anfang schuf Gott Himmel und Erde u.s.f. wer wird sich da wohl位・aumenlassen， da 

ich mit dabey gewesen? Oder wenn ich sage， ich bin gestern zu Gaste gewesen， 

welcher vernilnftige Mensch wird wohl zweifeln， da ich mit dabey gewesen? (p.384) 

この相違の理由にもならない理由を示す必要はなし、。一一一 I始めに神は天と地を創造し給うたJと私が

Imperf.で、言う時、一体誰が、私がその場に居たなどと思うだろうか。あるいは I私は昨日お客として呼

ばれたJとPerf.で・言う場合、理性ある人間で私がその場にいたかどうか疑う者などいるだろうか。

NO.4. Marin， P. (1790) 

(1) Hoe g伽 11iktmnde VoodaeIIFFyden der Toonenderwys? 

---DIθ eerstθ{第一過去 J'etois] toont de Daad in haar geduurzaamheid. 

Wanneer bediend men zig van de仰 reedeVoorleedenηd[第二過去 Je自lS]?

---Als de daad t'eenemaal gぷ4digdis(pp113114) 

どのように直説法過去は用いられるか一一一《第一過去》は継続中の行為を述べる。

いつ《第二過去》は用いられるか一ーその行為が終了したとき。

(2) 1n de Fransche Conjugation vind men in den lndicatIvustwee praterita， die men 

in 't Latyn nog in 't Nederduitsch niet recht kan uitdrukken， en derhalve is 't hoog 

noodig 't onderscheid daar van aan te toonen. 

Het eerste prateritum) of de voorl e dθ'n tyd， wyst een daad aan， die niet t'eenemaal 

geeindigd ofvoorby is. Het tweede prateritum) ofde voorleden tyd， wordt gebruikt， als 

men van een daad spreekt， die 't eenemaal geeindigd en voorby is.. 

Maar men moet zich wachten dit tempus te gebruiken als men van iets spreekt， dat 

op den zelfden dag voorgevallen is ; als dan moet men de spreekwyze met een tempus 

per針 tumuitdrukken. (p.121) 

仏蘭西語の動詞活用においては、直説法にふたつの過去が見出される。それは羅典語においても和蘭語

においても正確に表現することができない。よってその違いについて説明することが絶対に必要で、ある。
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《第一過去》はまだ終了していない、あるいは過ぎ去っていない行為を表す。《第二過去》は終了し過

ぎ、去った行為について話すときに用いられる。・・・

しかしながら、その閉じ日に起こった事柄について話すときは、人は《第二過去》というこの時制を用いることを控

えねばならない。即ちその場合は Perfectumで以って表現すべきである。

No.5. Murray， L. (Engll旨thGrammar， 1795[初版]， pp.41ff.) 

ThθPreterimperJらoktTense represents也eaktion or event as past and fmished， or 

as remaining unfinished a t a certain time past ; as，“1 loved her for her modesty and 

v廿tue"; "1 wrote yesterday， or last year" ; "They were廿avellingpost when he met 

them." 

The Preterperfekt Tense not only refers indefinitely to what is past， but also 

conveys an allusion to the present time ; as，“1 have written 也ele抗er";丹1have seen the 

person that was recommended to me" ; that is，“1 have seen him by this time." 

.. The preterperfekt tense， and the preterimperfekt tense， both denote a thing that 

is past， ; but the former denotes it in such a manner， that there is still actually 

remainingωme part of the time to slide away wherein we declare the thing has been 

done ; whereas the preterimperfekt denotes the thing or aktion past in such a manner， 

that nothing remains ofthat time wherein it was done. 

In general the preterperfekt tense may be applied wherever the aktion is connekted 

with present time， by the aktual existence， either of the author or of the work， 

though it may have been performed many centuries ago ; but if neither the author nor 

the wor k now remains， it cannot be used... . 

No.6. Sedger， J. (1798， p.54) 

This tense applies to a mode of being or mode of aktion. 1 have bθθ'n ill to day， 

the day being present， 1 call this the presentperJ社 ttense. 1 have been ill yesterday， 

would be wrong.. 1 was ill yesterday， is the proper expression ofthe past time. 

NO.7. Weiland， P. (1806， p.63) 

De onvolmaakt verleaθlfle tijd duidt eene niet geeindigde handeling aan 

【未完成過去】は未だ、終わっていない行為を表わす。

De volmaakt verledene tJjd stelt eene zaak als geheel geeindigd voor. 

{完成過去】はある事柄を完全に終わったものとして表わす。

NO.8. Murray， L. (和名『モルレイ氏英吉利小文典~ : 1806， pp.83f.) 

一一-rlielmper.必ctTense represents the action or event， either as past and finished"or 

as remaining un五nishedat a certain time past ; as，“1 loved her for her modesty and 

吋rtue"; "-They wete travelling post when he met .them." 

The Perfeet Tense not only.refers to what is past， but also cdIiveys an allusion to "the 

present time ; .as， I~I have fmished my letter" ; "1 have seen .the p，e:r:son that: was 
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recommended to me." 

…The perfect tense， and the imperfect tense， both denote a thing that is past， ; but 

the former denotes it in such a manner， that there is still actually remaining some part 

ofthe time ωslide away， wherein we declare the thing has been done ; whereas the 

imperfect denotes the thing or action past， in such a manner， that nothing remains of 

that time in which it was done... . 

1n general， the perfect tense may be applied wherever the action is connected with 

present time， by the actual existence， either of the author， or of the work， though it 

may have been performed many centuries ago ; but if neither the author nor the work 

now remains， i t cannot be used... . 

[※これ以後の版では時制名からくpreter->が消え、 <k>がくc>に変わる]

No.9. Pyl， R.van der (1819， pp.132-134) 

The preter imperiらcttens，θexpresses an action， past at the time in which 1 speak， 

but still present at the time of which 1 speak. 

Thepθ'rfect tense exrpesses an action， not only past at the time， in which we speak， 

but al80 at that， of which we speak. 

No.10.両五tkupbb『和蘭文典前編J作州安伴氏蔵版美保ii年壬寅九月(原本;

Gramma tica) of Nederd山tsche命raakkuI28tf&五)[員7251
~ 145. De onvolmaakt verJedene tzjd.. ..stelt eene zaak voor， die voorbij is op den 吋d，

waarin men spreekt， maar nog duurde op den 吋d，waarvan men spreekt， of duidt eene 

handeling aan， welke nog niet geheel voorbij is， waaneer eene andere begint・…

{未完成過去1(=Imperf.)は、我々が話をしている時点で、は既に過ぎ去っているが、我々によって語

られるその時点ではまだ継続している事柄か、さもなければ、別の行為が始まる時まだ‘完全に過ぎ去って

いない行為を表わす。

~ 146. De voJmaakt verledene tzja stelt eene zaak voor， als ge邑indigdop den tijd， 

waarin men spreekt， zonder eenig opzigt op eenigen anderen 吋d，op eenige andere 

handeling. 

[完成過去](=Perf.)は、我々が話している時には完全に終了した事柄を表わす。他のし、かなる時・行

為にも関係しない。

NO.1'. Bilderdijk， W. (1826， pp.159 f.) 

Wij hebben dus het voorledene verklaard， doch men onderscheidt gewoonlijk in alle 

talen op 't voorbeeld van 't Latijn drie voorleden tijden， of vormingen van het 

voorledene . 

De eers[lθ is，・…・・dochwaaran men (zeer te onrecht， maar naar de wijsheid der 

oudere en latere Taalleeraars) den naam van On volmaakt Voorleden gegeven heeft 

(Praeteritum imperfectum). Te minder voegt deze benaming b詰ons，daar dit voorleden 
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het juist is， waarin alle verhaal van‘t gebeurde vervat wordt， even als in het perfectum 

der Latijnen. 

Den tweeden noem t men den Volmaakt voorleden tJjd; den derden) den Meer dan 

volmaakten tJjd…Beter zou men aan de eerste vorming een algemeen Voorleden， en 

aan de tweede een afgedaan Voorleden， en aan de derde een voor-Voorleden als 

beneming toeeigenen. 

このように我々は f過去Jについて説明した。しかし、すべての言語には羅典語の例に倣って三種の過

去時ないしは過去の形態が区別されるのが普通である。

第一の過去は、……人はこれに【不完全過去]としづ名称を与えた(これはあまり適切ではないが、し

かし古今の文法家の説に従ったものである)。この名称、は我が和蘭語にはあまり向いていない。何故なら

この過去は、その中で出来事のすべてのストーリーが表現される過去で、羅典語の(歴史的)Perfectと

同じようなものだからである。

第二の過去は[完全過去】と呼ばれる。第三は{更なる過去}である。・…・・第一の形を「一般過去J、

第二を「終了過去j、第三を「前過去」という名称にしたほうがより適切であろう。

NO.12. Wilde， J.C. de (1836， pp.72・74)

De onvolmaakt verledene tIjd duidt eene handeling aan， die wel begonnen maar 

niet geeindigd is. 

De volmaa.kt verledθEθ tijd stelt eene daad als geheel ge邑indigdvoor， met 

betrekking tot den tijd waarin men spreekt. 

{未完成過去】は、もう始まっているのにまだ終了しない行為を表わす。{完成過去}は、完全に終了

したが、我々が話している時と関係を持っている好意を表わす。

NO.13. J.Grimm (1837) 

Man muss sagen;...…die mit habe und bin gebildeten [umschriebenen tempora] 

treten neben dem einfachen prat. fur das lat.perf. ein， dergestalt， dass erzahlende 

perf. (der gr.aor.) mit dem einfachen prat.， das dem gr. perf. gleiche lat. perf. aber mit 

der deutschen umschreibung ausgedruckt wird. unser einf.prat. dient zugleich rur das 

lat.imperf. In dem mit habe und bin zusammengesetzten prat.， wie in dem begriff 

vollendeter vergangenheit， liegt etwas prasensartiges;… 

・・・羅典語で、物語の Perf.(希激語の aoristに当たる)が独逸話の単純過去で表現され、一方希臓語の

Perf.に相当する方の Perf.が、独逸話で、はくhaben> とくsein>~こよる書替え形によって表現されるように、

この書替えの時制は、単純過去と共に羅典語の Perf.に相当する。この<haben>とくsein>の複合過去に

は、完成した過去の概念の中にも「現在的なものJが存在している。

No.14. Heyse， K.W.L. (1838，1 .Band， pp.683丘)

(1) Die vollendete Gegenwart， das Praesens perfectum， gewahnlich schlechthin 

perfectum genannt， zeigt an， daβeine Handlung gegenwartig vollendet ist ; ich habθ 

gelesθn， du ha8t ge8chrieben (d.h. mein Lesen， dein Schreiben ist gegenwartig 
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vollendet) ; wir sind giθ'kommen (also gegenwartig da). 

Anmerk. Falschlich halt man diese Zeitform gemeiniglich fur ein Tempus der 

Vergangenheit. 

44.2 

《完成現在》は、普通は唯 Perf.とのみ呼ばれる。この形は、行為が現在において完了したということ

を表わす。 注:この時制を普通過去時制とするのは誤りである。

Die wahrende Vergangenheit， das Praeteritum imperfectum， gewahnlich schlechthin 

Imperfectum genannt， bezeichnet eine vergangene Handlung in ihrer Dauer ; Ich las 

und Du schreibst(d.h. ich war im Leben， Du im Schreiben begriffen， damit beschaftigt)， 

als er hereintrat. 

《継続過去》または《未完成過去》は、普通はただ Imperf.とのみ呼ばれる。この時制は、継続中の過

去の行為を表わす。

(2)・・・ Esgiebt auch Zeiぜormen，welches reine Ausdruck der Subjectiven Zeiten 

enthalten， aber die Handlung od. den Vorgang schlechthin und ohne innere 

Begrenzung nach den Momenten出resVedaufs in die Gegenwart， Vergangenheit， od. 

Zukunft des redenden Subjects setzen. Diese Zeiぽormennennt man im griechischen 

Aoriste， d.h. unbegrenzte Zeiten (Tempora inde:finita). 

Das deutsche Verbum hat jedoch， wie das lateinische， fur diese Zeitbegriffe keine 

eigenthumlichen Ausdrucke， sondern bedient sich auch dafur der obigen bestimmten 

Tempora， namentlich derer， welche die Handlung in der Wahrung d紅 stellen.

時の形には出来事を純粋に表現する形式もある。そこでは、行為や事の経緯は、内的な何らの附帯条件

もなしに、ただ単にそれが起こった時点の通りに傾々に並べられて、現在か過去か未来の中に壁かれる。

これらの時制形式は、希蝋語ではAorist、郎ち「非限定時制(不定時)J と呼ばれる。

ところが、独逸語の動詞は、羅典語と同じく、こうしづ時間概念を表わすための力を本来持っていない

のである。そのため、上述の「制限時J一一郎ち、行為を継続的に叙述する時制が、ここでもやはり用い

られる。

(3)・・・DasTempus der wahrenden Vergangenheit (Imperfectum) dient zugleichぬr

die unbegrenzte Vergangenheit， als historisches od. erzahlendes Tempus.… 

Anmerk. Das griechische Verbum hat fur den Aorist der Vergangenheit， 

welchen die deutsche Sprache durch das Imperfectum， die lateinische durch das 

Perfectum mitbezeichnen muβ， eigenthumliche Formen. 

((継続過去))は更に、不定過去の代わりに、歴史時制、または物語の時制として用いられる。

注)希臓語の動詞には、過去のアオリストのための固有の動詞形があるが、独逸語では《継続過去》

(=Imperf.)が、羅典語では《完成過去))(=Perf.)が、それを兼ねなくてはならない。

(4) Dieser Irrtum ist daher entstanden， weil man das Vollendet==sein der Handlung 

mit der vergangenen Zeit verwechselte， wie denn uberhaupt die bisher gewohnliche 

verworrene Theorie der Tempora die 3 objectiven Momente der Handlung von den 3 
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subjectiven Zeiten nicht unterschied， und durch ein Fruher od.Spater in Beziehung auf 

die Zeit des Redenden die Unterschiede zu erklaren meinte， welche in der Handlung 

selbst als die wesentlichen Momente ihrer zeitlichen Ausdehnung liegen. Daher 

entstanden denn so verkehrte Benennungen， wie Plusquamperfectum， jungst= und 

langstvergangene Zeit， die nichts aufzuklaren vermochten， und mit denen man 

bestandig nur ins Gedrange kam， wenn man z.B. bemerkte， da die sogenannte langst 

vergangene Zeit auch von einer ganz kfuzlich vorgefallenen Sache gebraucht werden 

kann，(z.B. vorθ'iner Stunde) a1s mθin Bruder zu mir kam) hatte ichθbenθ'inen Brief 

gescmてiebeII)， die sogenannte jungst vergangene hingegen von einer uralten 

Begebenheit， (z.B. Casar scm・iebvor beinahe 1900 Jahren die Geschichte seiner 

Fe1dzuge.) 

Perf. (ich habe gehabt) を過去とするこの誤りが生じたのは、行為の完了という状態が時間的な過去

と取り違えられたからである。これまでの時制論では、行為の f開始Jr継続Jr完了JとLづ副次的3時点

を、主時である「現在Jr過去Jr未来Jと区別しないのが普通である。この行為の 3時点は、行為それ自

体の中に存在して行為の時間を拡張する本質的なものであるが、それを、従来の理論は、発話時の前か後

かということによって説明しようと考えた。それ故{更なる過去](Plusquamperf.)だとか、{つい最近

過ぎ去ったばかりの過去]Gungst vergangene Zeit = Imperf.)だとか、{ずっと前に過ぎ去った過去}

(langst vergangene Zeit=Plusquamperf.)だとか言う、何の説明にもならない誤った名称が生まれたの

である。そして、これらの名称を使うと、次のような場合にはいつも決まって困難に陥ってしまうのであ

る。即ち{ずっと前に過ぎ去った過去】が、ほんのつい最近起こったばかりのことに用いられたり、逆に

{つい最近過ぎ去ったばかりの過去】のはずが、古代の出来事を述べたりする。例を挙げれば、 1るIremer

Stunde， als mein Bl時uderzu mir kam， hattθich ebenθinen Brief geschrieben. [兄がここに来る一時間

前、私はちょうど手紙を書いていた]のくhatte....geschrieben>[書いていた]は、一時間前でも{ずっと

前に過ぎ去った過去](Plusquamperf.)で、あるし、 Casarschlゴθbvorbeinahθ1900 Jahren c金色 Geschichte

seiner Feldzuge. [シーザーは約 1900年前に自らの遠征記を書いた]のくschrieb>[書いた]は、 1900年

前なのに{つい最近過ぎ去ったばかりの過去](Imperf.)で、ある。

(5) Die Quelle dieser Begriffsverwirrung liegt schon in der lateinischen Grammatik， 

deren alte Lehrer sich besonders durch die doppelte Natur des sogenannten 

Perfectums (z.B. amavi， legi) irre fuhren liesen. Dieses muβnamlich ne ben seiner 

Bedeutung als Zeitform fur die vollende飴 Gegenwart(ich habe geh'eb~ ge1esen) 

zugleich den mangelnden Aorist der Vergangenheit ausdrucken， woぬrwir uns im 

Deutschen des Imperfects der Vergangenheit bedienen (ich h'ebte) 1as). 

この時制概念の混乱は、すでに羅典文法の中に存在している。!日来の羅典文法家が過ちを犯したのは、

いわゆる Perf.の持つ二重の性質故である。 Perf.(ich habe geliebt) ge1esen )は、つまり完了した「現

在Jのための時制形式であるが、同時に羅典語に欠けている f過去のアオリストjをも表現しなければな

らなし、からである。我が独逸話では、この f過去のアオリストJに対してはImperf.、即ち{過去未完成】
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(ich HebteJ laめか見いbれもむ

NO.15. Hamelberg， H.A. (1845， p.146) 

In het Nederduitsch wordt van den onvolmaakt verledenen tijd meestal gebruik 

gemaakt， wanneer eene verledene handeling in betrekkingωt eene andere verledene 

handeling als tegenwoordig wordt voorgesteld， terwijl de volmaakt verledene tijd de 

handeling zonder betrekking op eene andere voorstelt. 

In het Engelsch echter wordt altijd de verledene handeling， wanneer de tijd， 

waarop zij plaats heeft， niet met het tegenwoordige oogenblik in verband staat， 

onverschillig， of zij al dan niet op eene andere verledene handeling be仕ekkingheeft， 

door den onvolmaakt verleden tijd uitgedrukt; terwijl de volmaakt verledene tりd

gebruikt wordt， wanneer de 吋dder handeling nog voorduurt， of een gedeelte uitmaakt 

van dien， waarin gesproken wordt ; alsmede wanneer de handeling， schoon in eenen 

verleden t討dgeschied， in be仕ekkingstaa tωt het tegenwoordige oogenblik door het 

voortdurend bestaan van den wer]玉erof het gewrocht..一

1 saw him yesterday. ik heb hem gisteren gezien. 

I五mshedmy work last week. ik heb II11jn werk verleden week afgemaakt. 

低地独逸語[=和穣語}では、ある過去の行為がもうひとつ75IJの過去の行為との関係において現在であ

ると見倣される場合には、普通の{未完成過去](Imp戸erf

行為は{完成過去](Perf.)，にこよつて表わされる。

しかし英語では、過去の行為は、それが起こった時が現在の瞬間に関係のない場合、あるいはまたその

行為が他の過去の行為と関わりのない場合には、常に[未完成過去1(Imperf.)によって表わされる。 一

方【完成過去1(Perf.)は、行為の行なわれた時が今だ継続している場合、その一部が、それが語られて

いる時から続いている場合に用いられる。また、ある過去の行為が、行為者あるいは為された事柄の継続

的状態によって現在の瞬間と関係している場合にもまた用いられる(以下8例省略)。

NO.16.羽Teiland，P. (1846) 

~ 304. De onvolmaakt verledene tIjd， welke uit het woord zelf gevormd wordt， sぉlt

eene zaak voor， die voorbij is， op den tijd， waarin men spreekt， maar nog duurde， op 

den tijd waarvan men spreekt ; of， die eene handeling aanduidt， welke nog niet geheel 

voorbij is， wanneer eene andere begint.... 

{未完成過去1(= Imperf.)は、人が話をしている時点においては既に過ぎ去っているが、しかし、人

によって語られるその時点においてはまだ、継続している事柄を表わす。さもなければ、もうひとつ別の行

為が始まる時、まだ完全に終了していない行為を表わす。

~ 309. De volmaakt verlemθIne tijd， welke door het verledene deelwoord en de 

hulpwoorden hebben en zjjn omschreven wordt， s総lteene zaak voor als geheel 
〈ママ〉

geeindigd， op den tりd，waarin men spreekt， zonder opzigt op eenigen anderen tりd，of 

eenige andere handeling... 
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{完成過去](=Perf.)は、ある事柄を、人が話をしている時点において完全に終了したものとして表

わす。そして、他のし、かなる時・行為にも関係しない。

No.17. Maatschappij， Rudimannta (1846， p.77) 

Deθerstθ betrekke瓦;kever.lθdene tJjd s飴lthet bestaan of de wijziging voor als 

tegenwoordig of nog niet geeindigd zijnde in eenen tijd， die voorbij is. 

※de ver ledene 吋dの説明なし

{第一関係過去}は、その存在ないしは変化を、 f過ぎ去った時における現在j、または過ぎ去った時に

おいてまだ終了していないものとして表わす。

NO.18. Hagoort (1851， p.18) 

Vr. Wanneer gebruikt men dθn onvolm. verl.ajd? 

Antw. Om eene handeling of werking aan te duiden， welke voorbij op den tijd 

waarin men spreekt， maar nog voortduurde op den tijd waarvan men spreekt.... 

Vr. En waaneer den volm. ~θ'rl. tùd? 

Antw. Om eene handeling of werking als geheel ge邑indigdvoor te stellen. 

問. [未完成過去}はし 1つ用いられるか。

答.我々が話している時には過ぎ去っているが、我々によって語られる持点ではまだ継続している行

為または事柄を表わすため。

間. [完成過去}はし、つ用いられるか。

答.完全に過ぎ去った行為または事柄を表わすため。

NO.19. Brown， G. (1851 ，p.340f.) 

ThθImpθ'rfect tense is that which expresses what took place， or was occurring， in 

time fully past : as，“1 saw him yesterday， and hailed him as he was passing." 

ThePeriらcttense is that which expresses what has tak，θ'n place， within some period 

of time not yet fully past : as，“1 have seen him to-day ; something must have detained 

him-n 

OBS[ERVATION] 1.一一-Theterms here defined are names usually givenωthose 

parts of the verb ωwhich they are in this work applied ; and though some of them are 

not so strictly appropriate as scientific names ought to be， it is thought inexpedient to 

change them. In many old grammars， and even in the early editions of Murray， the 

three past tenses are called the乃・θterimpel会ct;Preterper舟ct;and Preterpluperfect. 

From these names， the term Preter， (which is from the Latin preposition prater， 

meaning bθside) beyond， or past，) has been well dropped for the sake of 

brevity.* 

OBS.2.一一一一Thedistinctive ep油 etImperfect， or乃・θterimpθ必 ct， appears to have 

been much less accurately employed by the explainers of our language， than it was by 

the Latin grammarians from whom it was borrowed. That tense which nasses in our 
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schoo1s for也eImverJらct.(as. 1 s.lθvt. did s.lθθ刀.or was s.lθθvine:) is in fact， so far as the 

indicative mood is concerned. more comvletelv 12ast. than that which we call the 

pu会ct. Murrav indeed has attemnted to show that the name is right ; and. for the 

sake of consistencv. one cou1d wish he had succeeded!. But every scho1ar must observe， 

that the simp1e preterit， which is the first form of this tense， and is never found in any 

other， as often as the sentence is declarative， tells what happened within some period 

of丘mθfullypast， as last wiθθ'-k last year ; whereas the perfect tense is used to express 

what has happenθd within some period of time not yet五J]lypast， as this week this 

yθar. As to the comp1eteness of the action， there is no difference ; for what has been 

done to・day，is as comp1ete1y done， as what was acm旨Vθda year ago. Hence it is 

obvious that the term Imvθ'rfect has no other aDD1icab_i_litvωthe En~lish tense so 

called. than what it mav have derived合omthe DarticiD1e in m'1? w hich we use in 

trans1a柱ngtho Latin imperfect tense ; as， DormiebamJ 1 was s.lθθping~' Leg1θbamJ Iwas 

rθading; DocebamJ 1 was teaching. And if for this reason the who1e English tense， 

with all its variety of forms in the different moods，“may， with proprie旬; be 

denominated imper会ct" ; sure1y， the particip1e itself shou1d be so denominated a 

fortiori: for it always conveys this same idea， of II action not丘aJshθd，"be the tense of its 

accompanying auxiliary what it may. 

* Some grammarians-ベamongwhom are Lowth， Dalton， Cobbett， and Cardell一

一)recognize only three tenses or“丘mes'，of English verb ; name1y， thθpresent， the 

past， and thθ丘IれEθ. A few， 1ike Latham and Child， denying all the compound tenses 

to be tenses， acknowledge only the first two the present and thθpast; and these they 

will have 初 consistonly of the simp1e or radical verb and the simp1e preterit. So盟笠

others. who acknow1edge six_tenses. such as are above described. have endeaVOUl"Bd of 

late ωchan1?e thθnamθof a maioritv of them ; though with too 1i抗1ea~reement amon~ 

themselves‘as mav be seen bv the foUQwing citations : 

(1.)“We have six tenses ; three， the Present， Past， and Future，ωrepresent time in a 

general way ; and three， tho Pres，θ'nt PerJらct， Past PerJらct， and Fu ture Perfect， ω 

represent也eprecise time ofβmshing the action."一一-Perley's Gram'J 1834， p.25. 

(2.)“There are s立 tenses;the presen t， the past， the pres，θ'nt-perJらct， the past-perJらct，

the futurθ， and the future-pθI必ct."--Hiley訟Gram'J1840， p.28. 

(3.) "There are sixおnses; the Pliθsent and Present Pe必 ct， the Past and Past 

Perゐct， and the Fu turθand FuturθPerJらct."一一-Farnum訟Gram.}1842， p.34. 

(4.) "The names of the tenses will then be， Present， Present RθrJらct; Past， Past 

PerJらct;Futur，θjFutureRθ'rJらct. They are usually named as followed : Presen t， PerJらct，

Impθrfect， Pluperfect， FutureJ Second Future. JJ--NButlθlJ・'sGram'J 1845， p.69. 
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(5.)“We have six tenses ; -the present the past， the futurθ， the presen t periらct， the 

past perfect and the future periらct"一一一恥'11'sSchoo1 Gramリ 1846，p.82. 

(6.)“The tenses in English are six-the Present， the Presentper必ct， the Past， the 

Pastperfect， the Future and the Future-perfect."一一-BuJJions'sGram.) 1849， p.71. 

(7.)“Verbs have Six Tenses， called the Present， the Periるct-Present， the Past， the 

Perfect-Past， the Future， and the Per_必ct-Futw・'8."一一-Spencer訟Gram.)1852， p.53. 

(8.) "There are six tenses : the present past future) presentperfect past]フθ'rJらct;

and futurlθperiらct.".ー-CoveJJ'sGram.) 1853， p.62. 

(乱)“Thetenses are-the present， the presentperfect; the past， the pastperiらct;the 

future， the future perfect."--S.S.Greene's Gram.) 1853， p.65. 

(10.) "There are six ten鴎 s，onθpresent， and but one) three past， and two五lturθ"

They are named thus : "The Present， the First Past， thθSecond Past， thθThird Past， 

thθFirst Fu ture) thθSecond Futurθ))---.2'For the sake of svmmetrv， to call two of them 

D"res"θ'nt and two onlv oast while one onlv is oresent and three are oast tenses. isω 

sacrl五ceなuthto beautv."--Pinnθo's Gram.. 1853‘00.69 and 70. “The old names. 

1woerJらctDθr必ctand D1uoeriらct"which. in 1845. Butler iustlv admitted to be the 

usua1 names of the three oast tenses. Dr. Pinneo. who dates his coov-right企om1850， 

most unwarrantablv declares to be勺10WE!eneraJJv discarded/'--Analvtica1 Gram.. 

D.76 : SamθRevis，θd 0.81. 

These terms. s柱11oredominant in use. he strangelv suoooses to have been suddenlv 

Suoerseded bv others which are no be抗er.if so good : imagining that the schame which 

per lev or Hilev in位。duced，of "two vresent. two vast. and two future tenses，"-a 

scheme which. he savs.、asno foundation in truth， and is therefore ωbe reiectedブ一

had orevared the wav for theaboy_e-cited innovatiQuo_fhis own， which merelv vresents 

the old ideas under new terms. ol"_termS____Dartly new， and whollv unlikelvωorevail. 

William Ward， one of the ablest of our old grammarians， rejecting in 1765 the two 

terms impel玲ctandpθr必ct， adopted others which resemble Pinneo's : but few， if any， 

have since named the tenses as he did， thus : "The Present， the First Preterite) thθ 

Sθωtnd Preterite) thθP1uperfect the First Future) the &θωIJld Futurθ.))--~rd註

Gram. p.47. 

NO.20. Murray， L. (F.H .Cowanによる蘭訳本:1852， p.54) 

De onvo1maakt ver1eden tijdvertoont ons eene daad of gebeurtenis， of als verleden 

en geeindigd， of als onafgemaakt gebleven in eenen tijd， die voorbij is. 

1 10ved her for her modesty andばrtue. Ik beminde haar， wegens hare 

zedigheid en deugd. 

TheywereなaveJJing post when he Z話reisdente post， teen h討hen
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metthem ontmoette. 

De voJmaakt VeIゾθdθ'ntijd duit niet alleen aan， dat de daad voorbij is， maar geeft 

tevens te kennen dat het zoo even of zeer onlangs geeindigd is， als : 

1 have E.m'shθdmy~θtter. Ik heb mijnen brjef geeindigd. 

1 ha ve seen thθPθI・son)tha t was Ik he b den person gezien， die mij 

Recommθ'ndθdtomθaanbevolen  was. 

…Hieruit blijkt dus， dat de onvoJmaakt verleden en de voJmaakt verJeden tzjdbeide 

eene daad aanduiden， die voorbij is ; met dit onderscheid， dat de eerste eenen tijd 

opgeeft， die geheel voorbij is-waarvan niets meer overig blijft一一-terwijlde tijd， 

dien de tweede aanduidt， nog niet geheel voorbij is， maar nog voortduurt ; ... 

[“In general...“の部分の蘭訳なし。その他、省略部の引用の例文も No.31とは微妙に異なっている}

NO.21. Beijer， J. C. (1853) 

S 134. De eerste betrekkθ'hjk verledθ'ne tJj・d， …voorstellendehet bestaan of dezelfs 

wijziging， als tegenwoordig in eenen tijd， die voorbij is..一

{第一関係過去}は、...その事柄の存在あるいは変化を f過ぎ去った時における現在」として表わす。

De voJstrekt ver~θdene tijd， …voorstellende het bestaan of de wijziging van 

hetzelve， als geheel geeindigd in den tijd， waarin men spreekt.... 

{孤立過去】は、ーその事柄の存在あるいは変化を、それが語られる時点、において完全に終了したもの

として表わす。

NO.22. Backer， H.G. (1853， pp.25・26)

V. Wat beteekent dθon voJmaakt verledene tzjd? 

A. De onvolmaakt verledene tijd beteekent， dat eene zaak wel begonnen， maar nog 

niet geeindigd is.... 

質問:[未完成過去}は何を意味するか。

答え:[未完成過去}は、ある事柄がすでに始まったが、まだ終了していないことを表わすD

V. Wat geeft dθvoJmaakt verJedθ'De tijd te kennen ? 

A. De volmaakt verledene tijd geeft te kennen， dat de werking， op dien tijd geheel 

geeindigd is.... 

質問:【完成過去}は何を意味するか。

答え:[完成過去}は、その行為がこの時点で完全に終了していることを表わす。

No.23. Beijer， J. C. (1854) 

S 291. DIθeerste betrθ'kke均五 verJedenθtijd， voorstellende het bestaan of de 

wijziging als tegenwoordig in eenen tijd， die voorb討is....

Dθ VOJstrlθ-kt ver.lθdene tzjd， voorstellende het bestaan of de wijziging van hetzelve 

als geheel geeindigd in den tijd， waarin men spreekt... 

{第一関係過去](=Imperf.)はその状態ないしは変化を「過ぎ去った時における現在j として述べる
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ものであるが…【孤立過去1(=Perf.)はその状態ないしは変化を発話時において完全に終了したものと

して述べるものであるが...] 

NO.24. Weiland， P. (1854) 

~ 127. D，θonvolmaakt vl白色dθnθ tIjdduidt eene handeling aan， welke wel begonnen， 

maar niet ge邑indigdis. 

[未完成過去]は、ある行為がすで、に始まったが、まだ終了していないことを表わす。

~ 128. D，θvolmaakt verledene tIjd， stelt eene zaak voor als geheel geeindigd， op den 

tijd， waarin men spreekt.... 

{未完成過去}は、ある事柄が、それが語られている時完全に終了したことを表わす。

NO.25. Spijkerman， G. (1855) 

~ 78. 1n den onvolmaakt verledenen勾dwordt het bestaan en de werking der 

personen en zaken voorgesteld als voorbij zijnde op den tijd waarin， maar nog plaats 

hebbende op dien waarvan men spreekt.... 

{未完成過去】では、人や事柄の状態および行為が、人が話をしているこの時点で、は過ぎ去っているが、

しかし、人によって語られるその時点においてはまだ起こっているということが表わされる。

~ 79. De volmaakt ver.lθdene匂'dsおlthet bestaan en den handelingen der 

onderwerpen voor als geheel ge邑indigdop den 吋d，in welken men spreekt..一

{完成過去】は、主語の状態ないしは行為を、人が話をしている時点において完全に終了したものとし

て表わす。

NO.26. Maas Jr.， van der (1855) 

~ 216. D，θθers~θbθtrekkeli.Jk verleden tIj'd is de naam van die vormen der 

zegwoorden， waarmee iets wordt voorgesteld， als tegenwoordig in eenen tijd， die 

voorbij is... 

{第一関係過去]は、物事が「過ぎ去ったある時点における現在Jとして表わされる場合の、動詞の形

の名称である。

~ 217. D，θvolstrekt verleden tIj'd is de naam van die vormen der zegwoorden， 

waarmee iets wordt voorgesteld， als geheel geeindigd op den tijd， waarin men 

spreekt.... 

{孤立過去】は、物事が、人が話をしている時点において完全に終了したものとして表わされる場合の、

動詞の形の名称である。

NO.27. Sandwijk， G.van (1855， p.22) 

de onvolmaakt verleden tijd， stelt eene werking voor， die voorbij is， maar tegen-

woordig was in den tijd， waarvan men spreekt.... 

dθ volmaakt verleden坊dsωltde werking als verleden voor.... 

【未完成過去】は、過ぎF去ったある行為が、人がそれについて話している時には「現在j で、あったとい

うことを表わす。
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{完成過去】は、その行為を過ぎ、去ったものとして表わす。

NO.28. Mulder， G.C. (1856) 

S 234. D，θbθtrekklθ勾宣伝agenwoordigetijdkan driederlei beduiding hebben ;…stelt 

h討dewerking voor als tegenwoordig in het verledene ; hij was eθv.bθ'Iflinnaar van he t 

buitenleven ; dageめ:ks ~θθd hijθθHθ groote wandeling ; als verleden in het 

tegenwoordige ; gistern kwam hij bij mij en vlθ'rhaaldθmij; als mogelijk toekomende， 

wanneer eene voorwaarde ui匂edruktwordt ; indien hij sprak) zou ik z問診'8n.

{関係現在}は次の三つの意味を持っている。…まずその行為を「過去における現在j として表わす。

次に現在において過ぎ去ったものとして表わす。第三に可能な未来として表わす。その場合、ある程度の

仮定が表現される。

S 235. DIθver.lθdθEθ tIjd stelt de werking of den toestand voor， als voorbij of 

geschied zijnde met betrekking tot het tegenwoordige.... 

{完成時}は、その行為ないしは状態を、過ぎ‘去ったものとして、あるいは f現在Jと関係を持って生

起したものとして表わす。

NO.29. Kuijper， G. (1856， pp.l09・110)

S 226. b. DIθθerstθbetrekkθ，Jj)左 verledlθD坊ば voorstellendehet bestaan， of de 

wijziging daarvan， als tegenwoordig in eenen tijd， dien men zich voorbij denkt・-一

{第一関係過去}は、その状態ないしはそれに関する叙述を、「過ぎ去った特における現在Jとして表

わす。

c. de volstrekt ver.lθden tijd， voorstellende het bestaan， of de wijziging daarvan， als 

geheel geeindigd op den tijd， waarin men spreekt， buiten betre孟kingop eenigen 

anderen tijd of eenige andere handeling.... 

{孤立過去}は、その状態ないしはそれに関する叙述を、人が話をしている時点において完全に終了し

たものとして表わす。J.lfJの時や行為との関係は持っていない。

No.30. Wees， H.J. van (1857， p.48) 

Dθ betrekke.瓦1左 tegenwoordigetijd stelt eene werking voor als tegenwoordig in 

eenen tijd， die reeds voorbij is. (*) 

{関係現在}は、ある行為を「すで、に過ぎ、去っている時における現在Jとして表わす。

(*) Men heeft dezen 吋d00主 onvolmaaktverledenen tIjd genoemd， hetwelk 

genoegzaam hetzelfde beteekent. 

この時制は[未完成過去}とも呼ばれるが、全く向じものを意味する。

Dθ verledene tijd stelt eene werking voor als volkomen geeindigd op den tijd， 

waarin men spreekt. 

《過去時》は、ある行為を、人が話している時点において完全に終了したものとして表わす。

NO.31. Murray， L. (1861， pp.181ff.) 

ThθImperfect Tensθrepresents the action or event， either as past and finished， or 
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as remaining unfinished at a certain time past : as， "They were travelling post when he 

met them." [~去な]

ThθPeriらctTens，θnotonly refers to what is past， but also conveys an allusion to the 

present time : as，“1 have五nishedmy letter" ; "1 have seen the person that was 

recommended ωme." 

'" The perfect tense， and the imperfect tense， both denote a thing that is past， ; but 

the former denotes it in such a manner that there is still actually remaining some part 

ofthe time to slide away， wherein we declare the thing has been done ; whereas the 

imperfect denotes the thing or action past， in such a manner， that nothing remains of 

that time in which it was done. 

1n general， the perfect tense may be applied wherever the action is connected with 

the present time， by the actual existence， either of the author， or of the work， though it 

may have been performed many centuries ago ; but if neither the author nor the work 

now remains， it cannot be used... . 

NO.32. Noel， M. (1862， p.34) 

~ 121. L'imparfait， qui l'exprime comme presente relativement a une epoque 

passee : JE LISAI~ quand vous entrates. 

Le passe denni， que la marque comme ayant eu lieu dans un temps passe 

completement ecoule: JE VOJ::i1GEAIl'annee dernire. 

Lθ passe inde.丘町 quil'exprime comme ayant eu lieu dans un temps passe 

completement ecoule ou non :♂41 LUhier) J'AI ECRITaujourd' hui. 

NO.33. Theodor Becker (1864; ;初版 1833)

~ 18. Die Mitvergangenhθit (1mperfekt) bezeichnet， daβdie Thatigkeit einer 

andern ebenfalls vergangenen Thatigkeit gleichzeitig war， oder ihr nachfolgte oder 

voranglng. 

{共過去}は、その行為が、もうひとつ別の過去の行為と同時か、後か、前かに為されていたという

ことを表わす。

Die ~もrgangiθ'nheit(Perfekt) bezeichnet， das die Thatigkeit schlechtweg vergangen 

Ist. 

《過去》は、その行為が完全に過ぎ去ったことを表わす。

No.34. Quackenbos (1867， p.55) 

The 1ndicative Imperfect affirms that an action took place， or a state existed， at 

some past time ;・・

The Indicative Perfect affirms a past action or state as completed at the present 

time， 

NO.35. Pinneo (1869) 
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What does the First Past Tense denote? 

Art.173. The First Past Tense denotes time past， without referenceωany 

particular portion of it ; as，壬Iestudied'， (yesterday， or last week， or many years sinω)， 

or it represents an action or event as going on at a certain time past ; as， 'He was 

studying when the bell rang.' 

What does the Second Past Tense denotes? 

Art. 175. The Second Past Tense denotes a past time completed at the present 

time ; as， '1 have studied' (that is， at this moment， the studying is done)， '1 have writtβn' 

(at this time the writing is completed). 

NO.36. Gurke， G.(1870， S 29) 

Das 1mperfectum oder Prateritum， die unvoJJen~θお路'rgangenheit: ich sang ich 

neJ (das Ausgesagte dauerte noch fort， wahrend etwas anderes stattfand.) 

{未完成}または《過去》、即ち《未完成過去》では・・・(語られたことは、何か別のことが生起した時

にはまだ継続している)。

Das Pefectum oder die voJJendθte Gegenwart: ich habe gesungen~ bin gefal1en (das 

Ausgesagte ist im Augenblicke des Sprechens eine vollendete Thatsache.) 

{完成]または《完成現在》では…、(諮られたことは発話時点では完成した事柄である)。

NO.37. Adler (1871 ;序文は 1845)

(1) S 57. 1n English there are three imperfect tenses， viz : 1 praised， did praise， and 

was praising. These three are expressed in German by one imperlect ich Jobte. 1t is 

used to express a past action or event in reference ωanother， which was either 

simultaneous with or antecedent to it. It is the historical tense ofthe Germans， and is 

always employed in narration， particularly when the narrator was an eye-witness of 

the action or event. The per五~ct tensθ， on the contrary， expresses an action or event， as 

perfectly past and ended， without any reference to another event， and when the 

narrator was not an eye-witness. 1n this latter instance the imperfect also may be 

used， if the narrator accompanies his narrative with any phrase denoting that he does 

not speak in his own name， as man s.勾'1;ors;_写'tman， they say， it is said， &c. (pp.162f.) 

S 168. The imperfect， the perfect， and the pluperfect correspond on the whole ωthe 

tenses of same name in English， with this exception， that when simnlv a division 01 

t1mθ. and not another event is referred to. the Germans sometimes emnlov the nerfect， 

when the English idiom reauires the imnerfec:t. ; e.g. gestern sind 1hre Bucher 

angekommen， yesterday your books arril/lθd ; er ist letzte Woche ges.ω'.rben， he died 

last week.・・・，) (pp.471f.) 

NO.38. Brown， G. (1875， p.41) 

ThθImperJらcttense is that which expresses what took pJace， or was occurring， in 
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time fully past : as，“1 saw him yesterday ; he was walking out." 

The Perfect tense is that which expresses what has tak，θ'nplac，θ" within some period 

of time not yet fully past : as， “1 have seen him to-day." 

NO.39. Swinton， W (1876， pp.81f.) 

“1 have walked" is a kind of p陀 sent.We may say “1 have walked a mile to-day" ; but 

not“1 have walked a mile yesterday". It is kind ofpresent tense， with the meaning that 

at the present time the action stated is completed. This might， therefore， be called thθ 

present completed ; but in grammar it is usually named the present perfect一一.!'perfect" 

meaningpθI必ciAθdthat is ， completed 

"The presen t per.必ctpast perfect and futurθperJらctare called compound tenses， 

because they are made by means of the verb have， and have is called an auxiliary or 

helping verb. 

NO.40. Schafer， E. (1882 ;序文は 1850)

(1) ~ 29. Die Mz・tvergangenheit(das Imperfectum)， deren sich der Sprechende 

bedient， wenn er bezeichnen will， daβmit einer vergangenen Thatigkeit eine andere 

ebenfalls vergangen sei， mag nun diese zu gleicher Zeit， vor oder nach出rvergangen 

seln. 

話者が{共過去}を用いるのは、ある過去の行為とともに、もうひとつ別の行為も同じく過ぎ去ったと

いうことを表わす場合である。後者の行為が過ぎ去るのは、同時であっても、あるいは前者の先または後

であってもよい。

Die 路Irgangenhθ'it(Perfectum)， deren sich der Sprechende bedient， wenn er 

bezeichnen will， das die Thatigkeit zur Zeit Sprechens schon geschehen ist. 

話者が《過去》を用いるのは、その行為が発話時には既に起こってしまったということを示したい場合

である。

(2) ~ 28. Anmerkung 2. Nach der neueren Ansicht der deutschen Sprache wird die 

verbundene Redeweise oder der Conjunctiv getrennt， indem der Conjunctiv der 

dauernden und vollendeten仇 ogenwartund Zukunft (also : Praesen~ PerfectumJ 

Futurum 1 und ll)， der nur Mogliches enthalt， als eigentlicher Conjunctiv (Conjunctiv 

im engeren Sinne) bezeichnet wird. 

注 2.独逸語の新説に従うと、《接続法》は、継続の現在(=Pras.)、完成した現在 (Perf.)、第一未来

及び第二未来の接続法が可能性のみを有するが故に、本来の接続法(狭義の接続法)と呼ばれる。

(3) S 28. b. Neuere Ansicht. 

1) Wirklichkeitsform [説明省略}

2) Die Redeweise， durch welche der Redende anzeigt， das eine nicht wirkliche 

Thatigkeit moglich ist， heist MO写lichkeitsform(modus conjunctives). 

z.B.: Der Konig lebe! Das verhute der Himmel! Ich hoffe， das er komme! 
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現実でない行為が可能であるということを話者が示す時の話法が《可能法》と呼ばれる。例)国王万歳

(王が長く生きんことを) ! そんなことは真平だ(神がそれを紡止し給わんことを) ! 私は彼が来る

ことを望む。

3) Die Redeweise， durch welche der Sprechende andeutet， das eine nicht 

wirkliche Thatigkeit als wirklich angenommen wird， heist Bedingungsform(modus 

conditionalis)， auch Wunschform(modus optativus). 

z.B.: Wenn du f1eisig gewesen warest， wurdest du mehr wissen. 

現実でない行為を現実であると仮定するということを話者が示す時の話法が《条件法》または《希求法》

と呼ばれる。例)君が一生懸命勉強したならもっと学んだであろうに。

4) Befehlform(modus imperativus) [説明省略]

NO.41. Lehmann， J. (1883) 

~ 78. Die Zeit， welche eine Handlung als mit einer andern geschehen darstellt， 

heist Mitvergangenheit (Imperfectum). 

Wird die Handlung ohne Beziehung auf eine andere als geschehen darstellt， so 

nennt man diese Zeit Vergangenheit (Perfec加盟).

ひとつの行為がもうひとつ別の行為と一緒に起こったということを表わす時制が{共過去】と呼ばれる。

その行為が他の行為と無関係に起こったということを表わす場合、この時制は《過去》と呼ばれる。

NO.42. Engelien， A. (1886， II .Theil. 3.Band. ~ 104) 

Das Imperfekt ist die eigentlich Erzahlungsform und wird gebraucht， wenn von 

Vorgangen die Rede ist， welche entweder gleichzeitig oder in ununterbrochener 

Reihenfolge stattgefunden haben. 

Imperf.は本来物語の時制で、同時にか、あるいは中断されない流れの中で生じた出来事の経過が重要

の時に用いられる。

Das Perfekt bezeichnet einen Vorgang als gegenwartig vollendet， dessen Wirkung 

oder Ergebnis aber auch gegenwartig besteht.--Nur Imperfekt versetzt sich der 

Gedanke eigentlich in die Vergangenheit selbst， im Perfekt dagegen auf den 

Standpunkt der Gegenwart (Die Aussageform des Perfekts ist Prasens). 

Perf.は、ある事柄を、現在において完成しているが、その影響なり結果なりが現在もあるものとして

表わす。 Imperf.の場合はその観念、がもともと過去の中にあるのに対し、 Perf.は現在の時点にある。

NO.43. Valette， T.G.G. (1913， pp.226・227)

~ 489. It [=the Present Tense] is used instead of the English Perfect Tense when 

referring to a time not separated仕omthe present. 

Hoe 1ang zi.it ~討 a1in Sakken? How 10ng have you been in Saxony? 

Jisj wonen a1 drie .iaar in deze straat. JiJie have lived in也iss廿eetthese three 
years. 

~ 490. The Past Tense is sometimes used even when there is some relationωapast 

time. 
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Hij kwam dezen morgen aan. 

向 1SV.組 morgenaangekomen 

Hoe 1ang was je a1 van hui?s 

455 

He arrived this mormng. 

He has arrived也ismorning.

How 10ng had you been from home? 
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文法書および参考文献

1 .使用文法書(年代)1頂)

A.和蘭語

A-1.著 述ま たは 翻訳 蘭文 典

杉本っとむ『江戸時代穣語学の成立とその展開~ 1 '"'-'N (早稲田大学出版部、昭和 51

'"'-'56)所収による。※印はそれ以外。この中には和穣語とともに学ばれた若干の英・仏文

典も含まれる。

『解体新書』安永 3(1774) 

1.大槻玄沢『蘭学階梯~ (上・下)天明 8(1788) [非蘭文法書]

※2. 中野梯顕著 r蘭学生前父~ (天明・寛政期頃?)

3. 問 『柳関先生助詞考J( 同 ) 

4
v
o
 

問

問

『梯箇和蘭助辞考J( 問 ) 

6. 向

7. 向

8. 同 『九品詞名目J( 同 ) 

9.宇田)11玄!渇『蘭謬弁豊富J寛政五年笑丑之冬

10. 向 『欝学秘蔵』成立年未詳

『柳関先生文法~ (同 ) 

『三種諸格~ ( 伺 ) 

『作文必須隷書須知属文錦議J( 同)

f寛政異学の禁j寛政2(1790)

11.中野柳圏著『四法諸時対誇』文化 2(1805) 

12.馬場貞由著『欝語首尾接調考』文化2 (1805) 

13. 同 『欝語冠履辞考』文化2 (1805) 

14.中野柳圏原著・西正典編『蘭語九品集』文化4(1807) 

fフェートン号事件」文化 5(1808)

※15.藤林普山著『蘭学選J文化7(181ω 

※16.本木正栄等訳『和仏蘭対誇諾林』文化 12'"'-'文政5(1815'"'-'22)の問

17. 馬場貞由訳『和蘭文学問答~ (別名『西文規範J)文化8(1811) 

18.野呂天然著『九品詞路』文化8(1811) 

参考文献
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19.前野良沢(蘭イ七)W和蘭点例考』文化 9(1812) 
あんげりあ

※20.本木正栄他編『暗厄利亜語林大成』文化 11(1814)

21.馬場貞由著『和蘭文範摘要』文化 11(1814)

22.江馬元弘筆写『助字要訣』文化 11(1814)

23.馬場貞由編『訂正蘭誇九品集』文化 11(1814)

24.吉雄俊蔵(羽栗洋斎)著『六格前編』名古屋、文化 11(1814)

25. 宇田川玄真『検麓韻府~ (文化 11'"'-'12年頃?)

457 

『蘭学事始』文化 12(1815)

※26.藤林普山訳述『和蘭語法解』 瑠川堂蔵板・水玉堂発行京都、文化十二乙亥十一月

(1815) [序文の日付は文化九年壬申]

27.馬場貞由著『魯語文法規範J静嘉堂文庫所蔵、文化 13(1816)

28.馬場貞由著『蘭学梯航』文化 13(1816)

29.大槻玄幹著『蘭学凡』文政 7(1824) 

30 吉雄権之助著『和蘭属文錦議抄~ (文化・文政年間?)

fシーボノレト事件J文政 11(1828)

※31.高野長英著『緩巻得師草稿』菌会図書館所蔵本(文政 11'"'-'12[1828'"'-'9]頃?)

32.示請三英著 文法断片 3葉 (文政・天保年間?)

fモリソン号事件Jr大塩平八郎の乱」天保8(1837) 

33 議縫援策著『洋学翻謬便覧~ (天保期頃?)

「蛮者の獄J天保 10(1839)・「アへン戦争J天保 11(1840)

※34.天文方見習渋)11薮昔、訳述・藤井質訂補『英文EZJ天保 11(1840)

35.伊藤圭介『洋学指針』花繰書屋蔵版天保庚子(11年)刊行

※36.鶴峰茂申著・河野通尚写『蘭学捷法上一名蘭字通補』徴古究理堂蔵 天保 12辛巳

(1841) 「ペリー来港J嘉永 6(1853)・「日米和親条約」安政 1(1854) 

「洋学所設置j 安政2(1855) 

37.賀寿麻呂大人(宇田川椿庵)著・篤麻呂大人校『蘭学重宝記』全観自在楼蔵梓 嘉永

庚成(3年・ 1850)新鱗※

38.江馬元齢『四格十品弁解~ (安政期頃?)

39. 大庭雪斎訳『来日蘭文語凡例~ (前・後編) 片多哲蔵々梓 安政 2(1855) 

40. 原梅南直訳『設卯多幾斯和蘭陀語法~ (一、二、三篇) (安政期頃?)

41.直訳者未詳『和蘭文典J後編 (安政期頃?)

42. 矢野秀和『和蘭文典全編直誇~ (安政期頃?)

43.小原竹堂訳『挿謬俄蘭磨智科』安政3(1856) 
ひとり

44.可野亮著『蘭学濁案内』安政 3(1856) 

45.香処関人著『来日蘭文典便蒙』安政4(1857) 

46. 飯泉士譲著『和蘭文典字類~ (前編) 安政4(1857) 

参考文献



使用文法書和蘭語 458 

47. 高橋重威著『和蘭文典字類~ (後編) 安政 5(1858) 

「安政の大獄J安政6(1859)・f桜田門外の変j万延 1(1860) 

※48.石橋政方著『英語築』上・下 自琢斎蔵版万延 2(1861) 

※49.堀 達之助著『英和対誇袖珍辞書J文久 2(1862) 

※50.村上英俊著『仏語明要』達理堂元治 1(1864) 

※51.足立梅景編述『英吉未Ij文典字類』慶応、 2(1866) 

52.伊東朴斎著『洋学須知』慶応、 2(1866) 

53.柳川春三著『洋学指針』蘭学部 柳川氏鶏綿堂蔵、慶応3(1867) [成立は安政 4

(1857)J 

54.柳川春三箸『洋学指針』英学部(初編) 柳川氏鶏諒堂蔵、慶応 3(1867) 

f大政奉還j 慶応3(1867) 

※55.村上英俊著『明要附録』達理堂 明治 3(1870) [仏和辞典]

A-2.原典

国会図書館所蔵「江戸幕府!日蔵所洋書j 中の蘭文典。※はそれ以外。輸入薦書には、和

蘭語を介して学ばれた若干の英・仏文典も含まれるD

なお、次のような綴りの相違は新旧の正書法の相違である。例)nederduytsch(古): 

nederduitsch(新); konnst(古): kunst (新); wyze(古): wijze， wijsC新)

1. Sewel ，W. Groot Woordenboek der Nederduytsche en Engelsche Taalen， Wa:むm
de rykdom derzelver in 't breede wordt voorgedraagen， de verscheydene betekenissen 

aangeweezen， en de Geslachten van alle Nederduytsche naamwoorden 

naauwkeuriglyk aangetoond ; met byvoeginge v釦 zeerveele u戸geleezene

Spreekwyzen， en een goed getal van Spreekwoorden. t'Amsterdam. 1708. 

-. [表題・副題・出版地同上] De Vierde Druk[第四版]volgens des Auteurs eigen 

Handschrift verbeterten met een groot getal Woorden en Spreekwyzen vermeerdert. 

1746. 

エ-一一-- Vo1komen Woordenboek der Nederduitsche en Engelsche Taalen; 

Nevens eene Spraak-Konst van dezelven， Oorsprongkelyk saamengest邑lddoor 

WILLEM SEWEL ; nu niet alleen overgezien， en meer als de helft vermeerderd ; maar 

ook naar de hedendaagsche Spelling， in allen opzichten verbetert， door EGBERT 

BUYS， Hofraad van hunne Poolsche en Pruissische M句esteiten，&cc.Tweede Deel. ; 

A Compleat Dictionary Dutch and English) To which is added a GrammaI; for both 

Languages. Originally compiled by V¥なLLIAMSEWEL ; But now， not only reviewed， 

and more than the halfpart augmented， yet according ωthe modern spelling， entirely 
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improved ; by EGBERT BUYS， Counsellor of their Polish and Prussian Majesties， &c. 

The Second Volume. Te Amsterdam， 1766. 

この 2辞書中に、次の蘭文典と英文典が含まれている。

A) Beknopt[eJ ~も'rtoog wiθ'gens de Engelschθ命'raakkonst[1766版では BeknoptなL-]

B)ABlてIefand Compendious Dutch Grammar. 

3. Marin， P. Nouvelle Methode pour prendre les Principes & l'U sage des langues 

Francoise et Hollandoise.l NieuWiθ Franschθθ'n Nederduytschθ Spraakwyze) 

Vermeerderd met een uitvoerige Syntaxis of Woorden-schikking. De laatste druk. Te 

Amsterdam. 1790. 

4. Locke， W.命'iegelder Engelschθ Taa~ of des Studθ'nts We伊 yzer. Handelende 

over de Maatklank，de Spraak-Kunde， de Woordvoeging， het Lezen， de Welsprekend-

heid， het Kunstmaatig lezen. Moeilyk uittespbekene Woorden. De Letterkunde， de 

Geschiedenis， de Koophandel， de Kunsten en Wetenschappen， de Verkeering， de 

Land-Spraak，enz.enz. Rotterdam. 1801. 

6. Weiland， P. Beginselen der Nederduitsche Spraakkunst. Principles de la Langue 

Batave， traduits en francois par J.van BE1¥仏位LEN，Maitre de Pension Leide. 

Amsterdam， 1¥在DCCCVI(1806).

6. Pyl， R.van der. A practical grammar of the Dutch language) containing: an 

explanation of the different parts of speech ; all the rules of syntax， and a great number 

of practical exercises. Rotterdam， 1819. 

※7. W和薦文典前線』剤、i保持氏蔵板、支後与三年壬寅九月票准刊行

[原本:Maatschappij : Tut Nut van 't Algemeen. Grammatica of Nederduitぽ11e

ぬ'raakkunst.Tweede Druk. Te Leiden， Deventer en Groningen， MDCCCX氾 1(1822)の

翻刻版]

8. Bilderdijk， W Nederd山tsche命'raakleer.1n's Gravenhage， MDCCCXXVI(1826). 

9. Lulofs， B. H. Over NederduitscheゐI沼akkunstStijlθnLettθ'rkennis. te 

Groningen， 1831. 

10. Wilde， J. C. Beginselen der Nederduitsche Spraakkunst，Voor de Schoolen. 

Tweede Druk. Te Dordrecht. 1836. 

11.寵寵所徳温質学校利用『紙蘭語学原始』紀元千八百四十四年刊

[原本:.Eθ'rstebegins，θjθ'n der]¥ゐderduitsche命oraakkunstter diθ'nste der Scholen in 

Nederlandsche oost・indi.Samarang， 1844.の翻刻版]

12. Hamelberg， H. A. BIθ'knopte Engelsche Spraakkunst bevattende de Hoofdregelen 

der Engelsche Taal， opgehelderd door voorbeelden en gevolgd van een aantal opstellen 

ter toepassing in het Engelsch en Nederduitsch. Te Dordrecht， 1846. 

13. Bomhoff， D. ; Zoon， H. Vollstandiges deutsch=hollandisches und hollandisch= 
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dθutschθs Taschθ'nJ予TO1.terbuch)nach den bθsten Que11en. Leyden.刊年不明[序文の自

付:Zutphen， 20. October 1846J 

14. Maatschappij : Tut Nut van 'tAlgemeen. Rudimenta ofGronden der Neder-

dujtschθTaal. 1.Stukje.(over de Woordgronding.) Vijfde Uitgave. Te Leyden en 

Deventer， 1846. 

15. Weiland， P. Nederduitsche命'raakkunst.Uitgegeven in naam en op last van het 

Staatsbestuur der Bataafsche Republiek. Nieuwe door den auteur zelven overziene en 

verbeterde druk. Te Dordrecht， 1846. 

16. Hagoort， A. Eerste Gronden der Nedlθ'rduitschθ Taa~ ten dienste der scholen. 

Zevende， herziene druk. Te Amsterdam， 1851. 

17. Marin， P. Methodθfaml1ierlθpour ceux quj commencent a s'exercer dans 1a 

1anguθFrancajse ~. GIθmθenzameLθθ'rW1jzlθvoordθgθDθ'n) mθ zIch in dθFranschθTaa1 

bθgjnnen te oeiらEθ'n.Laatstelijk nagezien door D.BOJ¥.任-IOFF，HZ. Negende verbeterde 

Druk. Arnhem， 1851. 

18. Murray， L. Enge1sche Spraakkunst. Met toepasselijke opstellen ter vertaling. 

Ten dienste der scholen en dergenen， die de Engelsche taal， op eene spoedige wijze， 

grondig willen leeren. Zesde Druk， nagezien en verbeterd door F. M. COWAN， Lector 

aan het Gymnasium te Amsterdam. Zalt-Bommel. 1852. 

19. Backer， H. G. BIεlmopte Schets van dθgronden der Neder1andsche Taa~ in 

vragenθ'n an twoorden) ten djenste der 1age1e scho1en. Tweede， vermeerderde en 

verbeterde uitgave. Tiel.刊年不明[序文の日付:den 27.April， 1853J 

20. Beijer， C. J. BIθ'knopte Handleiding tot den Nederlandschen Stij~ of Aanwijzing 

ter vervaardiging van allerlei soort van schr正telijkeopstellen ; ten dienste van Neder-

landers. Derde Druk. Te Rotterdam， 1853. 

21. Brill， W G. Neder1andschθ Spraaklee~ ten ge bruike bりhetonderwijs in de 

lagere scholen. Leyden. 1853. 

※22. W英吉末以典J美作宇田川氏蔵梓妥長凶年丁巳新銭

〔原本 :Enge1schθSpraakkunst vereenvoudigd en tot een-en-twintig Iesson gebragt 

door VERGANI， omgewerkt voor de Hollandsche scholen， door Olivier， Joh. Tweede 

uitgave. Amsterdam， 1853.] 

23. Beel玉， J.van der. Handleidjng ter Bθoefenjngdθ1・EngelSt.ブ'heTaal ten gebrui左e

der Scho1en en ZeJfoefenaarsingerigt door J. VAN DER BEEK， Onderwijzer te Dussen 

en voor het Engelsch onder medewerking van F. M. COWAN， Lector aan het 

Gymnasium te Amsterdam. Eerste Afdeeling : Spraakkunst. Tweede Druk. Utrecht， 

1854. 

24. Beijer， C. J. Bθ'knopte Handleuijng tot dθ'fl Nedθr1andschen StJj~ of volledige 
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aanwijzing ter vervaardiging van schriftelijke opstellen voor Nederlanders， zoo in het 

algemeen als in beroepsbetrekkingen， en gegrond op de redeneerkunde. Vijfde druk. Te 

Rotterdam. 1854. [No.20とは別書]

25.町1，van der ; Schu1d， H. L.悶 N DER PIJL'S Gemeenzame Leerw拘 voor

degenen， die de enge1sche taal beginnen te 1eeren. het enge1sch haar den geroemden 

WALKER， en het nederduitsch haar de heeren WEIL必IDen SIEGENBEEK. Negende 

en vee1 verbeterde uitgave， door H. L. Schuld. te Dordrecht， 1854. 

26. Wei1and， P. NederduiおcheSpraakkunst ten dienste der scholen. Te Dordrecht， 

1854. 

27. Gerdes， F. Nieu~θLθθr阪ijze der Engel皮-:hθTaaJ. Eerste Cursus. Amsterdam， 

1855. 

28. L1oyd， H. E. M'euwe Engelschθ命Iraakkunst.Naar den negenden druk voor 

Nederlanders bewerkt door D. B01任-IOFF，Hzn. Herzien door Dr. M. P. LINDO， 

Leeraar der eerste k1asse b討deKoninklijke Akademie voor de Zee" en Landmagd. 

Vijfde Druk. Te Arnhem， 1855. 

29. Maas Jr.， J. P. van der. Nederlandsche Spraakkunst; bevattende : 1.Zins" 

ontleding. 2.Woordgronding. 3.Spelling en Uitspraak. 4.Woordvoeging. 5.Zinscheiding. 

Amsterdam， 1855. 

30. Sandwijk， G. van. BIθ'lmopteNedθrlandschθ命Iraakkunst.Inhoud: 1. Neder-

1andsche Spraakkunst. II. Redeneerkundige Beschouwing. 1lI .Woordgronding. 

N.Woordvoeging. V. Spe1kunst. VI. Punctuatie. VII. Titels en Opschriften. 

vm.Uitspraakleer. Een 1ees" en leerboek voor de jungd. Te Purmerende， 1855. 

31. Spijkerman， G. Schets van de Nederdui枕 hθ命'raakkunst; geschikt tot 

Geheugen"oefeningen. Te Zwolle， 1855. 

32. Kuijper， G. Bθoginselen Nederlandsche Spraakleer voor schoolgebruik. Vijfde 

Druk. Te Utrecht， 1856. 

33. Mulder， G. C. Nedθ'rlandschθ命'raakkunstvoor Schoolgebl・.uik.Te Arnhem， 1856. 

34. Wees， J. H. van. Jaθ'ine Beoefenende NederlandschθSpraakkunst voor eerst" 

beginnenden. Zesde Druk. Te Brede， 1857. 

35. Murray， L. English Grammalうadaptedωthe different classes of 1earners ; with 

An Appendix containing ru1es and observations， for assisting the more advanced 

students ωwrite with perspicuity and accuracy BY LINDLEY MURRAY. London， 

1861. 

36. Noel， M.， et Chapse1， M. NouvelilθGrammaire Francaise
J 
sur un p1an tr色S

metheodique， avec de nombreux exercices d'orthographe， de syntaxe et de ponctuation. 

Cinquantieme edition. Paris， 1862. 
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37. Quackenbos， G. P. First Book in English Grammar. New York， 1867. 

※ 38. 江戸版『英吉利文典~ The Elementary Catechisms. English Grammar. 6.edition. 

At YEDO. 1867 

※39. Valette， T. G.G. Jaθule MederJandische Sprac~θ1mθ für den Gebrauch in 

Schu~θIn und zum Selbstunterricht. Dritte durchgesehene Auflage. Heidelberg， 1907. 

※40. Valette， T. G. G. Dutch-Conversation Crammar. Londonl Heidelberg， 1913. 

B.英語(含仏文典)

B-1.著述または翻訳英文典

育江戸時代

1. W詰厄未Ij亜語林大成』叙・凡例・尾、本木正栄、文化 11(1814) [r長崎原本『諾厄利

亜輿学小笠~ w諸厄利亜語林大成』研究と解説j 日本英学資料刊行会、大修館書底、 1982

所収]

2. W石蘭語在議』平安普山藤林先生訳述、落川堂蔵板・水玉堂発行、文化 12(1815)[国

会図書館所蔵] (題名は蘭文典であるが、その内容は英語の文法書か)

3. W英文芸言~ (上・下編) 江戸天文方見習渋川敬直訳、天保 11""_'12(1840~41) [杉本つ

とむ編著『英文鑑一一資料と研究~ (ひつじ書房、 1993)所収]

4. W英吉利文典字類』足立梅景編述、慶応、 2(1866) [W日本の英学 100年明治編』

(研究社、 1986、264・267頁)所収]

5. W英吉利単語篇』関成所、慶応二年刊[中表紙 :Book for lnstruction at the schooJ 

Kaiseizio in }らdo.Vol. 1 . First edition. Yedo. Anno 2.Kei -ou.] 

6. W英語婆』石橋政方著、自琢斎蔵版、高延辛酉蔵刻

7. W洋学指針英学部』柳川春三著、柳川氏鶏続堂蔵、慶応 3(1867) [杉本っとむ『江戸

時代蘭語学の成立とその展開~ (早稲田大学出版部、昭和 52、1283-1291頁)所収]

貴明治 1，..._， 9 (1868-1876)年

8. W格賢勃斯英文典直誇』大学南校助教訳、大学南校関版、明治 3年庚午初夏

双 『イ弗語自在』橋爪貫一編輯、誠之堂蔵版、明治三庚午初秋七月

10. W英学構梯J[中表紙の題名は『洋学構梯~J 松岡啓著、好関堂、明治 4年辛未仲秋 [No.17

と同内容]

11. W英文典濁学J(初続・二続)格賢勃斯氏著・戸田忠厚訳、戸田氏蔵、明治4辛未 12月

12. W洋学指針』英学部二編 柴田清照撰・蔵、大和屋喜兵衛発先、明治4年辛未 12月

以『法語階梯挿誇』明治四年歳辛未冬日朝眠傾生記[仏蘭西語]

14. W洋学指針』偽学部全一冊 戸海光徳刊、東京戸津氏蔵、明治壬申(5年)初春上梓
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15. W ピ子ヲ氏著挿謬英文典~ (初編〉 法権木寛員リ訳、雄風館蔵梓、明治5年壬申春二月

刻

16. W英語通~ (初編)金沢学校、明治5

17. W英学教授~ (全) 亜遊居人著、東京書林弘成堂梓、明治5壬申歳孟秋[No.10と同肉容]

18. W英語学捷径~ (針官許誌佐藤氏蔵版、明治5壬申暮春

19. W英学必携~ (上・下) 山田正精訳、東京玉山堂発先、明治 5年壬申歳新離

20. Wピ子ヲ氏通俗英文典』訳者不詳、文泉堂蔵梓、官許明治壬申初夏

21. W英話初歩~ (全) 堀江景宣著、東京書津翰林堂発先、明治 6年 10月

22. W英学新式』海軍兵学寮、出版年不明[だが明治初年頃と推定される]

23. W格賢勃斯英文典挿誇~ (初編) 桂濠・島一徳訳、森終蔵版/小林喜右エ門・鈴木喜

右内発允、出版年不明[だが明治初年頃と推定される]

24. W語学海り案内~ (初編・二編・三編) 英国砲隊士官ブリンクリ氏著、日就社、明治 8[初

編欠本] [No.67、70と同内容]

究明治 10-----19(1877-1886)年

25. W英語愛格一覧』全二冊 目本海軍兵学校教師英国人王堂チヤムブレン氏編述、一

貫堂発允、版権免許明治 12年 4月

26. W元信文典直誇~ (上・下) 英人コックス氏著・東京府平民都筑直吉訳、丸善蔵版

明治 16.1

27. Wピネヲ氏文典濁学字書』今津厚自校関・岐阜県系士族清水房之助訳、土屋忠、兵衛、

明治 16.5
ひとり

28. Wピネヲ氏原書英文典濁案内』 英国ピネヲ氏原著・ 日本東京府平民渡辺五一郎

直訳、東京書庫東生氏蔵、明治 16.11[No.20と同内容]

29. W英語濁学便法J愛媛県系士族片山正行著、博聞社蔵版、明治 16
ひとり

30. W英国文典濁案内~ (全) クワケンボス氏著・新潟懸士族垣上緑挿訳、噺山書房蔵

版、明治 17.8

31. Wブラワン氏英文典直謬』中西範訳、二書房(開新堂・三省堂)蔵版、明治 17.8

32. W文典品位英文指針J広島勝士族田原栄著述、 大平俊章・江草斧太郎干IJ・梅原蔵

版、明治 17.10

33. Wスワヰントン氏英語学新式直誇J宮城県系斎藤秀三郎訳、十字屋錠太郎・日新堂、明

Y台17.12
ひとり

34. W英学玉書濁案内』大阪府平民外川秀次郎編纂、大阪同志出版舎蔵版、明治 18.6

35. W無類捷径英学童子解~ (初編)窓青木輔清編述、同盟会・梅原発先、明治 18.6[二編:

明治 19年 3月 (No.47)] 

36. W懐中英語溺稽古』英人チョークェ一氏原著・日本東京府平民斎田良治先生訳、
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大阪共同出版舎蔵版、明治 18.7

37. W英学入門J東京府平民宮本興晃編、東京銀盤小窓蔵版・イ山鶴堂、小林喜右衛門発

先、明治 18.8

38. W新撰濁学英語自在~ (針 埼玉懸士族安部信恭編輯、東京蒸志堂蔵版、明治 18.9

39. W袖珍英和鴻り案内』渡辺遂編輯、辻本尚書堂、明治 18.9

40. W英語奇11蒙J東京府平氏工藤精一著、阪上汎愛堂発先、明治 18.10

41. Wクワッケンボ、ス氏英文典通り案内』 米国博士レーエッチ、グアリーン、氏校訂・日本

東京府士族高官直太挿訳、榊原友吉出版、明治 18.11

42. W英学入門』宮城懸平民梅原栄造編輯、梅菌堂蔵・楽善堂発允、明治 18.12

43. W英文手引草』英国学士エー・シー・ショワ氏訂正・日本静岡島田実疑著述、明治

18 [佐藤良雄「動詞過去の用語に関する研究JW日本大学創立七十年記念論文集』第一巻・

人文科学編、 1960、783頁}

44. W外交必用正員IJ英語濁学』静岡懸士族勝両信三郎編纂、大東館牧野善兵衛出版

明?台 19.1

45. W英和濁稽古J東京府平氏石井秀j乱編輯、松海庄治郎出版、明治 19.1

46. W英学早稽古J大阪府平民飯田駒吉編輯、大阪梅原市松出版、明治 19.2[No.54， NO.56 

と関内容}

47. W無類捷径英学童子解~ (二編〉窓青木轄清編述、同盟舎梅原発先、明治 19.3[初編:

明治 18年 6月 ([No.35)J

48. W英語濁学軌範~ (全) 山口松五郎訳、東京旭昇堂蔵版、明治 19.3

49. W英語学自在』伴松琴先生関・芝田新兵衛編輯、 京都今J1I内改進蔵鎮、明治 19.4

50. W篭頭挿画正員u英語溺稽古』和歌山懸士族鈴木政男編纂、大阪田中宋栄堂蔵版、明

治 19.5

51. Wブラワン氏英文典文法詳解海り案内』大阪府平民近藤堅三訳出、大阪同志出版社

蔵版、明治 19.5

52. Wヒ。ネヲ氏英文典海り稽古J英国エドワード ホーゲン氏校訂・新潟懸平民伊藤一郎

訳、大阪府平民梅原氏蔵版、明治 19.5

53. W ピ子ヲ氏英文典濁学~ (全〉 愛媛県系平氏玉井矯三郎訳、伊藤誠之堂、明治 19.5

54.W英学早稽古』三重県系平民伊藤末吉翻刻出版、大阪梅原市松出版、明治 19.8 [No.46， 

NO.55と間内容]

55. W万民必携英学自在~ (全) 東京府平氏岡本信抄訳、東京金松堂蔵、明治 19.9

56. W英学早稽古』瀬山佐吉翻刻出版、大阪梅原市松出版、明治 19.11 [No.46， NO.54と

間内容]

57. Wピネヲ氏英文典溺案内』東京府士族萩原孫三郎訳、神戸甲子二郎発先、明治 19.7

58. W文法詳解ブラワン氏英文典釈義J米国ゴールドブラワン原著・日本津田重遠義訳、

大東館蔵版、明治 19.10 [No. 104と間内容]
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59. Wブラワン氏英文典直誇~ (全) 東京府士族記音学士源綱紀訳述、京都府平民的場

文林堂蔵版、明治 19.10

60. Wクワツケンボス氏英文典直謬』東京府平民栗野忠雄訳、開成堂、明治 19.10

61. W文法詳解ヒ。ネヲ氏英文典海り案内』大阪府平民生駒蕃訳述、積善館、明治 19.11
ひとり

62. W英学入門濁案内』東京府士族仁科静太郎編、東京仙鶴堂版、明治 19.11

63. W正則英語自在』大阪府平民青木富士編輯・出版、青木嵩山堂、明治 19.11

64. W新撰英語自在~ (第二版)東京府平民永田義原編輯、瀬山佐吉出版、明治 19.11

65. W英語自由自在』兵庫県系平民 合田常吉編輯、大阪明昇堂書房 明治 19.12

66. W改訂増補英和語学濁案内~ (第四版)井上蘇吉・早矢仕民治編輯、丸善商社書f苫・叢

書閣発允、明治 19.12[初版:明治 14.11]

67. W語学通り案内~ (1，2，3巻) 英国砲隊士官ブリンクリ氏著、文学社版・翻刻出版人滋

賀県系士族門野久太郎、明治 19[No.24， NO.70と同肉容]

68. Wブロヲン氏英吉利文典講義~ (前・後編) 米国グールドブロヲン氏原著、日本織田

純一郎先生校閲・長崎県系平民長野一枝先生講義、日本大阪府平民吉岡氏蔵版、明治

19--....20 

貴明治 20--....29(1887-1896)年

69. W和解纂註英文規範』促) 島田実疑著、篠崎才助・神戸甲子二郎干Ij、明治 20.3

70. W語学海り案内~ (上・中・下) 英国砲隊士官ブリンクリ氏著、岩田錠太郎・石川貴和・

加藤鎮吉版、明治 20.3 [No.24， NO.67と同内容]

71. W文典之鍵J兵庫県系士族塙房次郎著、秀英舎、明治 20.5

72. W英学三書海り案内』大阪府平民佐藤為三郎編輯、山村泰光堂出版、明治 20.5

73. Wスウヰントン氏英文典直誇』東京府士族重田束雄訳、東京合書堂刊行、明治 20.5

74. W正則英語活用全書』富松倍郎纂訳、大阪西野文栄関蔵、明治 20.5

75. W新撰英語通解』網島亀吉編輯兼出版、島鮮堂、明治 20.5

76. W新撰濁学英語通解』網島亀吉編輯兼出版、島鮮堂、明治 20.5 [No.75とは別書]

77. W容易濁修英文典直誇』米国ブラワン氏著・日本東京府士族戸代光大氏訳、東京

大倉書房発允、明治 20.6

78.W警官必携英語学』法学士片山清太郎著・片貝正晋訳解、東京博聞社蔵版、明治 20.6

79. W英和対語懐中英学溺案内』英国ノアワエブスタア著・日本大阪府平氏外川秀次

郎訳述、柏原書屋梓、明治20.7

8α 『ソンメール氏イ弗文典直誇』茨城県系平民平山直道訳、丸善商社書庖、明治 20.7

81. W容易濁修スヰントン氏英文典直誇J京都府士族大島国千代訳、東京書林金刺氏発

先、明治 20.7

81. W英語学大全』京都府平民織田順一郎著・大阪府平民鹿田静七出版、明治 20.7

82. [ピネヲ氏英文典直誇j東京府平民栗野忠雄訳述、東京日新館、明治 20.8

83. W溺学英語初歩』東京府平民木内文友編輯、金寿堂、明治 20.9
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84. ~スワヰントン氏英文典査誇~ (-全) 東京府平民栗野忠雄訳述、東京日新館蔵版、明

治 20.9

85. ~デ、イクソン英文典直課』群馬県士族佐野友三郎訳、攻玉社蔵版、明治 20.9

86. ~正貝Ij挿謬ヒ。子ヲ氏英文典溺案内』広島豚平氏佐藤雄治訳述、吉岡氏蔵版、明治
20.10 

8又『ソンメル氏悌文典猫学』中村秀穂、訳、同盟出版、明治 20.10

88. ~イングリッシ文法主眼』石川燃士族清水正吾著、第三高等学校教諭マスターオ

ブアーツ正七位田村先生序、大阪武書房出版、明治 20.10

89. ~英語入門』西村正三郎著、普及舎蔵版 明治 20.2[初版); 20.9[訂正三版); 20.10 [訂正

四版1

90. ~クワツケンボス氏英文典直誇J 向山県系平氏水津郁先生訳、大阪訳書出版書房、明

治 20.11

91. ~英語玉手箱』東京府士族島田豊編集、東京玉顔堂発先、明治 20.11

92. ~正則英語鴻学自在』和歌山将士族鈴木政男編集、大阪田中宋栄堂出版、明治 20.11

93. ~明治新撰英語濁学』能勢幸次郎編輯、東京磯)11堂書底、明治 20.11

94. ~新撰英語早学J 東京府士族吉津富太郎編輯・出版、関文堂、明治 20.11

95. ~クワッケンボス氏英文典直誇~ (全) 大阪府平民山本栄太郎訳述、東京飯塚栄太郎

校関、大阪大辻文盛堂出版、明治 20.12

96. Wスワ井ントン氏英文典直諜j東京府平民斎藤桂堂〈八郎)訳、松成堂、明治 20.12

97. ~スク井ントン氏英文典直諮J 日本英文学会々長清水泰次郎君序、日本岡山県系平民太

田次郎誇述、京都文港堂発先、明治 21.1

98. W英学濁修指針』 島田美疑先生序文、群馬勝平民生方織衛著述、東京玉顔堂、明

治 21.2

99. Wクアッケンボス氏英文典通り案内~ (全)大阪府平民外)11秀次郎訳、大阪三書房(岡

本仙助・岡島幸次郎・北島長吉)蔵、明治 21.3

100. W六月卒業英学自在~ (全) 独逸国「オルレンドルブJ氏著・日本紅林員方訳、東京

中近堂蔵版、明治 21.4 

101. Wスヰントン氏ニューランゲージレッソンズ産謬~ [中表紙:W英語学新式直誇~ ]愛知県系

士族石川録太郎訳、東京同盟出版書燥、明治 21.5 

102. W正則活用英語濁学大全』大阪東燦種家著、大阪吉間宝文堂、明治 21.6

103. W正員Ij英語濁学自在』和歌山将士族鈴木政男編輯、大飯田中宋栄堂、明治 21.6

104. W文法詳解英文典講義』米国ブラワン氏著・ a本別所富貴訳述、大阪岡本書房、明

治 21.6[ NO.58と間内容]

105. Wスウヰントン氏英文典直誇J(全) 伴野乙弥訳、東京松井氏蔵版、明治 21.8

106. Wクワツケンボス氏小文典溜案内J牛山良助先生校関、梅木正衛先生産訳、東京富

山堂蔵版、明治 21.8 
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ひとり

107. Wスウ弁ントン氏英文典濁案内J浅野イ義三郎訳、東京小)11尚楽堂蔵、明治 21.9

108. Wスゥヰントン氏英文典直誇』岡山県系士族渡辺松茂訳述、大阪積善館、明治 21.9

109. Wすういんとん小文典獄学自在』鈴木重陽校関・秋田勝士族桜田源治訳述、東京林

平治郎刊明治 21.9 

110. W須因頓氏大文典解釈』東京田中達三郎訳述、東京同盟書輯、明治 21.10

111. W英学濁修指針』島田美疑先生序文、群馬勝平民生方織生著述、東京玉顔堂発行、

明1台22.3.

112. W和語小英小文典』佐) 長崎柴田先生校関、厳原長崎県系士族賀島尚太郎訳述、翠

柳堂、明治 22.9

113. W須因頓氏大文典講義』京都平井康五郎訳述、平井金三校関、西京文港堂、明治 22.12

114. W原書全誇スウヰントン氏英文典直語講義』岡山県系士族渡辺松茂訳述、大阪書房積

善館、明治 23.1

115. Wスワヰントン英文典溺案内』柔疑・島田豊訳、東京大倉書居、明治 23.2

116. W容易濁修スワ井ントン氏英文典直語講義』川田駕洋(泰之助)訳述、西川常盤閥、京

都書態文港堂発允、明治 23.7

117.W須因頓氏小英文典講義j(3巻) 佐久間正校関、福井県系湯浅藤一郎・関秀雄合著、

大阪宝文館、巻之-明治 24.6/巻之二:明治 24.8/巻之三:明治 25.2

118. W斯因頓大文典講義j(上・下) 福井県系山形関訳補、上巻:京都田中治兵衛干Ij、

明治 27.7(訂正第 3版)[初版:明治22.7]/下巻:福井品川太右衛門刊、明治 24.9(初版)

119. W英文法講義』佐) 斎藤平治著、東京有明堂、明治 24.12

120. W簡明英文典』松田晋斎編纂、ミューゼ、アム会、明治 25.3 [全英文]

121. W英語教授書j(第一・第二巻)和歌山県系士族陸軍教授寄山元吉編述、苦手山蔵梓、明

治 26.6

122. W英文典』バジル・ホール・チヤムブレン著、共益商社書庖、明治 26.9

123. W初等英文典』菅沼岩蔵著、三省堂、明治 27.2[訂正再販:明治27.5/三版:明治28.1]

124. W教科書濁修用新英語学』内村達三郎編、警醒社書庄蔵版、明治 27.3[原書はヨット・

ノレンゲ、二氏合著 KleineEngh"sche争rachlehre(緒言より)] 

125. W英文法学j(上巻〉井上歌郎訳述、第一高等中学校教授松田為常・篠野乙次郎合校

訂、松成堂、明治 27.5

126. W実験英文典教科書J松木正雄著、金港堂、明治 27.5
(欠字)

127. W英文法詳解j(ス井ントン氏)成口学校講師酒巻貞一郎・士官学校教官金子量太

合著、三河屋書居、明治 28.8

128. W英文法教科書J共益商社著・蔵版、明治 29.6

129. W英語初歩教授書j(全) 和歌山県系士族陸軍教授寄山元吉編述、寄山蔵梓、明治 29.10

[C-1. No. 31の独文典有]

130. W新式英文典教科書』松嶋岡IJ・長谷川哲治合著、東京春陽堂発行、明治 29.11
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131. W英文典問答j(全) 富山房編輯所編纂・蔵版、明治 29

貴明治 30---39(1897'"1906)年

132. W英語学捷径j(バッター氏)清水素IJ忠訳、村上書底、明治 30.1

133. Wスーイントン小文典直語意解』元木貞雄訳、東京書庫榊原文盛堂、明治 30.4

134. W新式英文法規範』中村宗次郎著、東京英語学会、明治 30.6 [C・1.No.39， 45， 72， 73 

の独文典有1

135. W英文法神髄』酒巻貞一郎著、三河屋書応、明治 30.12

136. W新式実用英文法講義』井上歌郎著、後調問、明治 31.4

137. W英語学大全j(前・後編) 松島 問'1・星野久成共編、春陽堂、明治 31.10

138. W邦語英文典』畔柳都太郎編著、博文館蔵版、明治 31.10

139. W邦文英文法精義J宮井安吉著、東京松栄堂、明治 31.10

140. W邦文英文典j(全) 文学士鳴文次郎補訳、富山房、明治 31.11(再販)[初版:明治

31.4J 

141. W通俗英語案内J(通俗百科全書第十編)石川辰之助編、博文館蔵版、明治 31.12

142. W中等英文典J井上十吉著、東京成美堂、明治 31

143. W新編中等英文典J(前・後編) 中原貞七訳、東京三河屋書居、明治 31

144. r英文典教科書j東京帝国大学文科大学名誉教師英国王堂シャムブレン著、

大阪三木書居、明治 32.1

145. r教科摘要新式英語学猫修』一名六ヶ月間達成 松島関IJ先生校関、星野久成論、富士

書房、明治 32.6

146. r正則英語三カ月卒業書』第一高等学校教授文学士杉敏之介君関序、山口燃尋常中

学校教諭井上歌郎君著、東京英語学会蔵版、明治 32.7

147. r邦文t里氏英文典j文学士内海弘蔵訳述、成美堂、明治 32.8

148. r英学初歩J佐藤由三郎編纂、東京図書出版合資会社蔵版、明治 32.9

149. r英学者必携』橋本芳蔵編・発行、武蔵屋・四海堂、明治 32.10
ひとり

150. W意解挿入ねすふいーるど英文典第或濁案内』附練習解答 粟野忠雄訳述、東京青

野文魁堂、明治 33.2

151. r子スフィールド氏第二英文典講義』鶴田久作講述、鐘美堂・渡辺書庖、明治 33.3

152. rねすふいーるど英文典第三巻講義J(4巻) 文学士高山栄一序、喜内芳樹訳述、

金利氏発先、 上・中巻欠/下巻:明治 33.3/続篇:明治 34.3

153.中学校・高等小学校英語教科書用『新案教科書英語教授初歩』山本良吉編、大阪積

善館明治 33.4

154. r英語全科卒業書J船越守中著述、大阪矢島誠進堂発行、明治 33.4

155. rネスフ井ノレド氏英文典巻弐直誇註解J高橋五郎校正・福岡市博多畦田到訳述、

大阪積善舘、明治 33.8
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156. W英文法初歩』斎藤秀三郎著、東京輿文社、明治 33.11

157. W子スフィールド氏第三英文典講義録~(4 巻) 東京英語専修学校教師奈倉次郎訳述、

上原書盾蔵版、 vol.1 :欠/vol.n :明治 33.8/vol. III :明治 33.11/vol.N :明治 34.12

158. W文法大意~ (全) 松島剛口述・東京通信学院筆記、学窓絵談社改称東京通信学院発

行、明治 34.1

159. W新編英文典問答』仁木左右吉編、大阪又問精華堂、明治 34.3

160.W子スフィールド氏第二英文典直誇注釈』奈倉次郎・葛西又次郎共訳、上原書底蔵版、

明治 34.6

161. W英語入門』河嶋敬蔵著述、大阪浜本明昇堂、明治 34.9

162. W英語源案内』附西洋料理法 和歌山県系平民筋師千代市著・干Ij、明治 34.12

163. W最簡最易英語新法~ (2巻) 三原好太郎著述、丸善、明治 34.9

164. W英文典術語集』大阪府師範学校教諭松原秀成著、宝文館、明治 35.4

165. W英語提要』バチェラル、オフ、レタース岡島金禰著、田沼書底、明治 35.8

166. W英文法講義~ (全) 西川巌先生講述、大日本普通学講習会蔵版、明治 37.5

167. W英語濁修自在』酒谷三郎編、大阪岡本偉業館、明治 37.10

168. W文法会話作文英語新編~ (前・後策〉 海軍教授季花山荘著、警醒社書活発允、明

治 37.11

169. W英語早学』井上善之介編輯、京都中村浅吉発刊、明治 38.6

170.W英語海り案内』綴字発音及効初歩 渡辺修二郎撰、内外出版協会、明治 39.1[C-l. No. 60， 

No.69の独文典有]

171. W英文典ダイヤグラム』松浦与三松著、近世社、明治 39.2

172 W教科書濁修用益慕詰~ (文法・会話・読本・字書附) 露国エスペラント協会会員長谷川

二葉亭著、彩雲閣、明治 39.7

173. W英語文法品詞論』文学士高木尚介編纂、東京参文舎・大阪積文社、明治 39.10

安明治 40'"'-'45(1907-1912)年

174. W表説英文典~ (全)(中等教科研究叢書)普通学講習会著、大阪此村欽英堂・精華堂書

底、明治 40.4

175. W英語学捷径』山田時之助著、金刺芳流堂、明治 40.5(増訂五版)[初版:明治36.1]

176. W新式英語熟違法J高橋五郎著、実業之日本社、明治 40.6

177.W中学英文法講義』農学博士鈴木重礼監修、ドクトル・ウッドマン補助、生田弘治(文

学士)・星野久成(開成英語学校々長)・森田米松(文学士)共著、東華堂書底、明治

41.3 

178. W最新問答全書英文典~ (ネスフィールド)嶋村東洋編、修学堂書底、明治 41.4

179. W新英語自修書』土屋詮教発行・編纂、東京、明治 42

180. W新式初等英語濁修』長井氏最著・英語世界編輯部編、博文館、明治 42.11
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181. W教科書用参考中等英文法通解J(全) 英語研究会著(代表者:早稲田大学文学士川

口海三)、深谷書居、明治 44.1

182. W初等英語自修新書j(全) 高橋達雄著述、帝国書院蔵版、明治 44.3

B-2.原典

主な出典は、以下の 5種である。

(l)ENGLISH LINGU1STICS 1500-1800 (A Collection of Facsimili Reprints). 

Selected and Edited by R.C.ALSTON. THE SCOLAR PRESS LIMITED :MENSTON， 

ENGL必ID.1970. [ELと表示]

(2)渡部昇一『英文法史J研究社昭和 40(1965)[文法史]

(3)渡部昇一『英語学史』大修館書庖 1975 [語学史]

(心国会図書館所蔵 f江戸幕府!日蔵洋書J[1日蔵洋書]

(5)南雲堂英語文献翻刻シリーズ[南雲堂]

(6)その他[無表示]

l. L立y，William， and Colet， John. A short in troduc的'flof grammaI; generally ωbe 

used in the Kynges Maiesties dominions， for the bryngynge up of all those that entende 

to atteyne the knowlege ofthe Latineωngue.1549.(羅)[EL] 

2. Bullokar， W立liam.Bref Grammar for E'flgHsh. 1586. [文法史・南雲堂1

3. SalesburぁHe町 y.Grammatica Britannica. Lon白血， 1593.[EL]

4. P.Gr. Gramma白1:aAngHcana. 1594. [文法史]

5. Hume， A1exander. Of thθ Orthographie and Congruitie of必θ品itanTongue. 

1617.[文法史]

6. G辺， Alexander. Logonomia AngHca. 1621. [文法史]

7. Wedderburn， David. A short introductionωgrammaI; Compyled for the 

Instruktion ofYouth， By Publique Authoritie. Aberdene， 1632.(羅)[EL] 

8. Butler， Charles. English Grammar. 1634. [文法史]

9. Jonson， Ben. Engh・'shGrammar. 1640.[文法史]

10. Wallis， John. Grammatica LinguaθAnglicanaθ. 1653.[文法史]

11. Wharton， Jeremiah. ThθEnglish grammar: or， The Institution of Le枕ers，

Syllables， and Words in也eEnglish-Tongue. London， 1654. [EL] 

12. Wilkins， John. An Essay Towards a ReaJ αaracteI; And a Philosophical 

Language. London， 1668.[EL] 

13. Miege， Guy. The English grammar ; or， the Grounds， and Genius of the English 

Tongue. London， 1688.[EL] 
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14. Clare， Wi山am.A Complete砂stemof Grammar English and Latin : wherein 

That Most Excellent Art is Plainly， F.ully and distinktly Taught， and praktically 

Manag'd thro' every Part thereof. London， 1690. [EL] 

15. Aickin， Joseph. Thθ English Grammar: 01; Thθ English Tongue RIθducedω 

Gramma白~caJRules: Containing The Four Parts of Grammar， viz. Orthography， 

Etymology， Syntax， Prosody， or Poe廿y.London， 1693.[EL] 

16. Browne， Richard. The English Sclool Reformed London， 1700. [EL] 

17. Sewel， Willem. Beknopt Tkrtoog wegens de Engelsche命'.raakkonst.1708 ; 1749 ; 

1766. [和蘭語原典 NO.1.及びNO.2所収][18蔵洋書]

18. Gildon， Charles， and Brightland， John. A Grammarofthe Engliめ Ton♂le，With 

Notes， Giving the Grounds and Reason of Grammar in General. To which is added， A 

New Prosodia ; or， The Art of English Numbers. London. 1711. [EL] 

19. Greenwood， James. An Essay Towards a Prac臼r:alEnglish GrammaJ; Describing 
the Genius and Nature of the English Tongue. Giving Likewise， A Rational and Plain 

Account of Grammar in General， with a familiar Explanation of its Terms. London， 

1711.[南雲堂}

20. Turner， W辺iam.A Short Grammar for thθEnglish Tongue. London.1711.[語学史1

21. Maittaire， Michael. ThθEnglish Gr.ιmmar : Or an Essay on the Art of Grammar， 

Applied to and Exemplified in the English Tongue. London， 1712. [南雲堂}

22. Shirley， James. An Essay towords an Universal and Rational Grammar ; 

Together with Rules for Learning Latin， in English Verse. London， 1726.[EL] 

23. Duncan， Daniel. A New English Grammar， Wb.erein the Grounds and Nature 

ofthe Eight Parts ofSpeech， And their Consなuktionis explain'd. London， 1731. [EL] 

24. Collyer， John. The General Prinαiples of Grammar ; Especially Adapted to the 

English Ton伊 e.With a Method of Parsing and Examination. For the U se of Schools. 

Nottingham. 1735. [EL] 

25. Dilworth， Thomas. A New GuiaθTo thθEnglish Tongue In Five Part. 13th ed. 

London， 1740. [南雲堂]

26. Harris， J ames. Hermes: or， a Philosophical Inquiry Concerning Language and 

Universal Grammar. London， 1751.[EL] 

27. Kirlζby， John. A New English合 '/lIllmar: or， Guide ωthe English Tongue. 

London.1745.[EL] 

28.A仇 Ineraland Rational Gramma1; Containing the Fundamental Principles ofthe 

Art of Speaking， Explained in a clear and natural mannar.明在ththe reasons of the 

general agreement， and the particular di偽 rencesof languages. London， 1753. [Port 

Royal grammar (Paris， 1660)の英誇版][EL] 
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29. Gough， James. A Prak白~cal Grammar of thθEnglish Tongue. Containing The 

most material Rules and Observations for understanding the English Language well， 

and writing it with Proprie勾T.Dublin， 1754. [EL] 

30. v¥もite，James. English verb: a grammatical essaぁInthe Didactive Form. London， 

1761. [EL] 

31. Buchanan， James. ThθBritish Grammar: or， an Essay， In Four Parts， Towards 

Speaking and Writing the English Language Grammatically， and Inditing Elegantly. 

For The Use of the Schools of Great Britain and Ireland， and of Private Young 

Gentlemen and Ladies. London， 

1762.[南雲堂1

32. Lowth， Robert. A Short Introduc的 nto Engh'sh Grammar : with Critical Notes. 

London， 1762. [EL] 

33. Priestley， Joseph. A course of lectures on the thθ0ヴ oflanguage and Universal 

Grammar. Warrinがon，1762.[EL] 

34. Ash， John. Gr，丘mma白;calInstitutes ; or， An Easy Introduction to Dr.Lowth's 

English Grammar， Designed for the U se of Schools， And to lead Young Gentlemen and 

Ladies into the Knowledge of the rnst Principles of the English Language. London， 

1763. [EL] 

35. Ward， William. An Essay on Grammm; as it may be applied to the English 

language. London， 1765.[EL] 

36. Lowth， Robert. A Short lntroduction to Engli油 Grammar: with Critical Notes. A 

New Edition， Corrected. Dublin， 1769.[南雲堂]

37. Fenning， Daniel. A New Gramma.r ofthe English Language ; or An Easy 

Introduction To the Art of Speaking and Writing English with Propriety and 

Correc阻ess: The Whole laid down in the most plain and familiar Mannar， and 

calculated for the U se， not only of Schools， but of Private Gentlemen. London， 

1771. [EL] 

38. Peyton， V. J. Les Elemens de la Langue Angloise. The Elements of the English 

Language.…A new Edition revised， correkted and enriched with m釦 ynew Rules 

and Remarks， very proper初 removethose Difficulties that stiU retard the Progress of 

Foreigners. 2 .edition. London， 1776. (東京学芸大学図書館所蔵)

39. Harrison， Ralph. Ins白~tutesof English Grammar. λ1anches~θ11; 1777.[EL] 

40. Fell， John. An Essay towards an Engh'sh Grammar. With a Dissertation on the 

Nature and peculiar Use of certain Hypothetical Verbs， in the English Language. 

London， 1784.[EL] 

41. Webster， Noah. A Grammaticallnstitute) of the English Language) comprising， 
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An easy concise， and systematic Method of Education， Designed for the U se of English 

Schools in America. In Three Parts. Part II. Harぜbrd，1784. [EL] 

42. U ssher， George Neville. The Elements of Engli油 Grammt11;methodically 

arranged for the Use of those who study English grammatically without a previous 

Knowledge of the Learned Languages : and illus仕atedby Rules and Lessons of Parsing 

adapted to the Capacities ofYoung Beginners. Glocester， 1785. [EL] 

43. Beattie， James. Disserta的 IJlSMoral and αゴ白rcal， On Memory and imagination. 

On dreaming. The也eoryof laguage etc. London， 1788. [語学史]

44. Coote， Ch訂 les.Elementsof必eGrammarof必θEnglishLanguage. Written in a 

familiar style : accompanied with notes critical and etymological ; and preceded by an 

introduction， tending to illus位a飴 thefundamental Principles of Universal Grammar. 

London， 1788. [南雲堂]

45. Pickbourn， James. A Dissertation on必θEngh池路rb; principally intendedω 

ascertain the precise meaning of its tenses…to which is added an appendix on French 

and Latin participles. London， 1789. [語学史]

46. Fogg， Peter Walkden. Elementa Anglicana ; or， the principles of English 

Grammar displayed and exemplified， in a method entirely new. Vol.1. Sωckport， 

1792.[語学史1

47. Murray， Lindley. English Grammar， adapted to the different classes of Learners. 

With an Appendix， containing Rules and Observations for promo世ngperspicuity in 

Speaking and Writing. York， 1795.[EL] 

48.モルレイ氏著『英吉利小文典J(推定額刻年:慶応2，._， 3) : Murray， Lindley. 

Abridgment 01 Murray's Engh"sh Grammaz; with an appendix， containing an 

exemplification of the parts of speech. Designed for the use of the younge坑 classof 

learners. (Yor k， 1797)の翻刻本[翻刻版の定本は 79版， P位 is，1835と推定][南雲蛍

49. Sedger， John. The Structure 01 the English Language ; exhibiting an easy and 

familiar method of acquiring a grammatical knowledge of its cons抵抗lentp位 ts.London， 

1798. [EL] 

50. Locke， Willem.命liegelder Engelsche Taal， 01 des Btudents VJie伊 yzer; Mirror of 

the English Language ; or， Student's Guide. Rotterdam， 1801.[1日蔵洋書]

51. Johnson， Samuel. A Grammarol必θEnglishTongue... with notes by the rev. H. J. 

TODD. London， 1827.[南雲堂]

52. Hamelberg， H. A. Beknopte Engelsche Bpraakkunst; bevattende de hoofdregeln 

der Engelsche Taal， opgehelderd door voorbeelden en gevolgd van een aan句lopstellen

飴rωepassingin het Engelsch en Nederduitsch. Te Dordrecht， 1845. [18蔵洋書]

53. Brown， Goold. The grammar 01 Engb"sh grammar， with an introduction hisωrical 
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and critical. 10.edition. New York， 1851. 

54. Murray， Lindley. Engelschθ命'raakkunst. Met toepasselijke opstellen ter 

vertaling. Ten dienste der scholen en dergenen， die de Engelsche taal， op eene spoedige 

wijze， grondig willen leeren. Zesde Druk. Nagezien en verbeterd door F. M. COWAN. 

Zalt-Bommel， 1852.[1自蔵洋書]

55. W英吉利文典』 美作宇田川氏蔵梓、会訟5曲年了巴新鱗 [Engelsche命lJ"aakkunst，

vereenvoudigd en tot een-en-twintig lessen gebragt door VERG必~omgewerkt voor de 

Hollandsche scholen， door J. Olivier， Joh.(Tweede uitgave. Amsterdam， 1853)の翻案tl版。

56. Beek， J.van der. Hand1eidiロ'gter BIθ0θf加ingder Engelsche Taa1， ten Gebruike 

der Scholen en Ze]foefenaars，… en voor het Engelsch onder medewerking van F. M. 

COWAN. Tweede Druk. U仕echt.1854.[1日蔵洋書]

57.町1，van der. ; Schuld， H. L.悶NDER PIJL'S Gemθθ'nzameLθθr同海 v∞r

degenen， die de engelsche taal beginnen te leeren. het engelsch haar den geroemden 

WALKER. en het nederduitsch haar de heeren WEILAND en SIEGENBEEK. 

Negende en veel verbeterde uitgave， door H. L. Schuld. te Dordrecht， 1854. [1日蔵洋書]

58. Gerdes， E.λTieuWiθLeer>>ψze der Engiθ'lschθTaal. Amsterdam， 1855.[1日蔵洋書]

59. Lloyd， H. E. NieuWiθEngelschθSpraakkunst. N aar den negenden druk voor 

Nederlanders bewerkt door D. BOMHOFF， Hzn. Herzien door Dr. M. P. LINDO. 

Leeraar der eerste klasse b討deKoninklijke Akademie voor de Zee-en landmagd. 

Vijfde Druk. Te Arnhem， 1855.[1日蔵洋書}

60. Murray， Lindley. English Grammm; adapted to the different classes of learners ; 

with An Appendix containing rules and observations， for assisting the more advanced 

students ωwrite with perspicui句Tand accuracy BY LINDLEY MURRAY. London， 1861. 

[1日蔵洋書]

61. Bailey， Rev. R. W English Grammar: a si，mple concise， and comprehensive 

Manual of The English Language. Designed for the use of Schools， Academies， and as a 

book for general reference in the language. 10th ed. Philadelphia， 1866. 

62. Quackenbos， G. P. FirstBookinEnglish Grammar. NewYork，1867.[1日蔵洋書]

63.江戸版『英吉利文典.JJTheElementary Catechisms. English Grammar. 6.edition. At 

YEDO.1867 

64 ピ子ヲ氏原板『英文典』雌三年五月新刻、尚古堂発免 [Pinn肌 English

Grammar. (出版地と干リ年不詳)の翻刻版]

65. Hart. John. S. A Grammar ofthe Engh'sh Langua~θ.P恒ladelphia， 1874. 

66. Brown， Goold. The first lines of English Grammar ; being a brief abstract of the 

authors larger work， the “Institutes of English Grammar." Designed for young le位 ners.

New York. 1875. 
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67. Swinton， W. Language lessons : an Introductory Grammar and Composition 

for Intermediate and Grammar Grades. New York， 1876. 

68. Matzner， Eduard. Englische Grammatik. 3te Auf1age.3 Theile. Berlin， 1885. 

69. Sweet，Henry. A New English Grammar Logical and Hisωrrical. Part 1 : 

Introduction， Phonology， and Accidence. Oxford， 1891. 
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70. Davenport， Herbert， and Emerson， Anna M. Thθprinαfples of Grammar ; an 

Introduction to the Study ofthe Laws ofLanguage by the inductive Method. New York， 

1898. 

71. Curme， George O. Parts ofSpeech and Accidence. Boston ; New York ; Chicago ; 

Atlanta ; San Francisco ; Dallas， 1935. 

C.独逸語

C-1.著述または翻訳独文典

安明治 1~ 9 (l868~ 1876)年

1. W濁逸初学必携~ (全) 宮口高敬著、東京文苑関梓、刊年不明[明治初期と推定]

※2. W濁逸捷径七ツ以呂波』森田靖之著、文苑閣、明治4

3. W濁逸学入門~ (上・下) 一一一¥中外堂、明治4

※※4. W普語婆~ (巻之一・二) 中村雄吉訳、東京万笈関、明治4

5. W濁逸単語篇註解』前田利器訳、愛智館、明治4

6. W濁逸単語篇和解』中村}I慎一郎、万笈関、明治4

7. W濁逸作文階梯~ (巻之一)挙山散人著、誠之堂、明治 5年 5月

※※※8. W横文字濁学』濁逸学之部(初編) 青木輔清訳、東京中村氏蔵版、明治5

9. Wカドリ一氏原著濁逸文典直誇~ (上一・二)中村雄吉訳、誠之堂、明治 5年 5月

10. W猫逸話学初歩~ (初編) 鈴木孝之助訳述、愛知田原町・いろは亭、明治 5年 10

月 [カドリ一氏?]

なお、この時期は、前時代の和蘭語に倣って英・独・仏語問で向趣の語学書が書かれているので、参考

までにここに挙げる。ひとりの筆者が二か国語の文法書を書くのも珍しくない。

* ~仏学捷径七ツ以呂波』 橋爪貫一著、出版社不明、明治3

『英学捷径九体以呂波』 橋爪貫一校訂、青山堂、明治4序

『英学捷径七ツ以呂波』 仁科静太郎編、喬木和介刊、明治 24，5

* * ~蛮語婆』 森島中良著、弘化4

『英語婆~ (巻 1，2) 石橋政方著・中山武和校訂、椀屋喜兵衛刊、万延 2[和蘭語 NO.48、英語

No. 6] 

参考文献



使用文法書独逸語

『仏朗西熟語築』渡六之介著、大阪・河内屋源七郎、明治 3

『英語婆~ (改正増補)3冊 ト部訳、戸沢光徳、刊、明治 5-6

476 

おし

***W横文字濁学』英学之部(初編) 青木東江(輔清)著、紀伊国屋源兵衛、忍藩洋学校蔵版、明治4

同 (三編) 青木東江(輔清)著、中外堂、明治5

『英吉利語学便覧~ (初編) 青木輔清編、埼玉・行田町青木輔清刊、明治5，1
おし

『英文典便覧』 青木輔清編述、忍県洋学校版、明治4

『無類捷径英学童子解~ (初編) 青木輔清編述、明治 18[英語 No.35]

F洋学指針』蘭学部 柳川春三著、柳川氏蔵、慶応 3[和蘭語 NO.53]

『洋学指針J英学部(初編) 柳川春三著、柳川氏蔵、慶応3[和蘭語 No.54;英語 No.7]

『洋学指針』英学部(ニ編) 柴田清照編、大和屋喜兵衛、明治4，12[英語 No.12]

『洋学指針』仏学部 戸沢光徳、著、戸沢光徳刊、明治5[英語 No.14]

『洋学構梯(英学構梯)~ 松関啓著、京都・小)11金助、好関堂蔵版、明治4，8[英語 NO.10]

貴明治 10 '"'-' 1 9 (1877-1886)年

11. Wセーフェル氏文典直誇』多賀貫一郎訳、競英堂、明治 13年

12. W濁逸作文要略J(第一之部) 共研学社纂訳・蔵版、明治 15年 2月

13. Wセーフェル氏原著濁逸文典直誇J(文章論全) セーブエル著・小山篤叙訳、出版者不

明明治 16.5

14. W猫逸文法措梯J(前篇) 平塚差二郎編、荒)11邦蔵刊、明治 16[全文ドイツ語]

15. W濁逸文法措梯J(後篇:文章学)和歌山県系平民平塚定二郎編輯、山口懸士族荒)11邦

蔵出版、明治 17

16. W濁逸文法海り稽古J栗田餓三郎編集、誠之堂、明治 17.11

17. W挿誇奇11解濁逸文典指針』セーブェル氏原著・的場素一挿訳、同志存版(競英堂)、明

治 18.3

18. Wシェーフェル氏濁逸文法濁学』長谷川辰二郎筆記・平塚定二郎口訳、亀井忠一・大平

俊章子Ij、明治 18.8

19. W濁逸語学初歩』平塚定二郎編、丸善、明治 18.10[初版:明治 14.1J

20. W挿諜注釈シェーフェル氏濁逸文典 一名実用濁案内J(前編) 神奈川県系平民馬島珪

[奥付きでは珪之介]挿訳、伊藤誠之堂、明治 19.5[No.25とペア]

21. W濁逸文法措梯説明J(前篇之部)平塚定二郎講述・刊、明治 19.6

22. W邦語濁逸文典J(第一篇) 徳永富・大村久賀太郎著、何千Ij、南江堂、明治 19.9

貴明治 20'"'-' 2 9 (1887-1896)年

23. W濁文組立法』糟谷鍵治郎氏纂訳、尤盛堂蔵版、明治 20.3

24. W濁逸学方針J(完) 笠原親文・石川康雄編著、第一高等学校御雇教師ドクトル、ワル

ツ先生校訂、石川康雄子IJ、明治 20.9
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25. ~挿語注釈、ンェーフェル氏濁逸文典 一名実用独案内j(後編)馬場珪挿訳、伊藤誠之

堂、明治 21 [No.20とペア]

26. ~英濁両語双学自在j (全) 文学士辰巳小次郎著、吉岡書籍底、明治 21.7

27. ~改正増補濁逸小文典』原口隆造編輯・礼蔓先生閥、春来日堂蔵版、明治 22 [全文ド

イツ語]

28. ~改正増補濁逸小文典略』原口隆造編・礼蔓関、京都春和堂、明治 22.9 (第 2版)

29. ~英濁仏語濁修誌j r濁語之部J(No.1-9) ワイリヤム・スワヰトマン著、欧文出版、

明治 22'"'-'23 [全文ローマ字表記]

30. ~改正増補濁逸小文典誇解』田中康二訳述、京都春和堂、明治 23

31. ~濁逸学捷径j (全) 和歌山県系士族陸軍教授寄山元吉著、寄山蔵梓、明治 24.5

[B-1. No. 129の英文典有]

32. ~、ンェーフェル文典解釈j (上・下) 嶋約翰訳、 京都文港堂出版、 明治 27.8

33. ~濁逸文法教科書j (全) 大村仁太郎・山口小太郎・谷口秀太郎合著、独逸学協会出版

部蔵版、明治 27.9

34. ~濁逸文典j (詞論) 岡山医学専門学校教授医学士高橋金一郎著、独逸話学校蔵版、

初版(上・下):明治 27[合本版、明治 36.9J

35. W濁逸文典~ (文論) 高橋金一郎著、岡山高橋金一郎刊、初版(上・中・下):明治 28.12

[詞論と文論の合本版、明治 36.9J

36. ~濁逸作文の枝折』竹仙小史訳、南光堂蔵版、明治 28.10

37. ~濁逸語学階梯j (第一)第一高等学校独逸文学科教員編、南江堂、明治 29.6

38. ~教科用自修用濁逸語学階梯j (上巻) 賀来熊次郎編、南江堂、明治 29.6

女明治 30'"'-' 3 9 (1897-1906)年

39. ~新式濁逸話自修法』中村宗次郎著、東山堂 明治 30.3[B-1 No.134の英文典有り]

40. ~教科用自修用濁逸語学階梯案内』第五高等学校教授賀来熊次郎篇、南江堂、明

治 30.5

41. W新撰猫修濁逸文法指針~ (上・下)穴戸深蔵・栗原保次郎合著、東京書慰金刺氏発

刊、明治 30.6

42. ~三谷猫逸文典j (詞学・文章学) 第五高等学校教師三谷金女三著、丸善株式会社、

明治 30.9

43. ~濁逸作文錦議j (完) 山田端夫編纂、南江堂、明治 30.9

44.※『新編濁逸語濁修』マストル、オフ、アーツ・陸軍大学校教授山口造酒編、東京増

子屋書庖、明治 31[第 10版:東京岡崎屋書底、明治 36.9J

45. W新式濁逸文法詳解』中村宗次郎著述、東山房書房蔵版、明治 31.10[No.72と同内容]

46. ~実用濁逸語学j (全5冊)辻高衡編、独逸語学雑誌、社蔵版、明治 32.8'"'-'37

47. ~濁逸作文早わかり ー名濁逸作文自修書j(第萱)中台重約編輯、六合館、明治 33.1
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48. W和文濁誇濁逸作文濁修J鷲山弥生著、誠之堂、明治 33.1

49. W邦語濁逸文典』文学士青木昌吉編、東京博文館蔵版、明治 34.1[No.54とペア]

50. W濁逸文法詳解J石井賢治著、四海堂、明治 34.1

51. W簡明濁逸文典J陸軍教授薗吉直蔵著、南江堂、明治 34.4

52. W和文濁謬練習』独逸文学雑誌社編、明治 34.9

53. W高等濁逸文法析義~ (前篇一) 水野鉄次郎著、独逸学講習所蔵版、明治 34

54. W邦語濁逸文典~ (文章論)文学士青木昌吉編、東京博文館蔵版、明治 35.3

55.※※『邦語濁逸文章論』青木昌吉編、博文館、明治 35.4(帝国百科全書第 82編)

56. W受験応用濁逸作文詳解J岡倉一郎著、金利芳流堂、明治 36.2

57. W濁逸語濁修書』藤井信吉・進藤厳著、富山房、明治 36.9

58. W濁逸作文教科書~ (全)清水載四郎・三並良合著、独逸語学雑誌、社、明治 36.9

59. W濁逸文法屈曲変化一覧表』東京外国語学校教授水野繁太郎校関・田中練太郎編纂、

南江堂書底、明治 36.10

60.W初学自修濁逸語速成』渡辺修二郎撰、大修館、明治 36.12 [Nn.69と間内容:8-1. No. 170 

の英文典有1

61. W日本学生用実用濁逸文法書』藤山治-・司馬亨太郎共編、南江堂、明治 37.1

62. W新撰濁逸文典問答』文科大学生藤井憲編、東京博文館蔵版、明治 37.6

63. W濁逸文法認学詳論』三瀦信三著、哲学書院、明治 37.12

64. W猪逸文章学』東京外国語学校教授水野繁太郎・田代光雄共著、丸善 明治 38.6

65. W濁逸語必携~ (第一輯)斎藤基・安田登共著、兵林館、明治 38.8
ひとり

66. W濁逸語学濁案内』高浜三吉編、岡崎屋書庖・松栄堂書j吉、明治 38.11

67. W和文濁誇之基礎』中村雅次郎編纂、鍾美堂、明治 38.11

* w新撰仏蘭西語調修~ (増子屋、明治 33，5)の著書有。

* * w邦語英文典J畔柳都太郎編、博文館明治 31.10(向全書第 15編)

『邦語仏蘭西文典~ (上下) 松井知時編、博文館、明治 35(向全書第83，84編)

貴明治40 ~ 4 5 (1907--1912)年

68. W和文濁謬法J水島満寿橘著、東華堂書底、明治 40.5

69※『濁逸語習案内』渡辺修二郎著、内外出版協会、明治 40.6[No.60と間内容]

70. W実用濁逸文典~ (上・下)青木昌吉著、東京博文館蔵版、明治 40.8

71. W濁逸文法講義J志賀光雄・水島満寿橘共著、東華堂、明治 40.10

72. W正則濁逸文法講義』中村宗次郎著、修学堂、明治 41.10(新撰百科全書第69編) [No.45と

間内容]

73. W正則濁逸話濁修J中村宗次郎著、修学堂、明治 41.10(新撰百科全書第 70編)

74. W系統的濁逸話学~ (第一巻)竹内楠三著、独イ弗英語会、明治 42

75. W濁逸文法要綱~ (前編)雪間重太郎著・刊(訂正第2版)、明治 42.10
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76. W濁逸文法原理』二宮哲三著、精華書院、明治 43.6

77. W濁逸新文典j(上・中・下)早稲田大学教授法学士三瀦信三・帝国大学独文科専攻文

学士多久安美共著、東京東海堂、明治 43.10

78. W濁文階梯直誇溺案内J訳者不明、精華書院、明治 44.12

* w英語濁案内』 内外出版会(明治 39，1)の著書有り。

育大正(1912)以降

79. W濁修用教科用濁逸語入門』高木敏雄編、吐鳳堂書底、大正2

80. W濁逸文法辞典』片山正雄著、博育堂、大正8

81. W濁逸語教科書』第一輯 文学士上村清延、大正8

82. W粕谷濁逸自修文典』粕谷異洋著、慶文堂書局、大正 13

83. W新式濁逸話変化及不規則動詞表』古賀新泉編、大阪昭参社、昭和 3.4

84. W自修新ドイツ文典J山田幸三郎著、太陽堂、昭和 6

85. W新ドイツ語文法教程』関口存男著、三省堂、初版 1932;第4版 1980

86. Wドイツ震文典j桜井和市著、第三書房、昭和 25; 45 

C-2.原典

Nr.1. '""8.および 10.はバイエルン州立図書館 (BayerischeStaatsbibliothek)所蔵。

Nr.11.'""14、16.'""22.は国会図書館所蔵。 Nr.9，12， 15.は筑波大学中央図書館所蔵。

1. Oelinger， Albert.均 derrichtder Hoch Teutschθn~分lJ"aach: GR必倒ATICASev 

Institvtio Verae Germanicae linguae， in qua Etymologia， Syntaxis & reliquae partes 

omnes suo ordine breuiter tractantur. S位aβburg，1574. [本文は全部ラテン語]

2. Kromayer， Johannes. D，θudtzschθGramma白'cazum neWlθHλ1ethode dθ'rJuglθ'fld 

zum besten zugerichtet. Weymar， 1618 ; rpt. Hildesheim， 1985. 

3. Gueintz， Christian. D，θu tscher SprachlehrθEn twurf Gedruckt zu Cothen im 

Furstenthume Anhalt. 1641 ; rpt. Hildesheim， 1978. 

4. Pudor， Christian. Der Teutschen 命rracheGrun企'jchtigkeit/und ZierJjchkeit. 

Oder Kurtzte Tabellenl Darinnen gewiesen wirdl wie man nicht allein grundrichtig 

Teutsch reden/und schreiben: Sondern auch wie man eine einfaltige Teutsche Redel 

durch zierliche Versetzungl Verwechselung I Erweiterung I Zusammenziehung I und 

rechtmasige Verschmachungl ausschmucken konne : Aus vielen Teutschen Rednernl 

und Poeten zusammen ge仕agenl...Collean der Spree/...Im Jahre 1672. ; rpt. Hildes' 

heim， 1975. 

5. Aichinger， Karl Friedrich.路'rsucheiner Teutschen SprachlehreJ anfanglich nur 

zu eignem Gebrauche unternommen， endlich aber， um den Gelehrten zu fernerer 
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Untersuchung Anlaβzu geben， ans Licht gestellt. Frankfurt und Leipzig， 1754. 

6. Gottsched， Johann Christopf. Vollstan泊註θ'reund NeuerJauterte Deutsche 

命'rachkunst.Leipzig， 1762. 

7. Adelung， Johann Christopf. [届stぉdJichθsLehrgebaudθder Deutschen 

480 

争'rachθzurErJauterung der Deutschen 命~achlehrefur SchuJen. 2 Bande. Leipzig， 

1782. 

8. Schmitthenner， Friedrich. AusfuhrJiche Teuお'CheSprachlehre， nach neuer 

wissenschaftlicher Begrundung， als Handbuch釦rGelehrte und Geschaftsleute und als 

Commental der seine kleinern Lehrbucher. Frank五rrta.M.， 1828. 

9. Bauer， Heinrich. VoJJstandige Gramma此 derneuhochdeu tschenゐ'rache.

3 Bande. Berlin， 1830. 

10. Heyse， K.W. L. Dr.JG.A.H台ysぬ ausfuhrhchesLehrbuch der deutschen命'rache.

4 Bande. 5.Ausg. Hannover， 1838. 

11. Bomhoff， D.， und Zoon， H.防JJst租 digesdeutsch-hoJJandisches Taschenworter-

buch， nach den besten Quellen. Leyden，欠年[序文の日付は 1846]

12. Becker， Theodor. Lei凶 denfur den ersten Un terrich t in dθrdeutschen 

ゐ~achlehre. 8. Aufl. Frankfurt am M出n，1864. [初版は 1833;表紙にく明治九年納

付>の朱印とく議官従四位中島信行>の墨書有]

13. Gurke， Gott仕ied.Deutsche Schulgrammatik. 5.Aufl. Hamburg， 1870. 

14. Adler， J. G. OJJendorff匂Newλfethodof JearningωHead， 形 ite，and Speak the 

German Language， to which is added a systematic outline of German gramm位.New 

York， 1871. 

15. Kaderly， Jakob. Lθ'hrbuch der dθutschen命trachefur die hohernαassen der 

kaiserJichjapanischen Akademie DAI GAK必仏TKOTokio inみtpan. Mit Beruck-

sichtigung der meisten Neuerungen.... 2.Auf1. 1878.明治十一年四月、翻刻出版人中)11 

忠明

16. Heyse， K.W L. Dlてよ G.A.Hey.卵診deutscheSchulgr.丘mma丘koderkUl写 -efasstes

LeJnね chdθrdθutschen命'rache，mit Beispielen und Ubungsaufgaben. 

23.verbesserte Au.f1age. Hannover， 1878. [第8版:Magdeburg， 1828.] 

17. Schafer， Edmund. Leitiをdenbeim Unttθ'rrlch te in der deutschen命rachθ危rdiθ

un teren K1assen hoherer LeJn加 stalten.Tokio， 1882. 

18. Lehmann， Josef. Leitfamθnfurden Unterrichtin derdeutschen Gramma佐治r

Burgersch ulen. 5.revidierte Auflage. Prag， 1883. 

19. Engelien， Au♂1St. Leitfaden fur den deutschen Sprachunterricht. 3 Bande. 

Berlin. 1 .Teil:Fur die Unterklassen.1885.(第 73版)[第3版:1877J ; 11 . Teil : Fur die Mitteト

klassen.1886. (第 36版); ID.Teil : Fur die Oberklassen.1884.(第 5版) [<明治廿年十二
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月九日文部省交付>の朱印有]

20. Wilmanns，Wilhelm. Deutsche Schulgrammatik nebst Regeln und防匂rter-

verzeichnis fur dJ"e ~θutsche Rechtschrei加 ngnach der am th・chenFestsetzung. Hrsg. 

von H. Poppelrenter und W Wilmanns. 2 Teile. 6.umgearbeitete Auflage. Berlin， 

1885. 

21. Lyon， 0抗0，und Polack， Paul. Handbuch der ~θutschen 命'rachθ für

Praparandenans臼ltenund Semin8rlθ. Mit Ubungsaufgaben. 2.Auf1. in der neuen 

Rechtscbreibung. Leipzig und Berlin， 1903. 

なお、以下のものは国内にでもバイエルン州立図書館にでもその所在を確認・閲覧でき

なかったものである。参考までに書名を列挙する。[以下、アルファベットJI関

(22) Bernhardt， F. K. Elementarbuch der ~θutschen 命'rache) oder Anleitung und 

methodisch geordneter Stoff zu deutschen Sprech= Lese=， und Recitir=Uebungen. 

Koblenz : Holscher. 1828. 

(23) 一一一一一.Deutsche Grammatik .fur den hδ>hern Schuluntθ'rrich t Frankfurt 

a.M. : Hermann， 1825. 

(24) Hahn， Karl Fr. PopuJare deutsche命Irachlehre.Mit einer Vorrede von K. H. L. 

Politz. Dresden : Hilscher， 1801. 

(25) Hartung， Aug. Anleitung zum rich均enGebrauch der deutschen命lJ*achein 

erlauternden Bei.弓pielen.Nicolai， 1813. 

(26) ・一一一一.路IJ*suchθ'inerldθ'inen deutschen ゐ'rachlehrθ 危r~θ'D erstenAn危nglθ1て

1806 ; 2. Auf1.1816 : 3. Auf1. 1823. Reimer， 

(27) …一一一.Deutsche 命lJ*achlehremr hohθIre Schulen. 1790 ; 5. Ausg. Lange， 

1806 ; 7. Auf1. Dummler， 1821. 

(28) Heidelberg， H. Elemen targrammaほ dθIJ*dθutschen命Irachθmrdie unおIren

Gymnasial= und Rea1klassen) fur Burger= und hδhθlJ*e Tochtθ'rschuJen. Celle: Capaun= 

Karlow'sche Buchhand1ung， 1858; 2. verbesserte Aufl.1864 ; 3， 4， 5. verb. Aufl. 

Celle低oburg): Karlowa， 1870・75;6. verb.Aufl. Koburg: Karlowa Verlag， 1878; 7. Auf1. 

Mit Berucksichtigung der neuen Orthographie sebr verbesserte und vermehrte 

Auf1age. Koburg:Karlowa， 1881;8. verb.Auf1. Koburg:Karlowa undBerlin:Weidm阻止

1888 ; 9. sehr vermehr飴 Aufl.Berlin: Weidmann， 1898 ; 10. verb. Auf1. 

Besorgt von Carl Wagener. Berlin : Weidmann， 1903. 

(29) Heinsius， T. Neue deutschθSprachlehre) besonders zum仇 brauch in Sch ulen. 

3 Theile. 1801・2;2.Auf1. 1814;4. Ausg. in 3 Theilen. Leipzig:Er. Fleischer. 1821.(2. u.3. 

Theil. Auch unter dem Titel: Prak. 1后hrbuchder theoret.= prakt. Anleitung zur 

Bildung des mundlichen Vortrags.) 
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(30)一一一一.JaθinethθOI悦 =prakt.deutschθ砂Irach1ehr，θfurSchulen und 

Gymnasiθ'n. 1804. ; 2. Aufl. 1810 ; 10. Auf1. 1824 ; 12. Auf1. 1829. Duncker und H. 

(31) 一一一一-. Teut. oder theoret.= prakt. Lehrbuch des gesamten deutschen 

Sprachunterrichts. 4 Theile. 1807 ; 2. Auf1. 1814 ; 3. Auf1. 1817 ; 4. Auf1.1825. 

(32)………-. Der Toch tersch u1θpθ'in Lese= und Unterrichtsbuch fur weibliche 

Lehranstalten. Leipzig : Er.Fleischer. 1816 ; 2. Auf1. 1825. 

(33) Heinze， Jh. Mch. Schreiben uber die kurzische玲'rtheidl包?，ungder

Gottschedischen命'rachlehre.Helmst， 1760. 

(34) Hemmer， Jak. Abhandlungen uber die deutsche命I沼che.Zum Nutzen der Pfalz. 

Mannheim : Loffier (Franz in Munchよ1769.

(35)一一一一一.路orthei冶g-ungder Abhandlung uber die deutsche争rache.Mannheim : 

Loffler (Franz in Munchよ1771.

(36)一一一一一.Deutsche命IracMθ'hrezum仇 brauchdem Kurpfalz. Lande. 

Mannheim : Loffier (Franz in Munchよ1775.

(37)Hempel， Chr. Fr. Erleuchterte hochdeutsむ-he命'rachlehre.Fran回目ta.M.: 

Hermann (a. Bronner)， 1754. 

(38) Hunerkoch， Th. N注1.Ldw. Prak邸 'Chθdθutsche命IrachJθ'mθ.Lθipz].註:Gδschen，

1801 ; 2.verb. Auf1. Unter dem Titel: ThoIiθtische und prak白;scheAnleitung zur 

Erlernung der aθutschen命rache;mit einer kleinen Worterbuche. Bremen : Kむser，

1805. 

(39) Kδ1， Mich. Ant. Handbuch zum Studium der deutschen命orachθundLitera加.
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(4ω 一一一一一. Deutsche 命'rachlehrenebst ein倒的'rterbuche.Wurzburg : Stahel， 

1791. 
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参考文献



使用文法書濁逸話 4g3 
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im Landshut). 

(60)一一一一一.Grundsatze der hochdeutschen Sprache. 2 Theile. Munchen (Landshut : 

瓦r註日)， 1813. 

(61)・……一.Kleinθdeutsche Sprachlehre. Salzburg，1797 ; 2.Aufl. Mayr.， 1800 ; 
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II.参考文献 (50音}I慎)

論文

l.朝倉治彦・石山 洋「蕃書調書i日蔵蘭書割記JW上野図書館紀要』第一冊、上野図書

館、昭和 29(1954)

2.阿倍礼子「我国における英文法の変遷JW撃苑』第 175号、昭和女子大、昭和 36

3.安藤貞男 rSubjunctiveはく接続法>かJW英語青年』第 145巻第6号、平成 11

4.池田哲郎「オランダ、語研究史序説JW福島大学学芸学部論集』第 12集の 2、1961・3

5.池田哲郎「本邦におけるドイツ学の倉抄台一一蘭系ドイツ書志j蘭学資料研究会干IjW蘭

学資料研究~ 124号、龍渓書房、 1963

6.石田幹之助「王堂チヤムパレン著作並論文目録JW国語と国文学~ Vo1.20-NO.4、

昭和 10

7.イーストレーキ口授・無声学人筆記「高等英文典講義一一時制(TheTenses)の説明J

明治 26~27 ( W自本英学新設、』復刻版第二巻第二十号~第三十号、第三巻第三十一号~第

四十三号所収入

8.市川三喜 rProf.Chamberlainの著書其他JW英語青年~ (チェンパレン記念号)

Vo1.73-No.2、昭和 10

9. 市川慎一 rWイ弗郎察辞範』に見るフランス語と日本語j 月刊『言語~Vo1.23-No.1、1994

10.井上好治「文化年間における長崎の西洋(蘭・仏・英)文法論J W九州、!文化史研究所

紀要』九州大学九州文化史研究施設第四号、昭和 43

1l.岩崎克己「徳川時代舶載の和蘭語学書(語法書篇)J W学燈~ 46・6、昭和 17

12.岩淵悦太郎「明治初期における文法書編纂についてJ W園語・薗文』第十一巻第二

号、昭和 16

13.及 川賢 f英文法用語く完了>の変遷J( W英語教授法の視点一一若林俊輔教授還暦記

念論文集』所収)三省堂、 1991

14.大槻文彦「和蘭字典文典の謬述起原JW史学雑誌』第九編第三・五・六号、明治 31

15.大槻文彦「日本文明の先駆者J( W文明源流叢書』第一巻所収)国書刊行会、大正2

16.大鳥蘭三郎「高野長英の蘭学への貢献j 蘭学資料研究会『研究報告』第 153号、龍

渓書房、 1963

17.岡倉由三郎「患師チヤムブレン先生を偲ぶJW英語青年~ (チェンバレン記念号)

Vo1.73-No.2、昭和 10

18.岡倉由三郎「チヤムブレン先生を憶ふJW国語と国文学~ Vo1.20-NO.4、昭和 10

19.問津鉦次郎「日本文典に於いての試論JW言語学雑誌』第一巻第 10号~第三巻第一

号、明治 33~35

20.問津鉦次郎 f文典の時の論JW留学院雑誌j第七巻、明治 34
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21.岡田和子 f蘭・英・濁語学における文法用語の成立と変遷 1:原形と不定法JW外国語教育

論集~ 17、筑波大学外国語センタ一、 1995(i英語学論説資料j 第 29号収録)

22.岡田和子「明治時代の洋語文典における日本語一一蘭訳英文典『和蘭語法解』と洋語文典

の系譜JW文学研究論集~ 13、筑波大学比較理論文学会、 1996(i英語学論説資料j 第 30号収録)

23. i蘭・英・濁語学における文法用語の成立と変遷II:仮定法と接続法JW外国語教育論集J

18、筑波大学外国語センター、 1996

24.岡田和子「蘭・英・濁語学における文法用語の成立と変遷彊:Perfectと Imperfect①<過

去>からく現在>になった Perfect(蘭・英の場合)J W外国語教育論集~ 19、筑波大学外国語セン

ター、 1997

25.岡田和子「蘭・英・濁語学における文法用語の成立と変遷IV: Perfectと Imperfect②<過

去>から<現在>になった Perfect(英・濁の場合)J W外国語教育論集~ 20、筑波大学外国語セ

ンタ一、 1998

26.岡田和子「蘭・英・濁語学における文法用語の成立と変遷V:助動詞の和訳法と教授法JW外

国語教育論集~ 22、筑波大学外国語センタ一、 2000(i英語学論説資料j 第 34号収録)

27.岡田和子「蘭・英・濁語学における文法用語の成立と変遷JVII :現代文法から見た誤解JW外

国語教育論集~ 26、筑波大学外国語センタ一、 2004(f英語学論説資料j 第 38号採録予定)

28.尾形裕康「明治の翻訳教育書一一前半期を中心としてJW早稲田大学大学院文学研

究科紀要~ 5、1959

29.小津敏夫訳「シーボルトの長崎滞在、自安政六年至文久元年一一シーボ、ルトの長男

Alexander von Siebold著 Fr.vonSiebold's letzte Reise nach Japan.1903J W長崎談叢』

第 6輯、昭和 5

30.春日和男「明治以後の文法論J(口座 f日本語の文法j第一巻『文法論の展開』所収)

明治書院、 1968

31.片桐一男 f和蘭点画例考補と西文訳例JW青山学院大学文学部紀要』第 19号、 1977

32.勝俣鐙吉郎「英文法事始めJ(上・中・下)W英語青年~ Vol.氾JX.NO.2・4.

33.楠家重敏「来日以前の B.H.チェンバレンJW研究紀要』第 25号、日本大学人文科

学研究所、昭和 56

34.黒田源、次「シイボ、ルト先生とその門人(一)JW長崎談叢』第 16輯、昭和 1063.

35. 黒田源次「シイボ、ルト先生とその門人(下)JW長崎談叢』第 17輯、昭和 10

36.斎 藤信 f文法領域の開拓とその発達一一『日本におけるオランダ語発達史』の或

る章JW人文社会研究』名古屋市立大学教養部紀要第5巻、 1959

37.斎藤信 iW柳問中野先生文法』についてJW人文社会研究』名古屋市立大学教養部紀

要第 14巻、 1970

38.斎藤信 f中野柳闘の『四法諸時対訳』についてJ W人文字土会研究』名古屋市立大

学教養部紀要第 17巻、 1973

39.斎藤信 f江馬家所蔵のオランダ、語文法書について一一特に中野柳留の『三種諸格J

参考文献



論文および研究書 487 

と著者不明の『助字要訣JについてJ W人文社会研究』名古屋市立大学教養部紀要第 18

巻、 1974

40.斎藤信「天保時代におけるオランダ語教授の一例についてJ W人文社会研究』名

古屋市立大学教養部紀要第9巻、 1964

41.斎藤信 rSewelの『オランダ語文典』が柳閣の『四法諸時対訳』に与えた影響に

ついてJ W蘭学資料研究会研究報告』第 311号、 1979

42.斎藤信「“F.HALMA， NEDERDUITS WOORDENBOEK，"いわゆる『ハルマ和

解』の本についてJW金沢大学法文学部論集』文学篇2、1954

43.斎藤信「再び『波留麻和解』の異本についてJW金沢大学法文学部論集』文学篇3、

1955 
うながみ

44.斎藤信「稲村三伯(海上随鴎)一一彼の生涯と『波留麻和解J研究JW人文社会研

究』名古屋市立大学教養部紀要第8巻、 1962

45.斎藤信「前野良沢の『蘭訳筆』についてJW人文社会研究』名古屋市立大学教養部

紀要第 16巻、 1972

46.佐々政-r動詞のくとき>に就てJW帝国文学』第七巻第四、明治 34

47.佐々木信網f人としてのチエンパレン先生JW国語と国文学~ Vo1.20-NO.4、昭和 10

48.佐藤良雄「動詞過去の用語に関する研究j 日本大学創立七十周年記念論文集第一

巻・人文科学編、 1960

49.佐藤良雄「文典用語の相互影響一一特に動詞過去の用語についてj 日本大学人文科

学研究所『研究紀要』、昭和 37

50.佐藤良雄 f動詞のく過去未来>についてJW武蔵野女子大学紀要~ Vo1.5. 1970 

51.佐藤良雄「英文典と国文典J(W日本の英学 100年』明治編所収〉研究社、 1968

52.佐藤良雄「明治百年の国文典における西洋文典の影響J( W国語学口座』第一巻所

収)白帝社、昭和 44

53.佐藤良雄「和歌山藩における独逸話学の系譜についてj 蘭学資料研究会刊『蘭学資

料研究~ 124号、龍渓書房、 1963

54.佐藤良雄「蕃書調書と外国語学校j 蘭学資料研究会干IJW蘭学資料研究~ 169号、龍

渓書房、 1965

55.沢田瑞穂「漢文法における詞性の虚実JW解釈』第2巻第5号、昭和 31

56.重久篤太郎「和歌山藩におけるドイツ人j 蘭学資料研究会刊『蘭学資料研究~ 166 

号、龍渓書房、 1965

57.重久篤太郎「王堂 Chamberlain 略伝JW英語青年~(チェンパレン記念号)Vo1.73-No.2、

昭和 10

58.縦横生(杉村楚人冠:)r英和時制の異向J(一~四)(W日本英学新誌、』第 44'"'-'46および

50号所収)明治27

59.杉本っとむ fホフマンの日本語考察一一一動詞・形容詞についてJW文学・語学~ 4、
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昭和 32

60.杉本っとむ「国語史ノートJW国文学研究』第 20集、早稲田大学国文学会、昭和 34

61.杉本っとむ「近世における外国語の摂取とその影響一一寸E代日本語史の一断面JW国

語と国文学』第 180号、東京大学国語国文学会、昭和 34

62.杉本っとむ「和蘭属文錦嚢抄その他(一)一一蘭語研究書についてのこ三の覚え書

きJW解釈』第7巻第1号、昭和 36

63.杉本っとむ「蘭語訳撰その他一一蘭語研究書についてのこ三の覚え書きJW解釈』第

7巻第8号、昭和 36

64.杉本っとむ「属文錦嚢の研究一一-如淵吉雄権之助の蘭語学JW武蔵野女子大学紀要』

第5巻、昭和 48

65.杉本っとむ「文法用語の翻訳と成立一一中野柳園の言語研究を中心にJW文学』第

48巻第8号、昭和 56

66.杉本っとむ「宇田川晋撰『蘭学秘蔵』の考察一一志筑忠次郎、助辞考JW武蔵野女子

大学紀要~ Vo1.9.1974 

67.鈴木一彦「明治初期の国文法JW立教大学日本文学』第 21号、昭和 43

68.住谷申一「馬場辰猪年譜について一一主として日本修学時代を中心にJW人文学』第

30号、同志社大学人文学会、 1957

69.竹村覚「徳川時代の英語研究JW英語青年~ Vo1.66， No. 7"'-' 10， 12， 13 ; Vo1.67， No.2， 

4.6. 

70.竹村覚「徳川時代の英語研究一一特にその解釈カについてJW英語英文学論叢』第

2巻第 1号、広島大学英語英文学研究室、昭和 7

71.外山敏男「英語教育史の時代区分一一日本英語教育史序説J札幌大学外国語学部紀

要『文化と言語~ Vo1.9-No.2. 1976 

72.富田 仁・西堀 昭 rWイ弗語明要』解説J(復刻版『イ弗語明要』付録)カルチャー出版

社、昭和 50(1975)

73.中村不二夫「助動詞 Doの発達:伝統的史的研究の本流J( W助動詞 Do起源・発

達・機能』所収)英潮社、 1994

74.中村正直「漢学不可廃論J W太陽』臨時増干Ij第 13巻第 19号、博文館、明治 40

75.永山勇「西洋文典と国文法J( W 日本文法口座~ 2所収)明治書院、昭和 32

76.新村出「王堂先生の功績と感化JW英語青年~ (チェンパレン記念号)Vo1.73-No.2、

昭和 10

77.仁田義雄「西洋人の書いた日本文法JW言語~ 10-1、昭和 56

78.沼田次郎「文化文政期の蘭学について一一志筑忠雄と馬場貞由JW史州』日本女子大

学史学研究会第7号、昭和 41

79.服部隆「明治前期における国文典の問題一一西洋文典からの影響を中心にJW国文

学論集~ 19、上智大学国文学会、 1986
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80.ブオス美弥子 f幕末期のオランダ語・日本語事情 1J (有坂隆道・浅井允晶編『論集

日本の洋学』所収)清文堂、 1997
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0初出一覧

序 章一. f蘭・英・濁語学における文法用語の成立と変遷JVII:現代文法から見た誤解J

『外国語教育論集~ 26 筑波大学外国語センター 2004(f英語学論説資料J第 38号

採録予定[平成 17年 12月現在])の一部をもとに、大幅に加筆訂正。

第一章…「菊・英・濁語学における文法用語の成立と変遷 1:原形と不定法J W外国語教

育論集~ 17 筑波大学外国語センター 1995U英語学論説資料j第 29号収録)をも

とに、大幅に加筆訂正

第二章一-以下の 4論文をもとに大幅に加筆訂正。

f薦・英・濁語学における文法用語の成立と変遷盟:Perfectと Imperfect①<過

去>から<現在>になった Perfect(蘭・英の場合)J W外国語教育論集~ 19 筑波

大学外国語センタ--1997 

f蘭・英・濁語学における文法用語の成立と変遷IV: Perfectと Imperfect②<過

去>から<現在>になった Perfect(英・織の場合)J W外国語教育論集~ 20 筑波

大学外国語センター 1998

「明治時代の洋諸文典における日本Z音一一蘭訳英文典『和欝語法解Jと洋語文典の

系譜j 第 3節 『文学研究論集~ 13 筑波大学比較理論文学会 1996cr英語学論説

資料j 第 30号収録)

「蘭・英・濁語学における文法用語の成立と変遷VII:現代文法から見た誤解J W外

国語教育論集~ 26 筑波大学外国語センタ'-2004 (f英語学論説資料J第 38号採録

予定[平成 17年 12月現在])

第三章一・以下の 3論文をもとに大幅に加筆訂正。

「蘭・英・濁語学における文法用語の成立と変遷II:仮定法と接続法J W外国語

教育論集~ 18 筑波大学外国語センター 1996

「明治時代の洋諸文典における日本語一一競訳英文典『和蘭語法解』と洋語文典の

系譜J W文学研究論集~ 13 筑波大学比較理論文学会 1996(f英語学論説資料j

第 30号収録)

「葡・英・濁語学における文法用語の成立と変遷V:助動認の和訳法と教授法J W外

国語教育論集~ 22 筑波大学外国語センター 2000(f英語学論説資料j 第 34号収

録)

終 章一・書き下ろし

付 録…「明治時代の洋語文典における日本語一一蘭訳英文典『和蘭語法解』と洋語文典の

系譜J第 4節 『文学研究論集~ 13 筑波大学比較理論文学会 1996(f英語学論説

資料j 第 30号収録)をもとに大幅に加筆訂正。
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